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「宗近むねちか刃紋はもんと申します。どうぞよろしく」

　教壇でそうあいさつして、美しい転校生はたおやかに微笑ほほえんだ。

　クセのない長い黒髪は腰まで伸びて、窓から差し込む陽ひの光を反射して波のように光沢が流れている。化粧などしているようには見えないというのに、その肌は雪のように白く、唇は熟れた果実のように艶つややかなピンク色。

　すらりとした手足は細いながらも豹ひようかチーターのようなしなやかさがある。腰も細く、全体的にスレンダーながら胸元は女性らしいふくらみを充分に主張していた。

　アーモンド型の大きな目と、戦闘技術習得者特有の隙すきのない立ち居振る舞いが野良猫を連想させる。

　――似ている……！

　刻馬こくまはその転校生から目が離せなくなっていた。

　あの目。あの髪。

　――まさか、彼女は……。

「あたしはサムライであろうと思っているので、剣も身も心も捧ささげて生涯お仕えする殿方を捜しています」

　そう彼女が告げた瞬間、教室がどよめきに包まれた。

「あんな可愛かわいい子にお仕えされてえ！」

「俺おれ、マジ立候補しようかな」

「お前にゃ無理だろ」

「お、男の子じゃないとダメなのかな……？」

　教室のそこかしこで、男子一同（と一部女子も）がそんな会話を交わしている。

「はいはい、静かに！　では、宗近むねちかさんの席はあそこです。それと、今週予定されている探索実習では、退学して針原はりはらさんが抜けた二班に入れてもらって下さい」

　担任が事務的にそう告げ、刃紋はもんも「はい」とうなずいて颯さつ爽そうとその席へと向かった。

　その間中、刃紋は刻馬こくまも含めた教室中の視線を完全に独占していた。



　　　　　　　　＊



　――あの人は、ここにいるのかしら。

　教壇からずらりと並ぶクラス一同の顔をぐるっと見渡して、刃紋は思った。



    

  
    
      



    

  
    
      　地上の書物使いの多くは、この国立図書館迷宮探索訓練学校に集まっているのだ、と刃紋は聞いていた。

　ならば、幼くして書物使いだったあの人もここにいる可能性は高いはず。

　そう考えればこそ、刃紋はもんは苦労して地上の人間としての偽いつわりの身分を都合し、地上の文字の読み書きを覚え、なんの役に立つのかもわからない知識を頭に詰め込んで編入試験をパスしたのだ。

　刃紋は、命の恩人の顔をよく覚えてはいない。

　椅子に拘束され、アームで固定された数多くの書物に囲まれていたあの人。その顔は、大判の書物に隠れて、刃紋の位置からはよく見えなかった。

　――それでも、お会いすれば一目でわかるはず。

　それは、確信だった。

　――だって、あたしとあの人とは、強い縁で結ばれているはずだもの。

　あの局面、生死を分ける場面で出会えたのだから。

　あのとき、椅い子すに拘束されていたのが別の書物使いだったら、刃紋はもう生きてはいないのだ。

　これが運命でなくてなんだというのだろう。

　だから、必ず出会えるはず。

　そして、会えばわかるはず。

　刃紋は、一いち途ずにそう信じて疑わない。

　――仮にこの学校であの人に出会えなかったとしても、ここになら何か手がかりもあるはずだわ。あの忌いまわしい研究所があった、この場所になら。あの人に出会った、この場所になら。

　あのときの研究のデータそのものではなくとも、それにつながる情報くらいは。

　なんとしてもあの人を捜し出す。出会ってみせる。

　恩を返すために。剣も身も心も、すべてを捧ささげるために。

　そのために、刃紋はここへやってきたのだから。



    

  
    
      


第一章　日本刀と大剣のロンド





　ホームルームが終わるなり、自然と刻馬こくまの足は転校生の元へと向いていた。

　とにもかくにも、確かめなくてはならない。

　――もし、彼女があの女の子なのだとしたら。

　それは、あの日、あの女の子を殺していないという何よりの証拠。刻馬にとっては無実の証明なのだ。

　彼女の席へと向かいながら、思考を高速で回していく。

　直接尋たずねられればそれが一番手っ取り早い。

　しかし、それは難しそうだった。そんな話を振れば、周囲に過去の話をする羽目になりかねない。イクミや美々子みみこはもちろん、クラスメイトにだって「自分は人殺しかもしれない」などということは知られたくはない。

　――二人っきりで話ができればいいんだが……。

「刻馬。あの転校生と話をしにいくのだな？」

　小走りに追いかけてきたイクミがとなりに並んだ。

　プラチナ色の髪の、書物の少女。モデル然とした細身のスタイル、特にスカートから伸びた脚線美は、刻馬の目を惹ひきつけて止やまない。歩く度に右の内うち股またに見え隠れするのは、幾き何か学がく的てきな紋様、書物の証あかしである刻印。それがまた脚の白さを際立たせ、色っぽさを数倍にまで高めている。

　正式名称は異空密儀教典といい、図書館迷宮という名の異世界を顕けん現げんさせるほどの魔力を秘めているのだという。その桁けた違ちがいの威力は、一度実際にイクミから読書魔法を行使した刻馬が一番よく知っている。

　そして、一度使って以来……いや、あるいは、その前に少しばかり幼おさな馴な染じみの美々子も含めて揉もめて以来、だろうか。イクミは何かにつけて刻馬、刻馬、と後をついてくるのだ。

「まあな」

「うむ、やはり。同じ班だからな。授業とはいえ、一緒に探索に赴おもむくなら仲良くなっておく必要がある。探索はチームワークが大事だからな。そういうことだろう？」

　どうだ、私もちゃんとわかっているぞ、えっへん、とでも言いたげな顔で、イクミが刻馬の顔を覗のぞき込んでくる。

　刻馬は思わず苦笑してしまいつつも、かなり大仰に腕を組んで、

「イクミも探索のイロハがわかってきたな。確かに、チームワークはとても重要だ」

　と、うんうんとうなずきながら感心してみせた。

　するとイクミは無邪気に笑って、満足げにぺったんこの胸を張った。

「そうだろう。私とて、日々成長しているのだ」

「だが、それは理由の半分だ」

「むう。では、残りの半分はなんだ？」

「決まってるだろ。あんな美人に声をかけないのは失礼というものだ」

「は……？」

　一瞬、イクミはポカンとした顔で言葉を失った。

　刻馬こくまはイタズラっぽく笑って、逃げるように足を速める。

「な……き、貴様はまたそれか！」

　後ろから、そんな声が追いかけてきた。



　美人の転校生の周りには、すでに人だかりができていた。

「おーい、通してくれー。同じ班のメンバーにあいさつくらいさせてくれよ」

　そう言いながら、刻馬は人だかりをかきわけていく。

　同じ班、というあたりにかなりジェラシーに満ちた視線を感じる。

　転校生の席に歩み寄って、そしてその野良猫のような目と日本人形のような黒髪を間近で見て、刻馬は胸が締めつけられるような感覚に襲われた。

　――こりゃあ、イクミが似てるなんて思った俺おれはどうかしてたな。

　以前に、刻馬はイクミにも自分が殺してしまったかもしれない女の子の面影を見た。

　しかし、間近で見る宗近むねちか刃紋はもんという転校生の顔は、イクミとは比べものにならないほどに彼女と瓜うり二ふたつだった。

「……よう、美人の転校生。実習では同じ班だからよろしくな」

　そう声をかけると、転校生――刃紋はマジマジと刻馬の顔を見つめ、そしてはらりと長い髪を揺らして首を傾かしげた。

「お……俺の顔に何かついてるか？」

「いえ、失礼。かなりお強そうな雰囲気でしたので」

「まあ、強いは強いよね。刻馬はもうずっと白兵戦科目では学年トップだし。使うのが読書魔法完全放棄の馬ば鹿かでっかい両手剣ってのはどうかと思うけどね」

　人だかりからひょっこり顔を出したのは、リスのようなくるくるよく動く目の小柄な男子生徒、梶原かじわら誠十郎せいじゆうろうだった。

「あ、実習では僕も同じ班だからよろしく！」

「両手剣を？」

　驚いたような不審な目で、刃紋がまた刻馬を見つめた。

　読書魔法とは、書物を読むことで行使する魔法である。当然、書物を手に持ち開く必要がある。また、魔法の効果を維持するには、魔法を引き出した書物を開いておかなければならない。書物使いにとって、片手を空けておくのは魔法を使うための必ひつ須す条件だった。

「そう。どうかと思うでしょ？　いくら強くてもさ。まあ、刻馬こくまの場合は読書魔法の成績が赤点すれすれだから、いっそ潔いって気もするけど」

「いや、しかし、刻馬の剣は凄すごいのだぞ。なあ、美々子みみこ」

　穏やかな微笑ほほえみを湛たたえて歩み寄ってきた美々子に、イクミは同意を求めた。

　刻馬の幼おさな馴な染じみにして、現在は刻馬の家の家事一切を引き受けている自称『九条くじよう家のメイド』こと菱谷ひしや美々子である。

　イクミや刃紋はもんとは対照的に、やや垂れ気味の優しげな目をしている。そして、刃紋はともかく、イクミとはやはり対照的なほどに豊かなバストも大きな特徴だろう。ふんわりとウェーブがかかった髪をポニーテールにまとめている。

「ええ。生半可な魔法よりは、よほど頼りになりますよ」

「どうだかな」

　刻馬は自じ嘲ちようを隠せなかった。

　魔法を使わない分、攻撃力を武器に頼る。それが、刻馬が大剣を選んだ理由だった。両手持ちの武器を選ぶことで読書魔法の使用を拒む、という本音はあるにせよ、だからこそ数ある両手武器の中でも特に威力が高いものを選んだのだ。

　しかし、その威力がもっとも必要とされるであろう大型の怪物との遭遇では、刻馬の大剣はまったく役に立たなかった。

　イクミに止められたので実際に斬きり結んではいないが、正直、勝ち目は薄かっただろう、と刻馬は思っている。

「あれ、どうしたの？　いつもは『斬った方が早い』とか嘯うそぶくのに」

　首を傾かしげる誠十郎せいじゆうろうに、刻馬は、

「やっぱリスクがでかいんだよ。大物相手には、セオリー通り魔法による防御を固めて攻撃魔法でレンジ外から削る、って連携の方がいいと思う。そう実感した」

「……こと白兵戦に関しては自信満々の刻馬にそんなこと言わせる化け物って何さ。そんなに凄いヤツと遭遇したの？」

「ああ。丸太みたいな腕の山や羊ぎ頭巨人にな。命からがら逃げ出したよ」

「うわあ、マジで!?　怖こえええ！　六階より下、やっぱり怖ッ！」

「やっぱり、魔法なしで両手持ちの大剣ってのはそろそろ限界なのかもな」

「む」

　途端に、イクミが少し不機嫌そうな顔になった。

「ん？　どうした？」

「別に、なんでもない」

「……？」

「なんでもないと言っている」

　刻馬こくまは首を傾かしげつつも、

「まあ、俺おれのことはいいとして、あんたも相当強そうじゃないか、転校生」

「そうなの？」

　誠十郎せいじゆうろうが訊きいた。

「ああ、隙すきが全然ない。次の試験では、白兵戦トップも危ういかもな」

「馬ば鹿かな。刻馬の大剣よりも強いというのか!?」

「ご謙けん遜そんを」

　そう、刃紋はもんはたおやかに微笑ほほえんだ。

　口ではそんなふうに言いながらも、その微笑みは刻馬にはかなり挑発的に見えた。

　そんな刃紋の様子を見て、イクミはポンと手を叩たたき、

「そうだ！　では、戦ってみればいい！」

「いきなり何を言い出すんだ。急にそんなことを言われても、彼女だって迷惑だろ」

　刃紋に対して気を遣ってそう言った刻馬だったが、刃紋はたおやかに微笑んで、

「いえ、別に。うふふ、むしろ望むところですが」

「ホラ見ろ！　迷惑ではないと言っているぞ！」

「ダメですよ」

　美々子みみこが興奮気味に拳こぶしを振り上げたイクミを窘たしなめた。

「刻馬様は怪け我がをしておいでなんですから」

　週末の探索で、刻馬たちは王国同盟なる組織のメンバーであることが判明した針原はりはら理瑠りると戦うことになった。その際に、刻馬は何度もナイフで突かれていた。防刃仕様の制服のおかげで血を流す怪我はしていないが、それでもダメージは蓄積している。

「あ、そうか……。そうだった」

「怪我って？」

　誠十郎が刻馬の方を見た。

「ちょっとな。でも、宗近むねちかがいいって言うなら俺もＯＫだ。いっちょ手合わせといこうぜ」

「刻馬様!?」

「大丈夫だよ、軽く手合わせするくらい。それに、怪我を理由に逃げたってのもカッコ悪すぎるだろ」

　なおも心配そうな顔をする美々子だったが、周囲は、

「おいおい、なんか面白いことになってきたな」

「大剣の刻馬とサムライ美少女の決闘か」

「どっちが勝つか賭かけねえ？」

「そりゃあ、白兵だけなら刻馬の強さは折り紙つきだしなあ」

「でも、怪け我がしてるんだろ？」

「よし！　俺おれ、宗近むねちかさんに賭かける！　学食の生しよう姜が焼やき定食でどうだ？」

「じゃあ、九条くじようが勝ったら俺にチャーシュー麺めん大盛りな」

　もはや後に退ひけない騒ぎになり始めていた。



　　　　　　　　＊



　昼休み。刃紋はもんは一人、屋上の貯水タンクの上で、お弁当に持ってきたトショカンガエルの丸焼きを平らげた。

　焼き加減も完かん璧ぺき。熟しきっていない、まだ酸っぱいトショカンザクロの果汁でつけた味も申し分なく、なかなか満足のいく出来だった。残念だったのは、焼きたてを食べられなかったことくらいだ。

　料理には自信がある。

　別段、そのお弁当が見られたくなくて一人で食べたというわけではない。そもそも、刃紋は食べ物としてトショカンガエルの丸焼きが特殊だとも恥ずかしいとも思っていない。手軽に獲とれて栄養価の高いトショカンガエルは、図書館迷宮では一般的な食材なのだ。

　刃紋が人目から隠れて昼食を取ったのは、それが習性のようになっているからだった。

　食事中は意識が食べ物に向くので、周囲への警戒が散漫になる。

　いつ襲ってくるかもしれない怪物に見つからないように、食べる場所を選ぶ。そんな自衛のための習性を、そのまま実践したにすぎなかった。

　――地上の人間なんて、信用できないもの。

　かつて、刃紋も地上に憧あこがれていたことがあった。しかし、保護され地上に連れて行ってもらった結果、「ライブラリ・チルドレンは人じゃないから」と殺されそうになった。

　だから刃紋は、地上の人間を信じない。

　自らの出自を周囲に悟られるわけにはいかなかった。また、人じゃないからと殺されそうになるかもしれない。今となっては戦う術すべも身につけているので簡単に殺される気はないが、活動しにくくなるのは困る。

　もちろん、したたかな図書館迷宮の人間とて、すべてが信用できるわけでもない。

　――結局、信用できる人間は、あの人しかいないわ。

　あの人だけは、信用できる。なんの見返りもないのに、身体からだを張って自分を守ってくれたのだから。

　それにしても。

　――規則とか決まりごとばかりで、地上の学校っていうのは窮きゆう屈くつなところね。

　なかなか神経も磨すり減るが、どうやら自分は上う手まくやれている。そう、刃紋は思っていた。なぜなら、周囲の地上の人間が、まだ誰だれも刃紋はもんを人ではないような扱いをしないから。

　つまりそれは、自分がライブラリ・チルドレンであることがバレていないということだ。

　――さて、お腹なかも膨れたし、王国同盟が何か言ってくる前にやるべきことをやってしまわないと。

　これから、九条くじよう刻馬こくまとの手合わせに向かわなければならない。聞けば、彼はこの学校で白兵戦闘に関しては随一の実力なのだという。

　強い相手と戦うのは、胸が躍る。

　戦えば戦っただけ、自らの剣が高まるからだ。あの人に捧ささげるべき剣が高まるのは、そのままあの人に対する想おもいが高まるということ。

　しかも、地上の人間の戦闘力を知るという意味では、この上ない機会だった。

　他ほかにも、やらなければならないことはたくさんある。

　ぺろりと肉汁のついた指をなめて、刃紋は貯水タンクから飛び降りた。

　ふわり、と美しい髪の毛と制服のスカートが舞う。

　実のところ、新入りの刃紋は王国同盟について、ほとんど何も知らされていなかった。聞いているのは、『図書館迷宮で世界を覆う』という目的のみ。

　そんなことが本当に可能なのかどうかも怪しいものだが、必要なときだけ協力すればいい、という条件が気に入ったので刃紋は参加を決めた。

　だから、この訓練学校への編入も、王国同盟とはまったく関係ない行動だった。

　そもそも、王国同盟に対しても忠誠心も帰属意識もない。組織への参加さえも、刃紋にとっては手段にすぎなかった。

　ただ、愛いとしいあの人を捜すために。

　そして、見つけ出してお仕えするために。

　それ以外のことは、刃紋の頭には何一つなかった。



　国立図書館迷宮探索訓練学校高等部の校舎横には、体育館と並んで双子のような戦闘訓練場が建っている。その名の通り、白兵戦や読書魔法の実践練習に使用される施設である。

　その訓練場に刃紋が赴おもむくと、すでにあふれかえるような大勢の人間が詰めかけていた。どうやら、他のクラスの人間にまで話は広がっているらしい。

「現在七対三で刻馬有利！　やっぱ実績って数字に出るねー。宗近むねちかさんに賭かけるなら今がチャンスだよ！」

　聞き覚えのある声の方を見やれば、誠十郎せいじゆうろうが賭けの胴元をやっていた。

　刃紋が人だかりに近づくと、

「おい、来たぜ」

「彼女が？」

「おいおい、マジ可愛かわいくね？」

「ウエスト細ッ！　ホントに強いの？」

　などなど、口々に言いながら野次馬の生徒たちが道を空けていく。

「失礼」

　とその道を軽やかに進むと、すでに訓練場の中では刻馬こくま、イクミ、美々子みみこの三人が待っていた。

　刻馬はすでに大剣を手にしている。ただ、その剣の刃は削られ潰つぶされていた。

「うふ。お待たせいたしました」

「おう。武器はそっちの武器庫に色々あるから、好きなものを選んでくれ。訓練用だから、全部刃が潰してあるけどな」

　刃紋はもんは武器庫に入ると、迷わず日本刀を選んで手に取った。

　――重い。でもまあ、このくらいなら……。

　武器庫を出ると、周囲は、

「やっぱ日本刀か！」

「さすがサムライガール」

　などと口々に言ってどよめいた。

「刃は潰してあるけど、一応は寸止めでやろうぜ。特に俺おれの武器は、刃とかあんまり関係ないしな」

　確かに刃は潰してあっても、身の丈ほどもある剣となれば並の鈍器よりよほど凶悪だ。そもそも、大剣は鋭い刃で斬きるというよりも重量で叩たたき斬るための武器だ。刃の有無という意味では、刃紋の日本刀が一方的に不利になっているだけという見方もできる。

「寸止め？」

　刃紋はその意味がわからず、首を傾かしげた。

「おいおい、知らないのか。当てないように直前で武器を止めることさ。実習直前で、同じ班の新人に怪け我がをさせるわけにもいかないだろ？」

　にやり、と刻馬が笑う。

「……大変な自信ね」

「このくらいは言った方が周りも盛り上がると思ってさ」

　実際、刻馬の言葉に野次馬たちからはわっと歓声が上がっている。

「周囲など関係ないわ。いざ、尋常に――勝負ッ！」

　刃紋は床を蹴けり、一気に間合いを詰めて刻馬に斬ざん撃げきを見舞った。右手一本での攻撃。左手は書物を保持するために空けるのが書物使いの流儀。それは、刃紋とて例外ではない。

　真っ向からの唐竹割りを、刻馬は大剣で受け止めた。金属と金属がぶつかり合う音が訓練場に響き渡る。

「速ッ！　ってか、いきなりかよ！」

「実戦では、敵は待ってはくれないでしょう？」

「確かになッ！」

　斬きり結んだ刃を、刻馬こくまは強引に押して弾はじいた。

　よろめきそうになって、刃紋はもんはバランスを取りつつバックステップを踏む。

　――相手は男、さすがに力勝負では分が悪いわね。しかもこちらは片手、競り合っては負ける……！

　ならば手数と速さで畳みかけるのみ、と刃紋は再び軽やかに踏み込んだ。

　足を狙ねらった下段への一撃。さらに、そこから剣先を跳ね上げるようにして胴を狙う連続攻撃。

　その攻撃の鋭さに、ギャラリーが一様に息を呑のむ。いつしか、歓声どころかどよめきさえもピタリと止やんでいた。

　しかし、足を狙ったはずの攻撃は砦とりでのような大剣に阻はばまれていた。続く胴への斬り上げも、すでに刃紋が攻撃に移ったときには大剣がそこにあって堅けん牢ろうな防御を敷いている。

　――速い……いや、違う！　早い、だわ。

　あの重量の大剣で刃紋の攻撃を見てから反応するなど、物理的に不可能だ。

　つまり、先読み。刻馬は刃紋が攻撃をつなぐよりも早く動いているのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　――完全に読んでるというの？　初めて戦うあたしの動きを……？

「今度はこっちから行くぜ」

　刃紋はもんが驚きよう愕がくしてほんの一瞬躊ちゆう躇ちよしたその隙すきを、刻馬こくまは見逃さなかった。

　大剣を水平に構えて、身体からだごと突っ込んでくる。

　まるで猛牛の突進のような突き。

「くっ」

　咄とつ嗟さに、刃紋はその一撃を刀で受け流した。黒髪を舞わせて、闘牛士さながらに刻馬の突きをかわしたものの、刀を持つ右手には軽い痺しびれが残っていた。

「寸止めではなかったの？」

　皮肉を込めて刃紋が言うと、刻馬は意味深に笑った。

「避けられただろ？」

　その一言で、刃紋はハッとする。

　――避けさせられた……!?

「ところで、さ」

　大剣を構えたまま、刻馬が言った。

「前にどっかで会ったことないか？　あんた、昔に一回だけ会った女の子に凄すごく似てるんだよな」

「――え？」

　まさか、という思いが刃紋の脳裏をよぎる。

　が、その瞬間、ギャラリーの中からイクミが、

「刻馬！　それは節操がなさすぎるのではないか！　ついこの間、私にも同じことを言ったばかりではないかっ！」

「あ、そういや言ったような」

　――なんなの？　戦っているというのに、口説いているだけ……？

　驚きが呆あきれに変わり、やがて自じ嘲ちよう気味な冷笑に変わった。

　なめられているのか、それとも、思わせぶりな言葉で揺さぶろうとしているのか。

　いずれにせよ、一瞬でもあの人かと期待した気持ちが一気に萎しぼんでいく。

　そう、あの人は幼くして優秀な書物使いだった。それが、読書魔法を放棄して両手持ちの剣を使うなど、ありえないことだ。

「動揺を誘おうなんて、その手は食わないわッ！」

　言いながら、また踏み込んで下段の攻撃を繰り出した。足を狙ねらった攻撃は、避けにくい。剣士がもっとも嫌う攻撃の一つだ。

　だが、また刃紋の刀は刻馬の剣に阻はばまれ、激しい金属音を立てて弾はじかれていた。

「うふ、うふふふふふふ……ッ！」

　面白い。

　自然と笑みが零こぼれた。

　この先読みをなんとかしなければ、形勢は不利。だが、焦りは皆無だった。それどころか、ゾクゾクと身体からだ中を駆け巡る緊張感が激しい昂たかぶりに直結していた。

　この攻撃なら？

　これも読めるかしら？

　手にした刀の重さがもどかしい。

　腕や頭への高速の斬ざん撃げきを織り交ぜながら、刃紋はもんは執しつ拗ように足を狙ねらった。一撃ごとに、刃紋の攻撃は鋭さを加速させていく。

　その斬撃を、刻馬こくまはことごとく先読みして剣で受け、飾り気のない最小限の動きでかわし続けた。そして刃紋が五回か六回攻撃する合間を縫って、大剣の重い攻撃を繰り出してくる。

　その攻撃は的確で、足を使った回避だけでは間に合わない。刀で受け流しつつ体をさばくしかなかった。

　三回ほどそんなパターンの応酬を繰り返し、刻馬の攻撃を三回とも刀で受けさせられて、刃紋はようやく刻馬の意図に気がついた。

　――受けさせることを……刀を狙っている!?

　右腕の痺しびれが、一撃ごとに蓄積している。

　四度目の突きを受け流した直後、刀は刃紋の手から離れて床を転がっていた。

　ぴたり、と刻馬の剣の切っ先が刃紋の喉のど元もとに突きつけられる。

　――負けた……。

　唇を噛かむ。

　刃紋の剣は、恩人に捧ささげるための剣。負けるなど、あってはならないことだった。それはすなわち、あの人への想おもいがその程度であるということになってしまうからだ。あの人に捧げる剣は、最強であらねばならない。

　もっと、精進しなければ。自分自身の誠意を、あの人に示すためにも。

　しかし、そうした自省とは裏腹に、不思議なほどに悔しさは希薄だった。

　攻撃も防御も、まるで心が見透かされているかのように先読みされていた。それが、純粋に凄すごいと思える。

　これまで繰り返し戦ってきた中で、かつて感じたことがない感覚だった。

「参ったわ。まさか、刀を狙っていたなんて」

　痺れた右手をさすりながら、刃紋は言った。刻馬はそれを聞いて、剣を下ろして構えを解く。

「いくら寸止めっていっても、やっぱ直接身体を狙うのは怖いからな。この重い剣じゃあギリギリで止めるってのも難しいし」

　なるほど、と思いつつも、刃紋はもんはそれを涼しい顔でやってのける技量に舌を巻いていた。

　狙ねらいを悟らせることなく、受け流す他ほかに選択肢がないタイミングでの的確な攻撃を、意図的に四回。普通に斬きり伏せるより、遥はるかに難易度は高いはずだ。

「差し支えなければ、教えてもらえないかしら。どうしてあたしの動きを完かん璧ぺきに予測できたのか」

「うーん」

　刻馬こくまは少し考え込んで、

「素直すぎるからじゃないのか。視線を見ればどこを狙ってるのか丸わかりだし、フェイントもなかったし、刀を振りかぶる動作も大きいし」

　ギャラリーの最前列で、イクミは美々子みみこに、

「……わかりやすいのか、あれは」

「まさか。確かに攻撃のパターンはやや単調でしたけど、あんな速度の攻撃、読めたからといって普通はホイホイ対応はできませんよ」

　思った通りだ、とでも言いたげにうなずいて、イクミは刃紋に尊敬の眼まな差ざしを向けた。

「それよりさ、その刀、重かったんじゃないのか？　宗近むねちかが攻撃をしようとするタイミングと、実際の攻撃の間にズレがあっただろ」

「な……ッ!?　そこまで見抜いて……？」

　刻馬は照れたような苦笑いで、

「日本刀って基本的には両手で使う武器だしな。しかも魔法の使用前提の構えだし、これで魔法まで使われたらぶっちゃけ勝てる気がしねえよ」

「……」

　その会話から数瞬遅れて、ギャラリーから歓声が上がった。

「やっぱ刻馬か！」

「いや、あの転校生もすげえだろ！」

「だな。あの踏み込みとかメチャメチャ速い連続攻撃とか、普通じゃねえ」

「俺おれらじゃあ最初の一撃でやられてる気が……」

「それを全部受けきる九条くじようが一番おかしいけどな」

　刻馬にはもちろん、負けたはずの刃紋にまで惜しみない賛辞が飛んでくる。

　しかし、そんな声は刃紋の耳には届いていなかった。

　――負けどころか、完敗ね……。

　刻馬の言うように、魔法ありで戦うのであれば負ける気はしない。しかし、それでも相当に苦戦するのではないか、と刃紋には思えた。

「また、手合わせしてもらえるかしら？」

「もちろん。楽しかった、またやろうぜ」

　刻馬こくまがそう笑った。

「次は負けないわ」

　楽しかった。それは、刃紋はもんもまったく同感だった。
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「宗近むねちか」

　放課後、廊下に出たところで刃紋は刻馬に声をかけられた。

「帰らないのか？」

　確かに、刃紋は荷物を教室に置いたままだった。放課後に荷物を持っていなければ、帰る意志がないというのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。

「ええ。少し、校内を見て回ろうかと」

「だったら案内しようか？　不慣れなところを一人でウロウロするより効率がいいだろ」

「それは助かりますけど……」

「よし。じゃあ、行こうぜ。どこか行きたい場所とか、あるのか？」

　刻馬はなんだか急せかしているようで、妙に落ち着きがない。

　そういえば手合わせ中にも口説くようなセリフを言い出したし、最初のあいさつにも美人とかなんとか言っていたし、よもや下心でもあるのか、と刃紋は警戒心を強くした。

　いくら褒ほめられても、もてはやされても、それがあの人でないなら刃紋にとっては嬉うれしくもなんともなかった。

　刻馬の強さは認める。教えを請いたいと思うほどに、自分にはない強さを持っている。

　しかし、それとこれとは話が別だ。あの人という心に決めた人がいる以上、刃紋は誰だれであれ他ほかの男性に心を許すつもりはないのだから。

　刃紋は小首を傾かしげてみせた。

「他の皆さんは？」

「え？　あ、まあ、みんな色々用事があるんじゃねえか？　それより、早く行こ……」

　しかし刻馬が言い終わる前に、刻馬の背後から、

「そういう抜け駆けはどうかと思うなあ」

　誠十郎せいじゆうろうが言った。刻馬が振り返る。その背後には、誠十郎のみならずイクミも美々子みみこも揃そろって立っていた。

　刻馬はしまった、とでも言いたげな顔で、

「いや、これはそういうことじゃなくてだな……」

「刃紋に学校を案内するのか？　それなら私も行くぞ！　この学校のことは何日かでも私の方が先輩だからな、そういうのは先輩の務めだ！　なあ、美々子みみこ？」

　刻馬こくまの狼ろう狽ばいにはまったく気づかず、イクミは言った。

「ええ、そうですね。刻馬様はお怪け我がの上に、お昼にあんな激しい戦いをなさったのです。ここは梶原かじわらさんとイクミさんにお任せして、早く帰ってお休みになるべきでは？」

　一方、美々子の言葉には含むところがあるようだった。

「し、心配しすぎだって。ただの打撲なんだから」

　タジタジになる刻馬に、美々子は真顔で詰め寄りながら、

「お怪我はお怪我です」

「そりゃそうだが」

「ま、今回は刻馬が悪いと思うね」

「なんでだよ」

「なんでって……」

　呆あきれ気味に呟つぶやいて、誠十郎せいじゆうろうはやれやれ、と大きく溜ため息をついた。

「なんだかよくわからないが、みんなで案内すればいいではないか」

「そうだな。そういうことでいいじゃないか。な、美々子」

　不本意そうではあったが、美々子は、

「……仕方ありません。でも、ご自重下さいませ」

「よし、決まりだ！　では、刃紋はもんはまずどこに行きたい？」

　イクミに問われて、刃紋は美しい黒髪をかき上げながら少し考えこんだ。

「では、調べ物ができるようなところを」

「じゃあ、図書室かなあ」

「いや、あそこは書物の保管庫に近いだろ。調べ物をするなら資料室とかじゃねえか」

「あー、特別研究棟は立ち入り禁止区域とかもあるから、その説明がてらでちょうどいいかもね」

「立ち入り禁止……？」

「おう。図書館迷宮とか読書魔法はまだまだ未知の分野だからな。ここでも色々研究されてて、俺おれたち生徒はもちろん、教師でさえ無許可では入れない場所があるんだよ」

　それを聞いて、刃紋は内心ほくそ笑んだ。きっと、探している情報もそこにある、と。

「では、是非そこを案内して下さい」



　階段を下りて渡り廊下を抜け、特別研究棟に向かいながら、

「それにしてもさ」

　と誠十郎がお気楽そうに口を開いた。頭の後ろで腕を組むのは彼のクセであるらしい。

「針原はりはらさんが急に退学したって聞いたときは驚いたけど、宗近むねちかさんみたいな美人で強い人が来てくれてよかったよね。しんみりとかする暇もない感じで」

　しかし、誠十郎せいじゆうろう以外の三人は、その言葉に複雑そうな顔をする。

　誠十郎はそんな空気を完全に無視して、

「なんであいさつの一言もなしに辞めちゃったんだろうね。僕らはともかく、菱谷ひしやさんには何かあってもよさそうなのに。ねえ、菱谷さん、メールもないの？」

「え、ええ……」

　うなずきはしたものの、美々子みみこの返事は歯切れが悪かった。

　美々子の態度に違和感を感じ、刃紋はもんは首を傾かしげた。

　そんな刃紋を見て、誠十郎は何を勘違いしたのか、

「あ、そりゃ宗近むねちかさんは知らないよね。針原はりはらさんって、先週まで僕らの班にいた女の子ね。突然辞めたって、僕らも今日聞かされたんだけど、特に菱谷さんとは仲が良かったからさ」

　言いながら誠十郎は携帯電話を取りだして操作し、画面を刃紋に見せた。

「ほら、この菱谷さんのとなりにいる無表情気味な子」

　誠十郎の携帯電話には黒く大きな石せき碑ひ、図書館迷宮の“〝階段”〟に相当する碑をバックに写したのであろう、イクミを除いたこの班の面々の写真があった。中等部の頃ころの写真なのか、着ている制服のデザインが少しだけ違っている。

　そして、美々子のとなりには、ショートボブの女の子がつんと澄ました顔で写っていた。

　――これって……！

　見知った顔だった。

　一度会っただけだが、見間違うはずもない。

　王国同盟の先輩、ウィーゼル。少し話題に出た、『断章』強奪をやった当人である。

　――こんなところにまで入り込んでいるなんて……王国同盟、本当に、いったい何を企たくらんでいるのかしら。

　名を連ねてはいても、結局、新参者の刃紋は部外者にすぎないのだ。

　あたしの邪魔にならなければいいけれど、と刃紋は針原理瑠りるを名乗っていたウィーゼルの画像を見ながら思った。

　王国同盟は手て練だれ揃ぞろいで知られている。特に、キングと呼ばれるボスの魔法はとても強力なのだ、という噂うわさは刃紋の耳にも届いていた。

　強い相手とやり合うのは楽しいが、あくまで刃紋の目的は人捜しなのだ。邪魔はされない方がいい。

　――うふ。でもまあ、邪魔なら斬きり捨てるだけのこと。

　愛いとしいあの人に向かって踏み出したその歩みを止める気は、刃紋には一切なかった。
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　夕刻、学校が終わって「蔦つた屋敷」に帰宅するなり、刻馬こくまは制服も脱がないままリビングのソファに身を投げ出して溜ため息をついた。

　結局、転校生の刃紋はもんから決定打になるような言葉は引き出せなかった。

　――なんとか二人きりになれないもんかなあ……。

　ただでさえ、学校という公の場所で女の子と二人きりになるのは簡単ではない。しかも、刻馬の周りにはいつもイクミや美々子みみこがいる。

　どう頭を捻ひねっても、いい案は浮かばなかった。

　と、そこへ淡いベージュのカーディガンとフレアスカートという部屋着に着替えたイクミが駆け寄ってきた。ドタバタという大きな足音を立てながら。

「刻馬！　今日刻馬は学校で、大剣はダメだと言っていたな!?　あれは本気か!?」

　そして、顔を超至近距離まで近づけて、訊きく。

「はあ？」

　あまりの近さに照れて赤くなった顔を背けながら、刻馬は首を傾かしげた。

「魔法で防御を固めて、魔法で攻撃した方がいいと言っていたではないか！」

「ああ、そのことか。だってお前、実際に山や羊ぎ頭には剣じゃ太た刀ち打うちできなかっただろう。お前にも怒られたことだしな」

「それはそうだが……大剣を使うのはやめるのか？」

「いいから、とりあえず落ち着いてそっちのソファに座れ。近すぎる」

「誤ご魔ま化かすな、刻馬！　どうなのだ、大剣はやめるのか!?」

　刻馬の言うことになど耳も貸さず、イクミは刻馬の肩をガッチリと掴つかんでなおも顔を接近させた。そして、ぷくっと頬ほおを膨らませて、睨にらむ。

「んなこと急に訊かれても。でも、剣だけじゃ厳しくなってきたのも確かだろ。読書魔法を使わにゃならんなら、片手は空けないと……」

「ダメだ！　刻馬は、大剣の方がいいッ！」

　イクミはマジギレに近い剣幕で刻馬の言葉を遮った。

「は？」

「私は、なんというか……刻馬の大剣を尊敬しているのだ。刻馬には、大剣を使い続けてほしい」

「って言われてもな」

「他ほかの書物なんか使うな。魔法なら、私を使えばいい。私はどうせ持つことなどできないのだから、片手を空ける必要はないだろう。魔法を使うときに、片手だけ剣から離せば刻印には触れられる」

　ああ、そうか、と刻馬は得心がいった。

　刻馬こくまがイクミの魔法を使ったことは秘密にしよう、と話し合って決めていたのだ。

　ベルテをはじめとする図書館迷宮の集落の人々にも、口外しないでほしいとお願いしてきている。それが知られれば、色々と面倒なことになりかねないからだ。特に、イクミが国が必死になって探している『断章』であることは、絶対に隠さなければならない。

　それで、イクミは学校ではこの質問を呑のみ込んでいたのだ。

「それはそうだが、どうせならいろんな書物を使えた方が便利だと思うぜ？」

「イヤだ」

　不機嫌を丸出しにして、イクミは眉まゆ根ねを寄せて唇を尖とがらせた。

「……何？」

「刻馬が他ほかの書物を使うのはイヤだ！」

「なんで」

「理由なんかわからない。でも、イヤだ。私という書物がありながら他の書物を使うなんて、我慢ならない」

「ムチャクチャだな、おい」

「刻馬は……まさか、私を使うのがイヤなのか」

　一転、イクミは今にも泣き出しそうな顔になっていた。

「ゼロか一〇〇かしかないのかよ。誰だれもそんなことは言ってないだろ」

「で、では、刻馬は他の書物なんかよりも私を使ってくれるのだな!?」

　泣き出しそうだった顔はどこへやら、イクミは期待に満ちた目で刻馬にさらに詰め寄るのだった。

「あー、はいはい。わかったから。使うから、とにかく俺おれの鼻先から離れてくれ。イクミみたいな可愛かわいい女の子にこんなに接近されると、ドキドキして冷静にものを考えられなくなるから」

「か、可愛いとか言って煙けむに巻こうとしてもダメだぞ！」

　一応離れはしたものの、イクミは刻馬のとなりに座ってギュッと刻馬の腕を掴つかみ、頬ほおを真っ赤に染めて、

「そ、それではだな、えーと、……刻馬、わ、私を読んでくれ」

「一気に話が飛んだ気がするんだが!?」

　イクミは、刻馬の腕を抱きしめるように密着してくる。ぺったんことはいえ、そこは女の子の胸である。二の腕に感じる微かすかなふくらみに意識が行ってしまうのは、健全な高校生男子の刻馬としては無理からぬことだった。

「しかも、な、な、なんで離れろって言ったのに、ますますくっつくんだよ！」

「私を読むには、触る必要があるではないか」

「そりゃそうだが……いや待て。もう読むことは決定なのか!?」

「刻馬こくまは、私を使ってくれると言った」

「確かに言ったが、今読むと言った覚えはないぞっ」

「しかし、刻馬。理瑠りるから取り返した『断章』を吸収して、少しだが私のページも増えたのだぞ。補完された記述もあるかもしれない。確認しておくべきではないか？」

「それなら、こないだみたいに書き出してくれればいいだろ。何も直接読まなくても」

「……やはり、刻馬は私を読みたくないのか」

　イクミは刻馬の腕をさらに強く抱きしめて、上目遣いで睨にらんだ。

　ほのかに赤みが差した白い肌。流れるようなサラサラの、プラチナ色の髪。長い睫まつ毛げに飾られた、潤んだ瞳ひとみ。ぎゅっと腕を掴つかむ指の感触。その体温。

　――うわ、やば……！

　心臓は刻馬の意志を無視して、勝手に心拍数を高めていく。

「どうなのだ、刻馬。私を読むのはイヤなのか？　私など、読みたくないのか……？」

「だから、そういうことじゃないんだって！　読むってことは、お前、その、内うち股またの刻印に触るってことで……」

「それがどうした」

「はあっ!?　どうしたって、色々問題があるだろ！　お前だって触られるのはイヤだろうし、俺おれだって照れくさいし！　だから一つ、ここはまた書き出してもらってだな……」

　真っ赤になってしどろもどろに言い訳じみた逃げ口上をまくし立てる刻馬とは対照的に、イクミは落ち着いた調子で、

「なあ、刻馬。刻馬は、自分の背中は見えないだろう？」

「……は？　なんだ、突然。そりゃまあ、見えるわけないだろ」

「私も同じなのだ。この間書き出したように、私自身の記述は、いくらかは私も把握することができる。でも、私自身もすべてを把握しているわけではない。他ほかの書物もそうなのかはわからないし、もしかしたらバラバラになった影響もあるのかもしれないが……。やはり書物は読み手あってのものなのだ。行間を読む、などという言葉もあるだろう。直接読んでもらわなければ、真の内容は伝わらないと思う」

「……う」

「それに、今後も私を使ってくれるのであれば、私を読むことに慣れておくべきではないのか？　ただでさえ、刻馬は今まで読書魔法から離れていたのだから」

　――くそ、圧倒的に正しくて、反論の余地がねえ……。

「わ、私は、気にしないぞ。刻馬になら、触られてもいいと思う」

　少し恥ずかしそうに目を伏せながら、イクミはうわずった声で言った。いつもはキリッとしている目がしおらしく潤んでいる。

　そんな仕草や様子がまた、刻馬の心臓にクリティカルヒットを見舞う。

「そもそも、気にしたり嫌がったりする方がおかしいのだ。刻馬こくまは私のお願いを聞いて探索に連れて行ってくれている。『断章』を集めたいというのは私の問題だ。そのために私が戦力を提供するのは当たり前のことだ。だから、頼む」

　ずいっと、イクミはさらに身体からだを密着させて刻馬に詰め寄った。

「わかった、わかったから、一回離れろ！」

　思わず刻馬が叫ぶと、「わかった」に反応して無邪気な笑みを浮かべた。しかし、腕は刻馬を逃がすまいとガッチリと抱きしめたままだった。

「今、わかったって言ったな？　読んでくれるんだな？」

「あー、はいはい。言っちまったもんは仕方ないけど……離れてはくれないのかよ」

　投なげ遣やりに言って、刻馬は諦あきらめにも似た溜ため息をついた。

　――なんなんだろうなあ。何日か前までは、やれ軟弱だの軽薄だの、触り得は許さんだのと言われてたのに。

「さあ、読むのだ、刻馬！　早く！　今すぐ！」

「……なんでそんなに読まれたがるんだ」

「ん？　前にも言ったではないか。書物は読まれるためのもの。私自身が認めた使用者には、きちんと読んで使ってもらいたい。それこそが私の幸せなのだ」

「へー、一応認めてくれてるのか」

「うむ、刻馬以外には私を使えないからな」

「認めた根拠が消去法かよ！」

「なぜそういう受け取り方をするのだ。刻馬は私を使いこなしてみせたではないか。それが根拠だとは思わないのか」

「お前の言い方がそうとしか思えなかったんだよ！」

「むう。人間関係はやっぱり難しいな。まあいい。それより刻馬。早く読んでくれ」

　視線をイクミの脚に落として、刻馬はゴクリと唾つばを飲み込んだ。

　膝ひざから上、太ふと股ももは半分以上がスカートに隠れている。

　しかし、それでも真っ白いイクミの脚は刻馬の瞳ひとみに眩まぶしく映る。目的地はさらにその奥、本来ならば触れるどころか見ることさえ憚はばかられる聖地だ。

　――スカートに手を突っ込んで内うち股またに触るって、やっぱおかしいよなあ……。

「た……確か、右だったよな」

「う、うむ」

　恥ずかしそうにもぞもぞと脚をすりあわせて、イクミはしがみつく手に力を込めた。

　そんなイクミの様子にまた照れて顔を背け、刻馬はしがみつかれていない方の手でイクミの太股に触れた。柔らかく、滑らかで、温かい感触。その上で手を滑らせ、刻印を探し当てた。



    

  
    
      



    

  
    
      　ふ、と小さく息を吐き、ぴくり、とイクミは身を震わせる。

　そんなイクミの反応にますます恥ずかしさを募らせながら、刻馬こくまは掌てのひらに意識を集中させ、精神のリンクを開始した。

　人化したとはいえ書物は書物。読書魔法を行使するには、読まないわけにはいかない。本としての形を失って人になってしまった書物を読むためには、刻印を通して精神を接触させる以外に方法はない。

　心の中に浮かび上がった、革装丁の立派な書物。古い羊皮紙と、現代の紙が混じり合った斑まだらの書物。

　刻馬はそれに触れ、手に取った。

　手にした瞬間に、ひとりでに表紙が持ち上がって本が開かれた。

　自然と苦笑が漏れる。

　――早く読め、と急せかされてるみたいだな。

　刻馬は書物に急かされるままに、開かれた最初のページに目を落とした。

『本書の目的は、空間に穴を穿うがち、異なる世界を顕けん現げんさせることである。本書を手にした者は、記載されたすべての知識がそのためのものであることを忘れてはならない』

　――序文からこれか。身もフタもないな。

　最初のページからして、イクミが一六年前の『事故』、いわゆる図書館迷宮の顕現に関かかわっていることを示し唆さしている。

『魔法“〝異空の扉アニヒレイシヨン・スフィア”〟は基本にして奥義である。これは空間に穴を穿うがつ魔法であり、異なる世界の顕けん現げんを志す者はこの魔法の理ことわりを知り、また習熟に努めなければならない』

『魔法“〝異空の扉”〟はそれ単体では異世界を喚よび出す効力を持たない。あくまで世界に穴を穿つだけの魔法であり、穴の先はいずれの世界にもつながらない虚無である』

『魔法“〝異空の扉”〟の第二段階は、目的の世界がある座標を見極めて、そこにつながる穴を穿つことである』

『魔法“〝異空の扉”〟は――』

　――しかし、恐ろしい頻度で“〝異空の扉”〟に関する記述が出てくるな。こりゃあ、ほぼすべての断章で発動可能なんじゃないのか？　実際、針原はりはらも使ってたしな……。

　規模はさておき、触れたものを空間ごと切り取って次元の狭はざ間まに呑のみ込む一撃必殺の魔法である。物騒なことこの上ない。

　そして、読み進める度に、少しずつ、胸に何か重苦しいものが積もっていく。

　――くそ、やっぱ簡単に完治ってわけにはいかないか……。

　いくら表面上で吹っ切ったように装ったとしても、長い年月苦しんできた記憶は消えない。深い傷跡が、即座に塞ふさがるはずもない。

　何より、患部――原因そのものは、依然として強く根を張ったままなのだから。

　そうしてページをめくり続けて、やがて九〇ページ台後半へとさしかかる。

『通常、一人の魔術師の力で世界そのものを喚び出すほどの穴を穿つことは不可能である。それだけの規模の魔力の受け皿とするには、優秀な魔術師を数百人も招集し、一糸乱れぬ統率力を以もつて儀式を執り行う必要がある。しかし、実質そのような方法は現実的ではない。また、穿った穴の接続先の座標を調整する作業も、複数の高度な魔法を精せい緻ちに取り扱う必要があり、複数の魔術師による作業では困難を極める』

　――おいおい、そのための魔導書がそれ自体を否定かよ。

　そう思って到達した九八ページ。

『よって、儀式を執り行うに足る才能を秘術を以て作り出すことを推奨する』

　――え？

『以下、世界を召喚する膨大な魔力の受け皿に単独でなりうる才能“〝無限の杯”〟と、複数の魔法を単独で制御しうる才能“〝無数の仮面”〟を有した赤子を母ぼ胎だいに宿す手順である』

　――ちょっと待て。

　書物を読んでいた心の目を、閉じた。

　知識の探求を志していた父。

　そのために、父は図書館迷宮を顕現させる儀式を執り行ったのだという。

　読書魔法の成績がトップクラスの美々子みみこでさえ使いこなせなかったイクミ。

　その美々子みみこの手に負えなかったイクミの魔力を、完全に制御した自分。

　そして、使ったときの、広大な森を消し去ったあの桁けた違ちがいの威力――。

　あれほどの魔力を制御することが、果たして人間に可能なのだろうか。希き代だいの魔術師の息子だから、その才能を受け継いだから、などという理由で説明が可能なのだろうか。

　一方、世界を召喚するほどの魔力でさえ扱えるという“〝無限の杯”〟ならば納得がいく。

　――まさか、親父おやじは俺おれにこの秘術を……？　俺は“〝無限の杯”〟なのか……？

　しんしんと心の奥底に積もり続けていた何かが、急速にせり上がってこようとしている。

　反射的に、刻馬こくまはイクミとのリンクをカットしていた。

　額ひたいに浮き出たイヤな汗が、刻馬の頬ほおを伝って流れ落ちる。

　イクミが腕を抱きしめたまま、刻馬を心配そうに見上げた。

「刻馬」

「悪い。やっぱり、魔法に関連するものに触れるとまだ気分が悪くなるみたいだ。今日はこのくらいで終わりにさせてくれ」

「もしかして、私のせいか？」

「……なんで」

「読んだのだろう？　九八ページを。急に読むのをやめたのはあのページだったではないか。九八ページを読んだせいではないのか……？」

　――そういえば、最初にイクミと会ったとき、あんなページを見るのは破は廉れん恥ちだとかなんとか言ってたな。

「お前のせいなわけないだろ。俺の心が弱いだけだよ」

　イクミは不安そうに刻馬をジッと見つめて、

「本当か？」

「……ああ」

「では、九八ページに何が書いてあったのか、私に教えてくれないか」

「え？　……お前、まさか九八ページに何が書いてあるのか、知らないのか？」

　イクミは小さくうなずいた。

「嫌いなページだ。何か、恥ずべきことが書いてあることはわかる。でも、詳しい中身は知らない」

「あー……」

　どう答えたものか、と刻馬は少し考えて、

「すっげーえっちなことが書いてあった」

「はあっ!?」

「イクミが聞いたら、きっと真っ赤になって逃げ出すくらい過激な内容だったぞ」

　まるっきりの嘘うそではなかった。才能の操作云うん々ぬんはさておき、母ぼ胎だいに子どもを宿す手法の記述なのだから。

　イクミは刻馬こくまの腕を解放し、がっくりと肩を落とした。

「うう、やはりそうなのか……。私は魔導書なのに、どうしてそんなことが……」

「馬ば鹿かを言っちゃいけない。古来、えっちなことと魔術を結びつけた例は多いんだぜ」

「そうなのか」

「ああ。真しん言ごん立たち川かわ流りゆうとか、かのアレイスター・クロウリーとか」

「……むう。し、しかし、私がそのような魔導書だったとは……」

「いや、そんなに落ち込むことでもないだろ、たった一ページくらい。人間、男でも女でもえっちなことくらい考えるもんだぜ？　俺おれなんか四六時中、女の子のことを考えてばっかだしな」

「刻馬と比較して少なくても、慰めにもならないではないか」

「待て。お前今、さらっと酷ひどいこと言ったな？」

「気のせいだ」

「何が気のせいだよ……。まあ、別にお前に何が書いてあったって、今さらお前の性格や外見が変わるわけでもないだろ。気にすんな。心の中になんにもやましいことがない聖人君子なんて、たぶんこの世にはいないぜ」

「それはそうかもしれないが」

「お前の記述内容について、お前に責任はないだろ。お前が書いたわけじゃあるまいし」

「うむ、確かにそれはそうだ」

「だから、気にすんなって。いいな？」

「わかった。なるべくそうする」

「よし。んじゃ、俺はメシまでちょっと休むわ」

　ソファから立ち上がろうとして、身体からだに力が入らず、刻馬は少しよろけた。

「だ、大丈夫か、刻馬！」

「あー、大丈夫大丈夫。ちょっとつまずいただけだ」

　無理に笑ってみせて、刻馬はリビングを後にした。
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　刻馬がリビングを出ると、もはや「いつもの」と言っても違和感のないメイド服に身を包んだ美々子みみこと鉢合わせた。

「どうした？」

　刻馬が問うと、美々子は少しきまり悪そうに、

「……いえ。その、イクミさんとはすっかり打ち解けられたようで」

「げ、見てたのか!?　い、いや、あれは違うんだぞ!?　イクミが自分を読んでほしいとせがむもんだから……」

「申し訳ありません。覗のぞき見るつもりではなかったのですが、お二人の声が大きかったものですから……」

「だから、覗くも何も、見られて困るようなやましいことは何もだな……っ」

　俺おれは何を焦って言い訳じみた言葉を口走っているのだろう、と思う刻馬こくまだったが、自分をまっすぐに見つめる美々子みみこの瞳ひとみを正視するのがなぜか気まずかった。

「そんなことより、刻馬様、大丈夫ですか？　お顔の色がずいぶん悪いみたいですが」

「あ、ああ、イクミを読んだら当てられちまったみたいだ。こないだ魔法を使ったときは平気だったから、治ったかと思ったんだがなあ。まあ、何年も苦しんでたんだし、いきなりパッと消えるほど都合よくはないよな」

「晩ご飯、お粥かゆか何か、食べやすいものにしましょうか？」

「いや、少し横になれば治ると思う。吐くほど気持ち悪いわけでもないし」

「そうですか……」

　美々子はホッとしたように表情を和やわらげた。

「でも、ご無理はなさらずに。もしお辛つらいようでしたら、明日の学校は……」

「休まねえよ。っつーか、お前こそ大丈夫か？」

「……はい？」

　不意を突かれて、美々子が首を傾かしげた。

「昨日今日と元気ないだろ。大方、針原はりはらのことを引きずってるんだろうけど」

　意外そうな顔で、しかし、美々子はほんのりと頬ほおを染めた。

「そう見えます？」

「そりゃわかるさ。何年一緒にいると思ってんだ。あんまり無理するなよ？　家のことなんか一日くらい放置したって死にはしないし、メシだって外食でも出前でも、やりようはあるんだから」

「いえ。……ふふ、決して理瑠りるさんのことだけではないんですが……でも、元気が出てきました。ありがとうございます」

「はあ？　いや、俺はなんにもしてないし」

「いいえ、刻馬様のおかげです」

　美々子はいつものように微笑ほほえんで少し思案し、さらに顔を赤くして、意を決したように口を開いた。

「刻馬様。つかぬことをお訊ききしますが……あ、あの、刻馬様は、きょ、巨乳と貧乳はどちらがお好きですかっ」

「はあっ!?　つかぬことどころか、テレポートしたくらい話が変わったと思うんだが!?」

「色々、後学のためにと思いまして。で、刻馬こくま様。どちらがお好きですか？」

「それを何に活いかす気だ？　ってか………………どうしても答えなきゃダメなのか？」

「ええ、是非」

　うーん、と照れまくり、困り果てながら、刻馬は盛大に頭を掻かいた。

「そりゃまあ、グラビアなんかを見る分には巨乳の方が見み応ごたえはあるけどな。でも、どっちにもそれぞれの良さがあるんじゃないのか？」

「……ずいぶんとまた日ひ和よったお答えで」

「悪かったな。でもまあ、リアルに答えるなら、別に胸の大きさで女の子を選ぶわけじゃないだろ」

「でも、見応えがあるのはお嫌いではない、と？　そういえば、以前に机の裏で見つけた雑誌の女の子も、大きい子が多かったような」

「ああ、女の子も女の子の裸も大好きだとも！　悪いか。っていうか、もうあの雑誌の話は勘弁してくれ。お願いだから」

「ふふふ、はい。そのわりにはイクミさんの太ふと股ももに触るだけで大騒ぎだったようですが」

「そりゃ、ああなるだろ!?　だいたい、あれは読むためであって、女の子がどうとかそういう話じゃ……！」

「あら、そんなに必死に弁解なさらなくても。それに、女好きを標ひよう榜ぼうしながらその実純情なところとか、わたくし的には大変な萌もえポイントですし」

「……うるせえ、萌えとか言うな」

「くすくす。では、ええと、……メイド服以外に、何かお好きな衣装とか服とかってございますか……？」

「は？　今日はどうしたんだ、お前。さっきから変なことばっかり」

　刻馬に訊きき返されて、美々子みみこは赤い顔のまま恥ずかしそうにうつむいた。

「はい、お見舞い的な意味で、お怪け我がをなさっている刻馬様に喜んで頂くべく色々試してみようかと思いまして。そ、その、見応えなどはっ、す、少しは自信もあるので……」

　面食らって、刻馬は対処に困って数秒フリーズした。

「気持ちは嬉うれしいが、まずメイド服の時点でちょっとアレだってことを再確認した方がいいと思うんだ。確かに可愛かわいいし似合ってるけどさ」

「つまり、このメイド服が一番気に入っている、と……？」

「……なんでそうなる」

　最近、美々子の考えていることがわからなくなりつつあるなあ、としみじみ刻馬は思うのだった。
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　九条くじよう邸、蔦つた屋敷のお風ふ呂ろ場ばは広い。

　二人で入っても、浴室はもちろん浴よく槽そうにも充分な余裕がある。

　あと二人くらいならなんとか一緒に入れるかしら、と美々子みみこは肩までお湯に浸つかりながら思った。

　最初はイクミが濡ぬれることを嫌っていたので、烏からすの行水ですませようとするのを防ぐために一緒にお風呂に入っていたのだが、今となっては状況が一変していた。

　むしろイクミの方が、美々子と一緒にお風呂に入りたがっている。

「……そんなに見つめても、触らせてはあげませんよ」

　身体からだにお湯をかけて石けんの泡を流したイクミの視線に気づいて、美々子は浴槽の中でその豊かな胸を手で隠した。

「ちっ」

　イクミは拗すねて舌打ちをした。

　何度か触って味を占めたのか、イクミは美々子の胸に並々ならぬ関心を抱いている。というか、ことあるごとに触りたがる。

　美々子のみならず、図書館迷宮の地下七階では、集落で出会ったベルテという胸の豊かな女の子を追いかけ回したりもしていた。

　戦闘訓練を始めて間もないイクミよりは美々子の方が圧倒的に強いので、警戒さえしていればそうそう触られることもない。が、美々子としては、この悪癖をどうやったら直せるのかと考えるだに頭が痛かった。

「美々子はおっぱいを触られる要員ではないのか」

「なんですか、その理不尽な役柄は」

「そんなにいいおっぱいなのに、誰だれにも触らせないのは宝の持ち腐れだと思うのだ」

「大きなお世話です」

「むう。美々子は意地悪だ」

　イクミは唇を尖とがらせて、

「美々子はおっぱいを触らせてくれないし、刻馬こくまは私を読むと気分が悪くなるし、なんだか踏んだり蹴けったりではないか」

「刻馬様も苦しんでおいでなんですから、そんなふうに言うものではありませんよ」

「う、うむ。それはわかっているのだが……」

　言いながら、イクミも浴槽に入ってきた。

「なあ、美々子。どうしたら刻馬は、私を読んでも気分が悪くなったりしないようになるだろうか」

「……」

　書物使いは、書物を読むことで魔法を行使する。イクミが書物であり、刻馬こくまにしか扱えない以上、刻馬がイクミを読むというのは当たり前のことだ。

　理屈ではそうわかっていても、美々子みみことしてはやはり面白くはない。

　単純に、羨うらやましいのだ。

　――わたくしだって、刻馬様に触れたいのに。触れてほしいのに。

　しかし、長い年月をかけて築いたお互いの距離感が、簡単には触れられなくしてしまっている。

　その年月は大きなアドバンテージである、とわかっていてもなお、モヤモヤとしたものを感じずにはいられなかった。ましてや、刻馬がイクミを読むその瞬間を見てしまったとなれば、なおのこと。

　はあ、と深い溜ため息が漏れた。

「それを、わたくしに訊ききますか」

「ん？　どういう意味だ？」

「いえ、別に……。それは、刻馬様がどうして読書魔法を嫌うのかがわからない以上、なんとも言えませんが」

「むー、やはりか。……早く刻馬が治ってくれるといいのだが」

　イクミは浴よく槽そうの中で膝ひざを抱えて、遠い目で天井を見つめた。

「私は、あの大剣が羨ましい。刻馬に存分に使ってもらっている。これでもかというくらい、性能を引き出してもらっている。それに、刻馬はあの剣を大切にしている。信頼している。あの大剣もそうだ。刻馬に使ってもらっているときは、とても充実しているように見える。ああいうふうに、私のことも使いこなしてほしい」

　――剣が羨ましい……。

　人間の美々子には、ちょっとわからない感覚だった。

　そう語るイクミの顔は、恋する乙女のようでありながら、戦友との友情を誇っているようにも見える。

「ねえ、イクミさん。イクミさんは読んでもらいたいんですよね？　それは刻馬様でなければダメなんですか？　魔法を使うのは無理でも、読むだけなら、わたくしだって読んであげられますよ？　内容を刻馬様にお伝えすることだってできますし」

　ずるい、とは思いつつも、美々子は言わずにはいられなかった。

「うーむ。……できれば、刻馬がいい。やはり、使う本人に直接読んでほしい」

「でも、そのためには太ふと股ももの刻印に触られる必要があるでしょう。それは、嫌じゃないんですか？」

「誰だれにでも触れることを許すわけではないが、刻馬ならいいと思う。というか、そのくらいは信用していなければ、使ってほしいなどとは思わない」

「…………刻馬こくま様のことが、好きだと？」

　イクミは迷いもなくはっきりとうなずいた。

「もちろんだ。仲間だし、強いし、頼りになると思っている。刻馬の素養があればこそ、私は使ってもらえるのだし。あの読書魔法嫌いさえ治れば、刻馬は最強の書物使いになる」

「それは書物として、ですね。では、女の子としては、どうなんですか？」

「女の子として？」

「例えば、……刻馬様と、キスしたい、とか思いますか？」

「き、き、キス!?　き、キスというのはアレか。口と口の……」

　美々子みみこは、顔を少し赤くしてうなずいた。

　美々子が訊きいて数秒、何を想像したのか、イクミの顔が茹ゆでダコのように真っ赤に染まった。金魚のように口をパクパクさせながら、あうあう、とパニック状態に陥っている。

「イクミさん、顔が赤いですよ」

「み、み、美々子だって、あ、赤いではないか！」

「それは、お風ふ呂ろのお湯が少し熱いからです」

　なんだかよくわからないことを冷静っぽく言いつつ、美々子はずいっとイクミに顔を近づけた。

「で、どうなんですか。キス」

「う……」

　逃げるように、イクミが浴よく槽そうの中で後退する。

「どうなんですか」

　さらにずずいっと、美々子はイクミが退いた分だけ前に出た。広いとはいえ所しよ詮せんは浴槽、美々子はすぐに隅へとイクミを追い詰めてしまった。

「わ、わからない……」

「したいかしたくないか、答えはその二択ですよ」

　うう、と唸うなって答えに窮し、イクミは逆ギレした。

「わからないッ！　キスなんか知らないッ！」

　イクミは立ち上がって追い詰められた浴槽のコーナーからざばざばと逃げ出し、浴槽の縁に腰掛けた。

「……二択だって言っているのに」

　逃げたイクミを、美々子は不満たっぷりに振り返った。

「そっ、それは美々子が勝手に決めたルールではないか！」

「それはそうですが」

「私は、刻馬に読んでほしい、それだけなのだ」

「では、そういうことにしておきましょうか」

「そういうことも何も、その通りだと言っている！」

「はいはい」

　唇を尖とがらせるイクミに、ちょっとやりすぎたかしら、と美々子みみこは少し反省する。

「そんなことばかり言うし、おっぱいは触らせてくれないし、今日の美々子は意地悪だ」

「ふふふ、ごめんなさい」

「あ、いや、謝られても、その、困る。美々子は美お味いしいご飯を作ってくれるし、私は別に怒っているわけでは……」

　赤い顔のままあたふたするイクミの様子に、美々子はくすりと笑った。

「今日は煮込みハンバーグですよ」

　綺き麗れいになってサッパリしてから晩ご飯、というのが美々子の方針なので、特に理由がない限りは九条くじよう家では夕ご飯の前に入浴タイムになる。もちろん、今日も例外ではない。

「ハンバーグ？　それは先週にも夕ご飯で食べた丸いお肉だな？」

「ええ。ですけど、この前のは和風おろしハンバーグで、今日のはキノコたっぷりのクリームシチュー風ですよ」

「むう。よくわからないが、ハンバーグは美味しいから素晴らしい」

「それは何よりです。刻馬こくま様も大好物ですからね」

「だが、エビフライとタルタルソースの方が最強だ。……そういえば、誠十郎がタルタルソースはカキフライとやらの方が美味しいと言っていた。そんなことはないな？」

「さあ……。そればっかりは好みの問題ですから。確かにカキフライとも合いますけど」

「これは、決着をつけるべきだと思うのだ。だから美々子、今度作ってくれないか」

「それはダメです」

　美々子はキッパリと拒絶した。

　おかずのリクエストでここまではっきりと断ったのは初めてだったので、イクミは面食らったのだろう。ぱちくりと大きな目を瞬しばたたいて、

「な……なぜだ」

　と、それだけの言葉を口にするまでにずいぶんと時間がかかっていた。

「牡か蠣きは刻馬様があんまりお好きではないので、九条家の食卓には出しません」

「……は？　り、理由はそれだけなのか……？」

「ええ。でも、これまでの好みを見る限り、イクミさんもお好きではないと思いますよ」

「いや、待ってくれ。美々子は、私には好き嫌いはダメだと言ったではないか。私は酢の物もちゃんと食べているぞ？」

「ええ、そうですね。偉いですよ」

「なのに刻馬は好き嫌いが許されるのか」

「ここが誰だれの家なのか、お忘れですか？　家主と居候を同列で考えてはいけません」

　むー、とイクミはうなり声で不満を主張した。

「確かにそれはそうかもしれないが、美々子みみこは刻馬こくまを甘やかしすぎているのではないだろうか。読書魔法のことだって、もっと美々子が厳しくやっていれば、今いま頃ごろ治っていて私ももっと読んでもらえたかも……」

　ぴくり、とこめかみあたりが引きつるのを、美々子は自覚していた。

　甘やかしている。

　なるほど、傍はた目めにはそう見えるだろう。だが、そんなことは百も承知だった。

　甘やかさなかったら。

　そんな程度のことで事態が変わっているのなら、刻馬はとっくに心に抱えたものを克服しているだろう。どんなに過保護に接しても、それに甘んじない刻馬ならば。

「……イクミさん」

　なるべくいつもと同じ調子で言ったつもりだったが、イクミは以前にここで怒られたことを思い出したのか、露骨に怯おびえた顔をして、必死な調子で、

「い、いや、待った！　ご、ごめんなさい！　本気ではないのだ！　た、ただ、刻馬が私を読んで気分が悪くなったりするものだから、ちょっとムシャクシャして……」

　あたふたと弁明するイクミに、美々子は小さく溜ため息を漏らした。

「ねえ、イクミさん。刻馬様の過去のお話はしましたよね？」



    

  
    
      



    

  
    
      　かなりビビった表情のまま、イクミはカクカクと首を縦に振った。

　国の研究施設で、かつて刻馬こくまは読書魔法の研究に協力していた。そして、それ以降に刻馬は読書魔法に拒否反応を示すようになった。

　かつて美々子みみこは、そういう事情をイクミに話していた。

「あの頃ころ、読書魔法の研究は始まったばかりで、国もなりふり構わず研究を進めていました。その研究に参加を求められた少年少女は、刻馬様だけではなかったでしょう。でも、その研究に、わたくしは参加していないんです」

「え？」

「自分で言うのもおこがましいですが、刻馬様のように桁けた違ちがいではないにせよ、わたくしも読書魔法の素養は高い部類だと思います。当時、研究のサンプルはたくさん欲しかったはず。まして、わたくしの両親も事故当時現場にいた魔術結社の人間で、現在刻馬様のお母様と同様に療養の名目で当局の管理下にあります。わたくしも適性検査は受けましたし、普通に考えればわたくしなど真っ先に招集されそうなものです。なのに、一度も声はかかりませんでした。どうしてだと思いますか？」

「ど……どうしてなのだ？」

「これは、わたくしの推測でしかないのですが――」

　一度言葉を切って、美々子は遠い目で立ち上る湯気を追った。

「刻馬様が、研究所のスタッフに取引を持ちかけたのだと思います。ご自分が大人おとなしく従う代わりに、わたくしを研究対象から外すように、と」

「刻馬はなんと言っているのだ？」

「ふふ、直接訊きいても、刻馬様は本当のことなんて仰おつしやって下さいませんよ。でも、何度か刻馬様に問われた記憶があります。『研究所から連絡は来ていないな？』と。今にして思えば、あれはわたくしに対して研究所が何もしていないことを……約束が守られていることを確認するための質問だったのでしょう。

　イクミさんもご存じの通り、刻馬様の素養は他ほかに例がないほど強大です。研究者たちから見れば、さぞ貴重なサンプルだったことでしょう。比べて、わたくしは凡人の域で多少目立つ程度。刻馬様という希少なサンプルの研究がスムーズに進行するとなれば、取引としては充分ありうるのではないか、と思っています。わたくしを見逃したところで、代わりは他に用意できたでしょうから」

「では、刻馬は身体からだを張って美々子を守ろうとしたのか」

「……おそらく。少なくとも、わたくしが知っている刻馬様というお人は、迷わずそういうことをなさいます」

　確かに、という顔で、イクミもうなずいた。

「ですから、刻馬様が苦しむことになってしまったのは、何割かはわたくしのせいなのだと思います。

　それに、刻馬こくま様は研究中も、研究から解放された後も、ずっとこのお屋敷で一人で住んでおられたのです。アフターケアとかで、日中はホームヘルパーが派遣されていたりはしましたが、夜は刻馬様はずっと一人で眠っていらっしゃいました。わかりますか？　読書魔法を嫌い、悪い夢にうなされるほど何かに怯おびえながら、刻馬様は一人きりで、誰だれにも甘えることを許されなかったのですよ。まだ幼い子どもが、です」

「……」

「そういうわけですから、わたくしは誰がなんと言おうと、たとえ世界中から間違っていると非難されたとしても、刻馬様を全力で甘やかします。誰か一人くらい、そういう人間がいなければバランスが取れないでしょう？」

　逆に言えば、美々子みみこには他ほかに何もできなかったのだ。

　弱音を吐いてくれれば、慰めることもできるのに。

　泣いてくれれば、抱きしめることもできるのに。

　でも、刻馬は美々子には頑かたくなに弱さを見せようとしない。それが刻馬の優しさだと知っているからこそ、美々子も踏み込むことができない。

　それで、もう何年も、美々子は立ち往生を続けているのだ。

「……美々子が刻馬のことを好きだと言っていたのは、本気だったのだな」

　――本気も本気。もう、何年もずっと……。

「ええ。そう言いませんでしたか？」

「よ、よかったではないか。刻馬は、美々子のことを美人だと言っている。きっと、刻馬も美々子のことが好きなのだ」

　しかし、美々子はうつむいてしまった。そうせずにはいられなかった。

「どうでしょうね。確かに、可愛かわいいとも美人だとも言って下さいますが――それは、周囲を気遣っておどけるからこそ出てくる言葉。果たして刻馬様の本心かどうか」

　それに、今日のこともある。

「刻馬様は、宗近むねちかさんをお好きなのかもしれません」

「むむ？　そ、それは、つまり、刻馬は刃紋はもんと、き、き、キスをしたいと思っているということか!?」

「ええ、まあ、あくまでかもしれない、という話ですが」

「し、しかし、刻馬と刃紋は今日会ったばかりではないか」

「恋に落ちるのに時間なんて関係ありませんよ。現に、放課後に刻馬様は宗近さんを一人で案内しようとなさっていたでしょう」

「う、うむ。しかし、刻馬のアレはいつものことではないか」

　美々子は静かに首を横に振った。

「可愛かわいい、美人と褒ほめることはあっても、ああやって二人きりになろうとなさることは、今まではありませんでした」

「そんな、まさか」

「剣を交えて芽生えるものもあるのかもしれません。実際、腕が立つ者同士、実力を認め合い尊敬し合う感情は恋に近いのかも……」

「む……。確かに、戦う刃紋はもんは綺き麗れいでカッコよかった……」

「そして、刻馬こくま様もとても楽しそうでした」

「そ、それは由ゆ々ゆしき事態なのではないだろうか……？」

「ええ。まだ、そうと決まったわけではありませんが……」

「むう……。こ、これは、なんとかするべきなのでは」

「ええ。できることならば……」

　美々子みみこもイクミも、難しい表情で黙り込んでしまった。

　キスだの恋だのは知らない、と言いながらも、イクミの心中も複雑なのだろう。だが、それ以上に、美々子の心は穏やかではなかった。



　　　　　　　　＊



　夜。

　刃紋はすっかり人の気配がなくなって静まりかえる学校の前に立っていた。制服姿のままなのは、万が一の場合に言い訳がしやすいようにという配慮だった。が、もちろん、そんなヘマを踏むつもりはさらさらない。

　刃紋は電灯の下で一冊の書物を取り出し、ページの上に目を落とした。

「民話集『彦一話集』より抜粋、顕現せよ、“〝天狗の隠れ蓑ディスアピアー・ウォーク”〟」

　途端に刃紋の姿が掻かき消える。

　姿を消したり、隠したりする魔法が記された書物はかなりの数が発見されており、流通量も多い。が、それらの精度は決して高いとは言えなかった。激しく動けば魔法が揺らぎ、ノイズのようなブレが生じる。

　さらに「見えないモノを見る」という魔法が記された書物はもっと多いため、対策を立てやすいという意味で、戦闘における実用性は高くなかった。

　しかし、図書館迷宮と地上を行き来する者にとっては必ひつ須すの魔法である。現在、図書館迷宮はぐるりと高い壁に囲まれ、数少ない出入り口も銃じゆうを構えた自衛官によって見張られている。しかし、地上の警備は図書館迷宮や読書魔法にはまだまだ疎うとい。つけいる隙すきはいくらでもあった。

　刃紋は姿を消したまま、ひらりと閉じられた校門を飛び越えた。

　その程度の動きでも、周囲の光景と隠れた身体からだの境界がズレてノイズが走る。

　――あたしの勘は、ここにあの人へとつながる何かがあると告げている。昔、あの忌いまわしい研究所があったこの場所に。

　その場所に――かつて子どもたちを集め、ライブラリ・チルドレンを殺すことも厭いとわないような方法で読書魔法を研究していた場所に、今は書物使いを育成する施設がある。

　刃紋はもんには、無関係だとは思えなかった。

　必ず、何か関係がある。

　そして、きっと当時の資料も、ここに眠っている。

　侵入のルートは、日中に少しばかり乱暴な細工をしておいた。一カ所、非常用のドアの鍵かぎを壊しておいたのだ。

　さらに、一番怪しい特別研究棟も、親切なクラスメイトに案内してもらって下見することができた。

　準備は上々。後は、お目当ての……愛いとしいあの人に関する資料を見つけ出すだけだ。

　胸が高鳴る。

　いよいよだ。いよいよ、あの人に近づくことができる。

　鍵を壊しておいたドアを開け、真っ暗な校舎の中へ。

　自然と、足取りも弾むような、スキップに近いようなものになってしまっていた。

　明かりは点つけない。窓から差し込む月明かりだけを頼りに、まっすぐ研究棟へ向かう。

　一般の生徒が立ち入れるのは、研究棟の一階まで。他ほかの階は機密の塊。

　――とりあえず、片っ端からシラミつぶしに探せばいいわ。

　二階への階段に足をかける。

　と、どこか遠くで鳴り出した警報音がかすかに聞こえてきた。同時に、やはり遠くでたくさんの足音や慌てているらしい大声が響いている。

　――まさか、あたし!?　何か、気づかないところに仕掛けが!?

　唇を噛かんで、しかし刃紋は迷わず身を翻ひるがえしていた。

　――もう少しで、あの人の情報が手に入れられたのに！

　いっそ、警備の人間を皆殺しにする、という選択肢もある。

　一瞬そう考えて、いや、と刃紋は首を横に振った。

　大人数を殺したとなれば、きっと犯人捜しも厳しくなるだろう。目的があるのだから、刃紋は万が一にも捕まるわけにはいかない。

　それに、敵方に「見えないモノを見る」ための書物がないという保証はない。兵を何人配置しているのかもわからないし、多数の銃じゆう器きを持ち出されれば、狩られるのは刃紋の方になりかねない。

　身を翻す。

　魔法の効果がゆらいで、刃紋はもんの周囲に大きくノイズが走った。

　捕まらなければ、いずれまたチャンスは巡ってくるだろう。むしろ、ここの罠わなや警備に関しても、もっと入念に調べて再挑戦するのがベストの選択だ。

　自らにそう言い聞かせて、全力疾走で来た道を引き返す。

　刃紋が校舎を出た頃ころに、いくつもの強い光が窓越しに交錯するのが見えた。

　立ち止まることなく、前庭を突っ切って校門を飛び越えた。

　振り返りさえもしないで、学校から遠ざかる。

　では、どうするべきか。

　身を隠す読書魔法を解く前から、刃紋は次の立ち回り方を考え始めていた。



　　　　　　　　＊



　追いかけてくる足音に、ウィーゼルは振り返った。

「うぃぜねえ、まってー」

　舌っ足らずな声。ちなみに「うぃぜねえ」とは「ウィーゼルお姉ねえちゃん」という言葉が短縮されたものだ。

　パタパタと走ってくるのは、五歳か六歳くらいの女の子。髪の毛をちょんまげのように結んで、ぶかぶかの服を着ている。

　名前をラビという。ラビットのラビ。その名の通り、臆おく病びようだが足の速さには定評があった。一度走り出したら、ツノオオカミからだって逃げおおせる。

　ただし。

「あ」

　ラビはウィーゼルの目の前で地面に転がっていた書物に足を取られ、派手に転んだ。足は速いのだが、よく転ぶ。それが、ラビ最大の弱点だった。

　ウィーゼルは屈かがみ込んで、ラビを助け起こした。今にも泣きそうな顔のラビに、ウィーゼルは思わず苦笑してしまった。

「泣かないの」

　ラビはうなずいて、

「あたしもいく！」

「おいおい、ラビ。食料調達は遊びじゃないんだぞ」

　そう言ったのは、ウィーゼルのとなりにいた男の子だった。ウィーゼルと同様に一〇歳程度で、狐きつねのように吊つり気味で細い目をしていた。名前をキョウという。ウィーゼルたちの仲間内では珍しく、親からもらった名前なのだそうだ。

「しってるもん！　あたしにもできるもん！」

「簡単に言うなよ……。僕の作戦に狂いが出るじゃないか」

「まあ、それはいつものことだけどね」

　イタズラっぽく、ウィーゼルは言った。

　頭は切れるが、詰めが甘い。それがキョウである。昨日など、キノボリニワトリを捕まえるための作戦で、相手が木に登ることを失念するという有様だった。木に登るからキノボリニワトリと呼ばれているというのに。

「いつもとか言わないでほしいな。確かに昨日は失敗したけど……」

「三日前はトショカンアルマジロが転がって逃げることを忘れてたよね？」

「う……。でも、一昨日は首尾よくトショカンイノシシを仕留めたじゃないか」

「まあ、その程度の成功率なんだから、いいでしょ別に。一人で帰す方が危ないよ」

「その程度って……近ごろ僕の扱いが酷ひどくないかい？　そりゃあ、確かにウィーゼルは最近メキメキと実力を伸ばしているけど」

「気のせいだよ。じゃあ、ラビ、一緒に行こうね」

「わーい！　うぃぜねえだいすきー！」

　大喜びでウィーゼルに抱きつくラビを尻しり目めに、やれやれ、とキョウが溜ため息をつく。

「そんな顔しないの。状況が変わったなら、迅速に作戦を組み替えるのが優れた策士だと思うけど？」

「言われるまでもないさ」

「で、今回は何を狙ねらうつもり？」

「なにをねらうー？」

「大物を狙うつもりだったけど、予定変更だ。足が速いのが加わったなら、ウサギでも狙うとするか」

「うさぎー！　あたし、うさぎにこんだやつ、だいすき！」

　共食い、という言葉が頭をよぎって、ウィーゼルは笑いを噛かみ殺した。

　このウィーゼルによく懐いた女の子は、好きなものを食べたときにはとても幸せそうな、極上に可愛かわいい笑顔を見せてくれる。さて、じゃあ、その笑顔を見るためにも頑張ろうか、とウィーゼルは立ち上がった。

　狩りは、図書館迷宮で生きていくためには不可欠だ。そして、地上を目指す一団にあって、探索には加わっていない者たちに割り当てられた重要な仕事だった。

　こんな日々が、地上にたどり着くまで続くのだろう。

　だが、ウィーゼルはもうすぐ探索組に加えてもらえそうな手て応ごたえを感じている。

　頑張ろう、とウィーゼルは気合いを入れ直した。この可愛い妹分を、早く幸せな世界に連れて行ってあげるために。

　幸せな、世界に――。



　……。

　頬ほおを伝う涙の温かさで、ウィーゼルは目を覚ました。

「夢――か。あはは、そりゃそうだ……」

　木々の枝の間から差し込む光と、それに照らされた乱立する書架。

　少し先を見やれば、直径数百メートルに及ぶ大穴にチョロチョロと川が流れ込んでいる。

　図書館迷宮地下七階。大樹の枝に座り、幹にもたれて、どうやら少し眠ってしまったらしかった。

　乱暴に、袖そでで涙を拭ぬぐった。

　ラビもキョウも、もういない。

　いや、あの二人だけではない。

　探索部隊を率いるキングに対して、クィーンと呼ばれるベースキャンプのリーダーがいた。優しくて面倒見のいい、ラスクという名の少女だった。

　マルという名の、ひょろりとした大食いの男の子もいた。

　腰に親の形見だという鈴を着けていたスズネという少女とは、腕を競い合ったライバルだった。

　アラビア風の衣装を身に纏まとったシェラという書物の少女は、密ひそかにキョウに想おもいを寄せていた。

　他ほかにもたくさんの仲間が、あの頃ころのウィーゼルの周りにはいた。

　あの日、企業の調査団に殺されるまでは。

　今は、もう誰だれもいない。どこにもいない。

　ショートボブの髪を揺らして、うつむいた。

　仇かたきを討ちたいのに。

　早く、みんなの無念を晴らしてあげたいのに。

　なのに、無様に敗北して、『断章』を奪われてしまった。正体も知られて、地上の学校にもいられなくなってしまった。

　悔しいとか情けないとかよりも、死んだ仲間たちに申し訳がなかった。キングたちにも、合わせる顔がない。

　――どうしよう。色々、調整し直さないと……。

　ウィーゼルは『断章』の強奪という荒っぽい盗みをやっていたが、そう簡単に尻尾しつぽを掴つかませない自信はあった。

　仮に身元がバレるとしても、もう少し先のこと、と踏んでいたのだ。その心づもりで、予定を組んでいた。それまでには、やるべき調査も目め処どが立つ――はずだった。

　唇を噛かんだ……その瞬間、大穴のおかげで木々がなくなり見通しのよくなった空に、白い光が数条、尾を引いて走り、弾はじけるのが見えた。

「合図……？」

　携帯電話の電波が届かない図書館迷宮では、気楽に連絡を取り合うことはできない。

　場所と時間を決めて定期的に落ち合うとか、いつもの場所に符ふち丁ようのようなメッセージを残してやりとりするとか、読書魔法に頼らなければそんな原始的な方法に限られる。

　ただし、同じ階層にいて上空の視界が開けている場合に限り、魔法の光を打ち上げて合図をするという手が使えるのだ。

「近い……。けど、いったい誰だれが……？」

　するすると枝から下りて、大穴を回り込むように、合図のあった方角へと駆ける。

　向かった先、森の少し開けた場所には、黒地の背中に白十字を染め抜いたマントの女がいた。その白十字を隠すように伸びた黒髪に、ウィーゼルがガックリと肩を落とす。

「なんだ、キミか……」

　白十字を染め抜いた黒マントは、王国同盟のユニフォームのようなものだった。背中の十字は仲間たちの墓標を象かたどったものである。その墓標に髪の毛がかかっても気にも留めない、そんな新入りの刃紋はもんを、ウィーゼルは好きになれなかった。

「あ、先輩。よかった、浅い階層で会えて」

　長い黒髪を翻ひるがえして、刃紋が振り返る。

「ボクは会いたくなんかないんだけど」

「うふふ。まあまあ、そう言わないで。学校にいられなくなった先輩のために、一肌脱ごうと思って来たんですから」

　ウィーゼルは表情を強こわばらせた。

　この女は、なぜそれを知っているのだろうか。

　確かに、ウィーゼルは日曜のうちに自主退学の準備を整え、刻馬こくまや美々子みみこに鉢合わせぬよう用心しながら、今日の朝一番で手続きをすませた。

　在学のまま行方を眩くらませたのでは、怪しまれる原因になる。ただでさえ偽造の戸籍を使っており、しかも『断章』強奪の実行犯の身、疑われるのは避けたかった。刻馬たちに告発されてしまえば一発でアウトだが、彼らも『断章』を集める気であるのなら、事情の説明が必要となるような行動には出ない可能性は高い。

　まだ、地上でやるべき仕事は残っているのだ。「針原はりはら理瑠りる」の立場を使えなくなれば、また面倒が増えてしまう。いずれ手配されるにしても、それはできる限り引き延ばしたい。

「どうして知っているのか、って顔ですね、先輩。うふふ、残念です。先輩が退学なんかしなければ、クラスメイトになれたかもしれませんのに」

「なっ……！　それって……」

「あ、でも、先輩が辞めたからその空席に入れたわけで、先輩が辞めてなかったら別のクラスだったかもしれないですね」

「まさか、キミ、図書館迷宮探索訓練学校に……」

「ええ。編入しました」

「どうして……！　まさか、キングの指示で!?」

「いいえ、これは王国同盟とは無関係の、あたしの都合です」

「何を勝手な……！」

「うふふ、そう仰おつしやらず。で、ものは相談なのですが。先輩、あの学校でやるべきことがあったから潜入していたんでしょう？　それが、仲の良かったお友達にあいさつもなしで急に辞めてしまわれた……。もしトラブルで辞めざるをえなくなって、やり残したことがあるなら、あたしが先輩の手足となって動きますけど？」

　刃紋はもんの提案に、ウィーゼルは露骨な白い目を向けた。

「……胡う散さんくさ。代わりに何をさせる魂胆？」

「うふ。話が早くて助かります。あたしが欲しいのは、情報。一足先にあの学校に入り込んでいた先輩なら、色々ご存じでしょう？　特別研究棟の警備のこととか、昔あの場所にあった研究所のこととか」

　腕を組んで、ウィーゼルは考え込んだ。

　この女の考えが読めない。目的が見えない。刃紋の申し出は、今のウィーゼルには正直ありがたいものだった。刃紋を上う手まく利用できれば、ウィーゼルは不可能になってしまった学校での活動の調整がかなり楽になる。が、利用するにしても手を組むにしても、それがわからないのではリスクが高すぎた。

「キミは、何がしたいの？　まさか、ボクたち王国同盟の邪魔になるようなことをしようとしてないだろうね？」

「さあ。あたしは、先輩たちがなんで図書館迷宮を広げたいのかも聞かされていませんし」

「……そんなんでよく仲間になったね」

「世界が図書館迷宮になれば、あたしとしても動きやすくなりますから」

　少し、ウィーゼルは呆あきれた。実は思った以上にこの女は単純なのかもしれない。

「まあでも、ご安心を。あたしは人を捜しているだけですから」

「人捜し？」

「ええ。命の恩人を」

　うっとりと頬ほおを染めて、甘い溜ため息さえ漏らしながら、刃紋は言った。

「えーあー、で、見つけてどうする気？」

　いきなり乙女モードを全開にし始めた刃紋に、ウィーゼルはかなり引き気味に怪け訝げんな目を向けて訊きいた。

「もちろん、恩を返します。全身全霊をかけて。この身も心も、すべてを捧ささげて！　うふふふふふふふふ」

　ウィーゼルがドン引きしていることなど気にも留めず、というか気づきさえもせず、刃紋はもんは熱っぽく語るのだった。特に笑い始めた後の顔など、いったいどんな妄想ワールドが展開されているのか、想像するだに鳥肌が立つ。

「あー、そうなんだ……。へー」

　嘘うそをついているようには見えなかった。というか、恩人について語るときの目は完全にヤバい感じに見えた。

　――まあ、害はない……かな。だとしたら、この取引は願ってもないチャンスかも。

「ん、わかった。学校でボクの指示通りに動く、っていうの、間違いないね？」

「もちろん。サムライに二言はありません」

「侍……？」

「ええ。魂の刀に誓って」

　そう言われれば、確かに刃紋は脇わき差ざしを腰に差している。

「まあ、侍でも武士でもいいけど……。じゃあ、大サービスの大盤振る舞いで知りたがってることを教えてあげる。まず、特別研究棟のセキュリティだけど、ハッキリ言ってよほど隠おん密みつ行動に自信があるんじゃない限り、忍び込むことはオススメしない。カメラの死角はないし、赤外線センサーもこれでもかってほど仕掛けてあるし、立ち入り禁止区域には階段も含めて床全体に重さを感知するセンサーが仕込んであるし、警備員も銃じゆう器きを完備したのが各フロア一〇人以上控えてるから」



    

  
    
      



    

  
    
      「そんなに……。どれに引っかかったのかしら？」

「まさか、忍び込んだの？」

　刃紋はもんは答えず、ただ苦笑いをしていた。

「無謀だね。ボクだって手を出しあぐねていたのに」

「うふふふふ、以後気をつけます。ところで、昔にあった研究所の件は……？」

「それを知らずに忍び込んだっていうのもよくわかんないけど……その研究所なら、今は半国営の企業に姿を変えてるよ。名前はＬＬＬスリーエル、図書館迷宮そのものの研究、持ち出された書物の研究でトップを独走する大企業。何度も図書館迷宮に大規模な調査団を派遣したり、キミが編入した学校の設立、運営にも大きく関かかわってる」

「うふ。まあ……やっぱり」

　嬉うれしそうに、刃紋は目を細めた。今の話を聞いて何を嬉うれしがるのか、ウィーゼルにはさっぱり理解できない。

「一応忠告しておくと、ＬＬＬの研究機関は学校以外にもたくさんあるから。お目当てのものがあそこにあるって思い込まない方がいいかもよ」

　規模が大きすぎる上に、ガードも極めて堅い。ＬＬＬは、数ある企業の中でもその二点について群を抜いていた。

　そんなＬＬＬ関連施設の中で、一番接近しやすかったのが図書館迷宮探索訓練学校だった。探るためには、近づかなければならない。だから、リスクを覚悟でウィーゼルは学校に潜り込んだのだ。

　今でも、ウィーゼルは鮮明に覚えている。あの、かつて遭遇した調査団の制服にあった、Ｌが三つ重なったエンブレムを。

「いいえ、きっとあそこだわ。だって、あの人と出会った運命の場所ですもの。うふふふふふふふ……」

　それはなんの根拠にもならないのでは、と思ったウィーゼルだったが、面倒なのであえて突っ込まずにおく。

「特別研究棟のセキュリティについても、もっと詳しく調べてあるよ。まあ、今ここで全部を教える気はないけど」

「そんな。先輩、そこをなんとか」

「それは、キミが交換条件を果たしてくれてからだね」

　ちっ、と刃紋は露骨に舌打ちをする。

　――わかりやすいヤツ。

　しかし、それは扱いやすいということでもある。やるべきことのすべてを任せるわけにはいかないが、しばらく手て駒ごまとして使うには充分だろう。どうやら、まだ完全に運に見放されたわけではないらしい。

「とりあえず、キミにはクラスメイトの九条くじよう君とイクミちゃんを監視してもらおうかな」

「九条？　九条刻馬こくまですか？　彼となら、同じ班になりましたよ。今日は手合わせもしてきました。彼、強いですね。よもや負けるなんて……」

「ふうん、負けたんだ。まあ、白兵戦だけは中等部からずっとトップだったしね」

「言い訳じゃありませんけど、魔法なしの勝負だったからです」

「あはは、魔法ありで有利になるのは逆に九条君だと思うけど」

「え？　でも、彼は魔法が苦手だと」

　かなり自虐的な笑みを浮かべて、ウィーゼルはここからでも見て取れる大穴へと視線を向けた。

「どうせ言っても信じないと思うし、キミになんか教えてあげないけどね」

　そして、べー、と舌を出した。



    

  
    
      


第二章　追悼のティータイム





　翌日。

　今日こそは刃紋はもんに核心を突く質問をぶつけよう、と刻馬は決意を新たにしていた。

　手合わせをするという流れも運がよかった。一度剣を合わせただけで打ち解けられるわけでもないが、少なくとも話のきっかけにはなる。

　――一〇分……いや、五分でいい。二人きりになる時間をつくらなければ。

　始業前に、トイレに行くと言ってイクミや美々子みみこと別れ、階段の側そばで刃紋が登校してくるのを待った。

　と、鞄かばんを手に階段を上ってきた刃紋の方が、「あら」と刻馬に気がついた。

「よ、よう。少しいいか？　訊ききたいことがあるんだが」

「あたしに？」

「ああ。五分でいい。時間は取らせないから」

「はあ。で、訊きたいことというのは？」

「それは――」

　しかし、その瞬間。

「刻馬こくま様っ！」

　タイミングを見計らったかのように、らしからぬ慌てぶりで、美々子みみこが刃紋はもんと刻馬の間に割って入ってきた。

「あの、ええと、今日の晩ご飯のことなんですがッッッ！」

「なんで朝から晩ご飯の話を。っていうか、どこから出てきた……？」

「酢豚と麻マー婆ボー豆どう腐ふと八宝菜ならどれがいいでしょうかっ」

「聞いてない!?　ってかお前、なんで今日に限って献立のこととか訊きくんだ？」

「はい、どうせ中華にするなら気張ってチャイナドレスでも着ようかと思いましてっ！」

「いや、だからどうしてメイド服だのチャイナだの……」

　が、そのやりとりに激しく反応したのは当人たちでも刃紋でもなく、周囲を行き交う生徒たちだった。

「メイド服!?」

「チャイナドレス!?」

「そういや、例の家が消し飛んだ事件以来、菱谷ひしやさんって九条くじようの家に住んでんだろ？」

「え、マジで？」

「その状況でメイド服……？」

「今度はチャイナ……？」



    

  
    
      



    

  
    
      「いや、待て。お前らが思ってるようなことは一切ないし、俺おれは強制どころかお願いさえしてな……」

「黙れ、この女の敵め」

「羨うらやましい……。それで他ほかの女の子に声をかけるとか、ありえねえだろ！」

「九条くじよう君が悪いわね」

「ああ、それは間違いない」

「美々子みみこちゃんに謝りなさい」

「なんでそうなるんだ――――――ッ!?」

「いえあの、刻馬こくま様は何も悪くありませんから」

　こんなことになるとは思っていなかったのか、慌てて美々子が刻馬を擁護するが、

「うわ、菱谷ひしやさんメチャメチャ健気けなげ！」

「それに引き替え九条ときたら……」

　ますます刻馬の立場は追い詰められていくのだった。

　一方的に責められる刻馬を冷めた目で見据えつつ、刃紋はもんは、

「それで、訊ききたいことというのは？」

「…………。いや、さすがにこの注目の中ではちょっと……」

「この男は、人前では言えないような話を宗近むねちかさんにするつもりだったのか――ッ！」

「謝れ――ッ！　菱谷さんに土下座して謝れ――ッ！」

「最低」

「不潔だわ」

「いや待て違う誤解だ！　みんな勘違いを……って、宗近!?」

　スタスタと教室へ向かいかけた刃紋は振り返って、

「はい？　結局、お話はないのでしょう？　だったらお邪魔かなと思いまして」

　そしてそのまま行ってしまった。

　――あれ。もしかして今、俺、凄すごく印象悪くしてないか……？

　なぜ、ちょっと二人で話をしたい、というだけのことがこんなに難しいのだろう。

　自分を糾きゆう弾だんする声の中で、刻馬は涙目になりつつある自分を感じていた。



　今度こそは、と、刻馬は授業の合間の休憩時間に教室を出た刃紋を追った。

「宗近！」

　振り返った刃紋に、刻馬は歩み寄った。

「何か？　お得意の先読みについてご指南下さるとか、それとも手合わせ再戦というお話かしら？　それでしたら喜んで受けますけど……他のお話、特に人前ではできないような下心的なお話でしたら他を当たって下さい」

　柔らかいながら有無を言わせない口調と感情のない愛想笑いで、刃紋はもんは警戒心を露あらわにしていた。一見友好的でいて、まったくとりつく島がない。

「いや、待ってくれ。あのな？　朝の件で誤解されてるようだが、俺おれは別に――」

「刻馬こくまー！」

　背後から追いかけてくるイクミの声。

「またこんなパターンかよ！」

「聞いてくれ、刻馬！　じ、実はさっきの授業中、凄すごいアイデアを思いついたのだ！」

「は？　アイデア？」

「うむ。あ、あのな、刻馬に私を読んでもらうとき、み、水着を着ればお互い恥ずかしくないと思うのだ！」

「は――？」

　そしてまた、廊下を行き交う生徒たちの足が止まる。

「水着って」

「そういえば、イクミさんも刻馬の家に住んでるって聞いたけど」

「うむ、私は刻馬の家で居候をしているぞ」

「え、じゃあ何、九条くじようの家って菱谷ひしやさんとイクミさんがいるの？」

「何そのハーレム」

「なんて羨うらやましい死んでしまえ」

「ところで、イクミちゃんの水着って？」

「もちろん、学校支給のヤツだ。それしか持っていないのだが」

「じゃあスクール水着？」

「さっき読むとか言ってたよね？　確かイクミさんの刻印って……」

「右の太ふと股ももだが」

「九条テメエ、イクミさんにスクール水着を着せて太股撫なで回そうっていうのか！」

「変態！　変態がいる！」

「マニアックすぎるだろ！」

「っていうか、それもう犯罪だと思う！」

「待てコラ――――――ッ！」

　刻馬は叫んでいた。

　――理不尽だ。理不尽すぎる。俺が何をした。

　結局終始そんな感じで、刻馬は刃紋に質問するどころか、二人きりになることさえもできないのだった。
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　図書館迷宮の地下一二階の空は、今日もベタ塗りのような赤で染まっていた。この階層に限らず、図書館迷宮では空の明るさは一日を通して変わらない。明るい階層では二四時間三六五日明るいままで、暗い階層はずっと暗いままだ。

　奇岩と書架が延々と並ぶ一二階だが、少し開けたところに簡素な墓標が立ち並ぶ一画があった。

　ウィーゼルがぱんぱんに膨らんだ鞄かばんを背負ってその墓標群の前にやってくると、もう何人もの仲間が待っていた。

「ウィゼ姉ねえ！」

　セミロングの髪と豊かな胸を揺らして駆け寄ってきたのは、やはり黒地に白十字のマントを着た少女だった。

　その少女はウィーゼルの手を両手で握り、感極まったように目に涙まで浮かべて、

「ああ、ウィゼ姉……！　久しぶり……久しぶり……！」

　と震えた声で言った。そしてその直後、力いっぱいウィーゼルを引き寄せて、自分の胸にウィーゼルの頭を押しつけるようにして抱きしめた。

「むぐ……！」

　散々もがいて谷間から抜け出し、ウィーゼルは「ぷはッ」と呼吸できる喜びを堪たん能のうする。

「ちょ、あのね……。イオ、ボクを窒息死させる気？」

「ごっ、ごめんなさいっ。でも、久しぶりに会えたから嬉うれしくて……！」

　前髪が目を隠してしまうくらい長く、純朴そうな穏やかな顔をした女の子。それが、このイオだ。ウィーゼルもイオも親の顔さえ知らないクチなので、実際の年齢は知らない。

　出会った当初は、本人たちも周囲も、ウィーゼルの方が年上だと思っていた。いや、それ自体は間違っていないのかもしれないが、背の高さでも胸の大きさでも、挙げ句に戦闘技術さえも、ウィーゼルはあっという間に追い越されてしまった。

　それでも、ずっとイオはウィーゼルを姉のように慕っている。ラビといい、どういうわけかウィーゼルは年下の同性に慕われる素質があるらしかった。

「また大きくなったんじゃないの？　胸も、……その子も」

　ウィーゼルが見やったのは、イオの背後に付き従っている大きな雄ライオンだった。馬ほどの大きさがあり、目が三つ、足が六本ある、典型的な図書館迷宮産の動物である。しかもたてがみに隠れた首筋には、書物である証あかしの刻印があることをウィーゼルは昔から知っていた。

　まだ可愛かわいらしい仔こライオンの頃ころから、ずっとイオが可愛がっていたライオンだった。イオ自身、いつ出会ったのかさえ覚えていないほどなのだという。

「えへへ、フライデイもウィゼ姉に会いたかったみたい」

　巨大ライオンのフライデイは、喉のどを鳴らしながら頭をウィーゼルにすりつけてくる。その力たるや、気を抜けば押し倒されてしまいそうだ。

「ごめん、無理。その子にじゃれつかれたら死んじゃうから」

　ウィーゼルがそう言うと、フライデイは寂しそうに数歩下がった。

　この大きくて賢い相棒こそ、イオがウィーゼルを差し置いて探索組入りを果たした最大の要因だった。このライオンに跨またがって、イオは乗ったままこのライオンから魔法を発動しつつ暴れ回るのだ。一度暴れ出したら、もう手がつけられない。

　ウィーゼルはなおもベタベタくっつこうとするイオをあしらいながら、墓標の傍らに腰を下ろしていたキングに歩み寄った。

　白十字の黒マントから伸びる長い脚が、座っていても背の高さを感じさせる。相も変わらず武器は何も帯びず、ウィーゼルの倍以上も書物を吊つっている。

　歳としはウィーゼルとそう変わらないはずなのだが、表情にも物腰にも、年齢にはそぐわない落ち着いた威厳のようなものが漂っていた。

　あの日以来、涼しげなその目元から憂うれいが消えたのをウィーゼルは見たことがない。

「買い出し、ご苦労さま」

　ウィーゼルはこくりとうなずいて、背負った荷物を地面に下ろした。

「他ほかのみんなは？」

　キングが書架の陰を指さした。

　その先に視線を向けると、なるほど人の影があった。

　座って目を閉じた女の子はチャイナドレスに似ているが裾すそがミニスカート並みに短い赤い衣装を着込み、髪を後ろでシニヨンにまとめ、大きなコサージュでその髪を飾っていた。もちろん知った顔である。書物のミンユィンだ。

　そして、ミンユィンを背後から包み込むように抱きしめている大柄な男の子の方は、ティタン。こちらは人間で、やはりお決まりの黒マントを着ていた。

　髪を短く刈り込んだティタンの精せい悍かんな顔は、照れのせいか真っ赤に染まっている。その無骨な手は、はだけた胸元からミンユィンの服の中へと入り込んでいた。

　一見色っぽい光景だが、当人たちにその気はない。

　――あ、いや、正確にはティタンには、かな。最後に会ったときと変わってないなら。

　そうウィーゼルが考えた瞬間に、ミンユィンの胸元から、二人を包むように光の文字が溢あふれ出た。その文字は何重にも二人を取り囲んでいく。

「占術書『易えき書しよ』より抜粋、顕けん現げんせよ、“〝筮占六四卦フォーチユン・ワード”〟」

　ティタンが、低く、呟つぶやくように唱える。すると、光の文字がザラリと円を描くように動いて、瞬またたき、消えた。

「ふうム」

　唸うなるように大きく息を吐いて、ミンユィンは大きな目を細めた。

「これはまた、極端な卦けが出たネ。乾けん為い天てんが二つ、坤こん為い地ちが三つとか、普通ないヨ」

「わかりやすく話せ」

　ミンユィンの胸元から手を引き抜き、ぶっきらぼうにティタンが言う。

「はあ？　ダーリンがそんな冷淡では話す気力もなくなるヨ？　まったく、ワタシの刻印も鎖骨の下とか、中途半端なのよネ。もう少し下にあれば、ズバリおっぱいの上にあれば、魔法使う度にダーリンに責任を取れと迫れ……」

「いいから、結果を話せ。それから、さっさと服も直せ」

　ティタンに睨にらまれて、ミンユィンは唇を尖とがらせつつ胸元を正し、

「かいつまんで言えば、チャンス到来だヨ。捜し物は八階、貴人に会って吉、でも目上の人には従うが吉。キング、心当たることはあるかナ？」

「……そうだな、まあ、なんとなくだが」

「それは重ちよう畳じよう。でも、我らがボスをして目上とか、ワタシ的には意味不明なのよネ」

「いや、私はそれでピンときたのだがね」

　キングは不敵な笑みを浮かべる。

「あと、竜のイメージが見えたかナ。キングは近いうちに竜と相対するヨ。それから、竜が竜を呑のみ込むのヨ」

「相変わらず、ミンユィンの言葉はよくわからないな」

　ぽつりとウィーゼルが漏らした。だが、この占いの精度が凄すごいのだ、と仲間たちは誰だれもが言う。そのため、戦闘力は皆無なのにミンユィンはずっと探索組に加わっていたのだ。

「おお、ウィーゼル、久しぶりだネ。でも、ワタシの名前は正確にはミンユィンではなくミィンユィンなのヨ」

「誰も呼んでないでしょ。言いにくいし。ラビに至ってはミンミンだったしね」

　くすり、と全員の口から小さな笑いが零こぼれた。しかしそれ以上に、かつての仲間の名はしんみりとした空気を場に満たしていく。

　誰からともなく、視線が墓標に向けられた。

「さて、では、始めようか」

　キングの言葉に、ウィーゼルが首を傾かしげる。

「え？　これで全員？」

「ああ。今回は『あの日』を経験した者のみだ」

「……減ったもんだな」

　小さく、ティタンが言った。

　ここで仲間を失った日以降に命を落とした者もいる。

　刃紋はもんのようにそれ以降に加入した者もいるので、組織がやせ細っているという印象はない。が、その目的や意志を支える骨格は確実に衰えていた。

「とにかく、ウィーゼル、買ってきたモノを出すのヨ」

「あ、うん」

　ウィーゼルは下ろした鞄かばんを開けて、お菓子の包みを取り出した。

　パンを薄く切って二度焼きしたお菓子、いわゆるラスク。それを、ウィーゼルはたくさん買い込んできたのだ。

　袋を開けて、墓標の前に一枚ずつ置いていく。

「ウィゼ姉ねえ、お手伝いします」

　そう言って、イオが前髪の隙すき間まから指示を待つ子犬のような目を向けてくる。

　ティタンも手伝おうと腰を浮かせてくれたものの、ミンユィンにまとわりつかれて身動きが取れなくなっていた。

　仏頂面をしても、ティタンはミンユィンを邪険にはしない。「目的を達するまでは、色恋にうつつを抜かしている暇はない」というのが彼の口癖であるが、それは裏を返せば、目的さえ達してしまえばその気はある、ということでもあるのだろう。

　――むしろボクには、照れ隠しの言い訳にしか聞こえないんだけど。

　ともかく、あの二人に何かを頼むのは気が引けるので、ウィーゼルはイオに、

「じゃあ、お茶と紙コップも入っているから、用意して」

「わかりました」

　指示通り、鞄からイオが紅茶のペットボトルを取り出した。その様子を、フライデイが寝そべって眺めている。

　お茶そのものではなくとも、代用品になる植物は図書館迷宮にも存在する。しかし、この場所に集まるからには、そして墓標に供えるからには、地上のものにこだわりたい、というのが全員の共通見解だった。

　地上など、ろくなものではなかった。

　しかし、ここに眠っている仲間たちはそれを知らないのだ。

「私も手伝おう」

　言いながら、キングがウィーゼルの手からラスクの袋をかっさらっていった。

　そして、一つの墓標の前で立ち止まり、数秒瞑めい目もくした。

　墓標に銘は刻まれていない。しかし、どれが誰だれの墓標か、ウィーゼルはすべて記憶している。それはキングも同じだろうし、イオもティタンもミンユィンも同じだろう。

「……キング。終わったよ。彼女のお供え以外は」

「ああ」

　キングは目の前の墓標に、手にしていたラスクを供えた。そして、イオから紙コップを受け取り、それも添える。

　その後一同は車座になって、無言のまま紙コップを掲げた。

　ラスクをかじる、さく、さく、という音だけが響く。

　ウィーゼルはしばし自分のラスクを見つめて、立ち上がった。そして迷うことなく墓標の一つへと歩み寄り、自分の分を供えたラスクに重ねた。

「食べないんですか」

　ウィーゼルはそう訊きいたイオにうなずいて、

「ん。食いしん坊のラビは、一枚じゃ足りないと思って」

　それに、今の自分にはそれを食べる資格はない、とも、ウィーゼルは思う。『断章』を奪われてしまった自分には。

「それにしても、地上のお菓子は無駄に甘くて美お味いしいナ。こんなものをヤツらが毎日食べてると思うと、無性に腹が立つヨ」

　ティタンの大きな身体からだにもたれて、ミンユィンがことさらに明るく、おどけたように言った。「まったくだ」とティタンがうなずく。

　ほんの少しだけ笑いが漏れたが、それでも空気は重苦しいままだった。

　しばらくラビの墓標の前でうなだれて、ウィーゼルは、

「みんな、ごめん」

　と、絞り出すように言った。

「負けちゃった。せっかく盗み出したのに、『断章』……例の異空密儀教典の欠片かけら、奪われちゃった……」

「負けた!?」

　ティタンが、信じられない、という顔で叫んだ。

「まさか、地上の連中にか!?　信じられん。昔ならいざ知らず、今のウィーゼルに勝てるような手て練だれが地上にそうそういるとは思えない」

「でもでも、場所が地上ならありえなくもないヨ。地上では銃じゆうがあれば、雑ざ魚こでも侮れないとキングも言ってタ。それにウィーゼルの場合、事前の準備の出来不出来で強さが全然変わっちゃうヨ」

「それはそうだが」

　地上と違い、物理法則が異なる図書館迷宮では、銃器や弓矢などの遠隔攻撃は満足に効果を発揮しない。それが国による図書館迷宮攻略が進まない最大の理由であり、探索者が白兵武器を所持する理由である。

　唯一有効な遠隔攻撃は、読書魔法のみなのだ。

「ウィゼ姉ねえ！」

　今にも泣き出しそうな顔で、イオがウィーゼルに飛びついてきた。

「だ、だ、大丈夫なんですか!?　けけけ、怪け我がとか、してないですかっ」

「ちょ、ああもう、見ればわかるでしょ！　してない！　大丈夫！　ピンピンしてる！」

　イオを引きはがしながら、ウィーゼルが叫ぶ。それでもきゃーきゃーと騒ぐイオの声に、しんみりした静けさは吹き飛んでしまった。

「みんな、少し落ち着いて」

　静かに、キングが言った。

「とにかく、ウィーゼル、君が無事だったことは何よりだった。それで？　相手は、やはり彼らかな？」

　ようやくイオから逃れて、ウィーゼルはうなずいた。

「人化した異空密儀教典は、凄すごいよ。直径何百メートルもの森を吹き飛ばしたんだ。今、七階には馬ば鹿かみたいな大穴が開いている」

「あはは、ウィーゼル、いくら負けたのが悔しいからって、誇張しすぎだヨ」

「誇張じゃない！」

　ムキになって、ウィーゼルはミンユィンに反論した。しかし、ミンユィンは笑って取り合わない。

「だって、そんな大魔法、きっとキングにも発動できないヨ？　そんな規模の魔力を扱える書物使いなんて、それはもう人間じゃないヨ。化け物だネ」

「確かに、そんな魔法は私には無理だろうね。というか、私も扱える魔法の規模自体は、みんなとそう変わらないのだがな」

「でも！　信じてよ、キング！　ボクは嘘うそなんか言ってない……！」

「もちろん、信じるとも」

「「「「え」」」」

　ミンユィンもイオやティタンも、ウィーゼル本人までが、あっさりと「信じる」と言ったキングの言葉に耳を疑った。

「彼らなら、そのくらいはやるだろう、と私は思っている。いや、彼が本気を出せば、そんな程度ではすまない、とさえ思う。

　それに、奪われたにしても相手が彼らなら問題はないさ。いずれ、彼ごと人化した異空密儀教典を引き入れたいと思っている。だから、そのときまで預けておくと思えばいい」

「キング、その相手を知っているような口ぶりだネ？」

　キングはその問いには答えず、意味深に笑う。

「竜というのは、古来、偉大なもの、優れたもの、強大なものに使われる比ひ喩ゆだ。貴人に会って吉、目上の人に従って吉、か。つまり、会うべきなんだろうな、彼と。その化け物のような竜と」

　全員が息を呑のみ、キングの言葉を待っている。ミンユィンの占いを解釈し、現状を分析する。そこから導き出される結論を、キングが指示に変える。これまでもずっと、そうやって方針を決定してきた。

　キングがそれらを照らし合わせ始めたということは、今後の動向が決定されるということだった。

「みんな、それぞれ担当した仕事の進しん捗ちよくは？」

　キングの問いに、まずはティタンとミンユィンが、

「一七階、二四階、二八階に捜し物がありそうな卦けが出ている。目下、一七階を探索中だ」

「なのヨ。もうすぐ場所も特定できそうだヨ。そろそろ何人かを割いて、二四階に回そうかって相談してたとこなのヨ」

「ふむ。イオは？」

「あ、はい。一九階を根城にしている『リッパーズ』との交渉は難航していますけど、一八階の『白しろ薔ば薇ら兵団』と『群ぐん狼ろう党』の人たちは、快く従ってくれるそうです。これで、最大一四のグループに動員がかけられるようになりました。ね、フライデイ」

　ぐるる、と巨大ライオンが相あい槌づちを打った。

　快く返事をしたくなるまでに、きっとかなり痛い目に遭っているだろう、とウィーゼルは思った。きっと他ほかの面々も同じことを思っていることだろう。

「そうか。では、君たちにはその仕事を継続してもらいたい。で、ウィーゼル」

　名前を呼ばれて、ぎくり、とウィーゼルは首を竦すくめた。

「う。……あの、ちょっと地上での立場が微妙になって学校にはいられなくなったけど、でも逆に拘束時間が減ってるし動きやすくはなったから、『断章』強奪の件での手配からも逃げやすくなったっていうか……。それに、新入りの刃紋はもんに学校での代役も頼んであるから、支障は……」

「ほう。彼女とウィーゼルは反りが合わないのかと心配していたのだが、杞き憂ゆうだったか」

「あの子は嫌いだけど」

「……そうなのか？　うーむ、女の子の考えることはよくわからんな。いや、まあそれはいい。そうではなくて、一つ頼まれてほしいのだが」

「頼み？」

「ああ。彼らのことで考えがある。君の得意技でセッティングしてもらいたいのだが」

　腕を組んで、ウィーゼルは考え込んだ。

　――ボクの得意技で。ということは……。

　もうすぐ、学校では図書館迷宮に出ての実習があるはずだ。

　そして、刻馬こくまやイクミ、美々子みみこと同じクラスに刃紋がいる。しかも同じ班になったと言っていたはず。

「うん、何を仕掛けるかにもよるけど……たぶん、刃紋を使えば上う手まくやれると思う」

　ウィーゼルは、そううなずいた。

　キングが何を考えているかはさておき、敗北という失態を巻き返す意味でも、ウィーゼルにノーの返答はありえなかった。

「よし。詳細はあとで話そう。

　では、それぞれの仕事に戻ろうじゃないか。ミンユィンの占いでは、チャンスという卦けが出ている。もう一踏ん張りだ。きっと……もう少しで光明が見えてくる」

　キングはゆっくりと立ち上がり、墓標を見やった。

「あいつの……みんなの無念を晴らすための、光明が」



　　　　　　　　＊



　図書館迷宮地下四階。

　薄暗い書架の間を、ウィーゼルと刃紋はもんは並んで歩いていた。

「うふふ。まさかこんなに早く指令の電話があるとは思いませんでした」

　小さな日本刀を模したストラップを持って携帯電話をブラブラともてあそびながら、刃紋は微笑ほほえんだ。

　携帯電話は図書館迷宮内では使えないが、図書館迷宮の住人でも地上でも活動する者には必需品だった。取引するにも、仲間との連絡を取るにも必ひつ須すなのだ。

「仕方ないでしょ。やってもらう仕事ができたんだから」

「いえ、どんどん頼って下さい。あたしも情報が欲しいですから」

「……まあ、最後まで上う手まくやったらね。それより、実習は明日、ここ四階で行われる。変更とかはないよね？」

「ええ、そう聞いていますが」

「よし。都合四フロア、だったら手持ちの書物でもギリギリなんとかなる」

　ウィーゼルはキャンパスノートに描き込んだ手製の地図を開いて周囲と照らし合わせつつ、ウロウロとあちこちを行き来しながら、

「ここ……だと、浅すぎるかな。迷い込む馬ば鹿かも多そうだし……。でも、こっちだとメインルートから外れすぎるし……」

　ずっと、ひたすらにブツブツ独り言を呟つぶやくことをやめない。

「……先輩。いったい何をするんですか？」

　携帯電話を仕舞いながら刃紋が地図を覗のぞき込んできた。

　そのウィーゼルの地図には、あちこちに赤いペンで×印がつけられている。

　が、刃紋はその印の意味がわからないのだろう、一目見て首を捻ひねった。

　それはそうだろう、とウィーゼルは笑った。たぶん、この地図の価値を理解できる者は、図書館迷宮広しといえども幾人もいないはずだ。地上には、ほぼ間違いなく一人もいないだろう。

「うん、やっぱりここしかないか」

　パタン、とノートを閉じて、ウィーゼルは袋小路にスタスタと立ち入り、刃紋はもんに近づくよう手招きをした。

「ボクはね、きっとキミより弱い」

　そして、歩み寄ってきた刃紋に言った。

　自虐でも皮肉でもない。それは、事実だった。だから、刻馬こくまたちにも負けたのだ。動向を見誤り、何も準備をできなかったとはいえ、負けは負け。

　まして、情けなのかなんなのか、決め手の魔法に至っては外してもらった。

　あれだけの範囲を巻き込む魔法である。自分を効果の中心に狙ねらえば、全力で走っても逃げきることなど不可能な範囲。しかも、ウィーゼルはあのとき立ち竦すくんでしまっていた。となれば、当てない方がよほど難しい。

「そんな……」

「謙けん遜そんしなくていいよ。少し一緒に歩き回れば見抜けるでしょ、キミくらいの使い手にならさ。実際、ボクは弱いんだ。古参の仲間内では一番弱いし、たぶんキミたち新参者を含めたとしても、下から数えた方が早いと思う。でもね」

　ノートを仕舞い、ウィーゼルは別の書物を取り出した。かなり大判の、分厚い書物だった。そのサイズは、ウィーゼルの小さな手ではもちろん、大人おとなの男性の手でも片手での保持は難しいだろう。戦闘に向いた書物ではない。

「ボクには、キミを殺せる自信がある」

　その挑発とも取れる言葉に、刃紋が顔からすっと笑みを消して身構えた。

「……どういう意味です？」

「あはは、別に、キミにここで勝負を挑もうってワケじゃないよ。それに、殺せるっていうのも、条件がいくつも揃そろえば、っていう話だし」

「先輩。何を言いたいのか、サッパリわからないんですけど」

「うん、かもね。じゃあ、わかりやすく言おうか。ボクの専門は、罠わなだ。今から、ここに罠を設置する。キミには、明日の実習中に九条くじよう君たちをここに誘導してほしい」

「……罠？」

「ナチュラル・トラップ。知ってるでしょ？」

「ええ、それはまあ」

　図書館迷宮には、迷宮自体が書物使いと同等の作用を及ぼしているスポットが多数存在する。刻馬たちと戦った地下七階の集落の側にある、開いた書物から滔とう々とうと流れ出していた川のような場所が。

　あの場所は、穏やかな水の書物だったから危険はなかった。

　しかし、それがもし危険な書物だったら？

　例えば、炎の書物。踏み込んだ瞬間に炎が噴き上がる、そんな危険な場所になるかもしれない。例えば、同じ水系の書物でも、激流や底なし沼の記述が顕けん現げんしていたとしたら、顕現するモノはまったく違ってくる。

　例えば、雷。例えば、毒。例えば、凶悪な魔物の召喚。例えば、酸の海。例えば……。

　それはあくまで、偶然の産物である。そうした効果を発揮するスポットに、偶然強い力を持った書物が落ち、有効な記述のあるページが開いてしまった場合にのみ、たまたま罠わなとして機能するスポットが成立する。

　そうした自然に形成された危険なスポットを、ナチュラル・トラップと呼んで探索者たちは恐れているのだ。

「ボクは、迷宮内の魔力の流れを計算して、人工的にナチュラル・トラップを設置する方法を編み出したんだ」

「まさか。本当にそんなことが……？」

「あのね、わざわざこんなところに呼び出して、キミに嘘うそをついてなんになるの」

「しかし、それはもはやナチュラルでもなんでもないのでは？」

「うるさいなあ。なまじ的を射ているのが余計に癪しやくだよ。とにかく、キミを連れてきたのは、明日のために場所をキッチリ覚えてもらうためと、設置中はボクが無防備になるから、護衛をしてもらうためなの」

「はあ。それは構いませんけど、先輩、あたしのこと嫌いでしょう？　そんな相手に背中を預けるなんて度胸がおありですね」

「今ボクに死なれたら、キミも困るでしょ。情報が手に入らなくなっちゃうよ」

「……うふ。確かに」

　ウィーゼルは大判の書物を床に置き、別の書物を引き抜いた。それを開き、

「小説『陰おん陽みよう寮りよう物もの語がたり』より抜粋、顕現せよ、“〝五行相地レイライン・グラスプ”〟」

　魔法を発動させて目を閉じた。

　表面上、何も変化は起きていない。しかし、今やウィーゼルの全身は、魔力の流れを極めて精密に測定するセンサーと化していた。

　地図上に記した赤い×は、事前に見つけてある魔力の吹ふき溜だまり。あの地図は、少しいじれば罠を設置できるであろう超重要戦略ポイントの分布図なのだ。

　屈かがみ込んで床に触れ、否、魔力の流れに直接触れ、その質、向き、量をさらに細かく分析していく。

　と、測定していた魔力が揺らいだ。

　そう感じてウィーゼルが目を開いた瞬間には、すでに刃紋はもんが動いていた。

「小説『五剣伝』より抜粋、顕現せよ、“〝三日月宗近クレセント・ムーン”〟」

　その右手に現れたのは、この世のものとは思えないほどに妖あやしく煌きらめく抜き身の日本刀。そして顕けん現げんから一瞬さえも置かず、刃紋はもんは踏み込んでいた。

　長く美しい黒髪が、艶つややかに舞う。

　一いつ閃せん。

　他ほかの作業に集中しているとはいえ、ウィーゼルにはその太た刀ち筋すじを目で追うことさえ困難だった。

　しかし、彼女の足元にはドーベルマンほどもあるトショカンオオネズミの屍しかばねが、五つも転がっている。

　そして、手の刀には、脂の曇りはおろか、血の一滴さえも付着していない。もちろん本人も、返り血など浴びるはずもない。

「お騒がせしました。でも、これでよろしいのでしょう？」

　そう言う刃紋は、息一つ乱していない。

「……まあね」

　――条件が整っていても、これは、かなりやっかいかもね……。

　認めざるをえない。

　魔法で顕現させた日本刀は業わざ物もの、それを扱う腕も、負けないほど研ぎ澄まされている。

　刀の間合いに立ち入られれば、即、負け確定。あの踏み込みを止めるために、いったいいくつの罠わなを用意すれば足りるのだろうか。

　しかも、他に遠隔攻撃系の魔法を持っていないという保証は、当然、ない。

　まったく、癪しやくだ。

　しかし、それも今戦うなら、という話。もっと情報を、動きの癖や性格を、手持ちの魔法の種類を、数を、効果を、発動時間を、知ったなら知っただけ勝率は上がる。

　それに、今は協力態勢にあるのだ。心強い、と思っておくことにする。

　――それよりも、今は仕事をしっかりとこなさなきゃ。

　立ち上がり、何冊かの書物を手近な書架から抜き取って、右手の壁際に置いた。その位置、向きも、入念に調整する。

　さらに、そこから数歩の位置にあった書物の山をどかし、魔力の通り道を空ける。

　そんな作業を黙々と続けること、三〇分。運ぶにしろ退けるにせよ、魔法の保持のために左手で『陰陽寮物語』を開いておかなければならず片手しか使えないため、どうしても時間がかかってしまう。

　最後に、先ほど床に置いた書物のページを、発現させたい記述のあるページを、慎重に探して開いた。

「よし」

　調整した迷宮内の魔力が、今開いた書物に集中している。やがて、その魔力が書物に呼応し、記述の読み込みを開始した。

　それを確認して、ようやくウィーゼルは左手の『陰陽寮物語』を閉じた。

「刃紋はもん、いい？　ここまでの範囲に全員を誘導して、入ったらあの奥の本を持ち上げて。それでボクが用意したあの書物に魔力が流れ込んで、罠わなが発動するから」

「……あの、先輩。それだと、あたしも罠に巻き込まれる気がするんですが」

「その通り。でも、問題はないよ。直接害はないから」

「それを信じろと言われましても」

　それはそうか、とウィーゼルは頭を掻かいた。

「じゃあ、あとで動作確認のために、ボクも一緒に発動させてみようか。ボクも巻き込まれてみせれば、信用してもらえるでしょ？」

「………………ええ、まあ」

「っていうかさ」

「はい？」

「ホントに負けたの？　九条くじよう君に」

「ええ。完全に動きを読まれていました。斬きりつけたときには、もうその太た刀ち筋すじ上に防御の大剣が待ち構えている感じで」

「うーん……。ボクのときは、そうでもなかったのにな。そりゃまあ、急所からは全部逸そらされちゃったけど」

　ウィーゼルは首を捻ひねった。

　実際に殺し合ったときには、初撃こそ防がれたものの、その後は面白いように攻撃が当たっていた。

「でも、確かにあのときの動きはらしくなかったかも……」

　敵の情報収集を常とするウィーゼルとしては、刻馬こくまをそうさせた原因にはとても興味がある。

　それは何か、と考えかけて、ふと馬ば鹿か馬鹿しくなった。

　ちょっとくらいの弱点で、あの強大な魔法がどうにかなるだろうか。実際、偶然にせよその弱点を突いていたというのに、無様に負けてしまったではないか。

　――剣も魔法も最強って、なんかむかつく。

　しかしそう思えばこそ、キングがイクミごと刻馬も仲間に迎えたい、というのもうなずけてしまうのだった。



    

  
    
      


第三章　野良猫が忠犬に変わる日





　探索実習当日。

　刃紋はもんたちだけでなく、たくさんの生徒たちが図書館迷宮の入り口である改札前で班単位の塊を作っていた。

　高等部は一年生しかいないが、二〇クラスもある都合上、図書館迷宮での実習も数クラスずつ日程をズラして行われるのだという。これだけの人がひしめいていても高等部一年のごく一部なのだと聞かされて、刃紋はその人の多さに目め眩まいに近い感覚を覚えていた。

　見上げれば、サグラダ・ファミリアを何百倍も醜悪にさせ、巨大化させたようだと評される図書館迷宮の塔が天に穂先を向けている。

　ずっとあの中で生きてきた刃紋にとって、それを外から眺めるというのはなんとも奇妙な感じだった。

「刻馬こくま様、お怪け我がは痛みませんか？」

　週末に探索に出て、その際に負傷したという刻馬に美々子みみこが訊きいていた。その怪我のため、彼らは今週は探索を自重していたのだという。

　――怪我をしていてあの強さって、どういう身体からだをしているのかしら。

　刃紋としては、感嘆を通り越して呆あきれてしまいそうになる。

　その美々子は、制服のブレザーでありながらも、厚手のブーツに半指のグローブ、腰には書物を収めたホルスターとグルカナイフで武装していた。この学校の場合は制服も防刃仕様なので、かなり本格的な装備と言える。背中のバックパックには、学校から支給された飲料水や非常用食料などが入っているのだろう。

「まだちょっと痛むけどな。ま、支障はないだろ」

　そう答えている刻馬は、お馴な染じみの両手持ちの大きな剣を背負っていた。腰にいくつかポーチを着けているのは、剣を背負っていてバックパックを背負えないので、その代わりなのだろう。そして前評判通り、本当に書物を携帯していない。

「怪我って、どのくらいの怪我なの？」

　頭の後ろで手を組みそう訊く誠十郎せいじゆうろうは、外見的な装備は美々子と大差なかった。ただ、武器がグルカナイフではなくスタンダードなサバイバルナイフである、という程度の差しかない。

「打撲だよ。結構あちこちやられちまったけど、それですんだんだから防刃制服様々だ」

「無理をする必要はないぞ、刻馬。四階程度なら、私に任せておけばいい」

　槍やりを手に、自信たっぷりに言うイクミは、刃紋の目には班のメンバーでは一番弱そうに見える。書物である以上は、真価は槍の腕前以外のところで問われるわけだが、それに関しては現状で窺うかがい知る術すべはない。

　――ともかく、上う手まくこの連中を罠わなまで誘導しなくては。

　そっと、刃紋はもんは腰に帯びた脇わき差ざしに触れた。

　もし看破されれば、刻馬こくまと本気でやり合うことになるだろう。刻馬だけではなく、イクミや美々子みみこも敵に回る。刻馬を軸に連携されたら、きっとかなり苦しい戦いになる。

　――いいえ、大丈夫。上手くやれるわ。

　すべては、あの人のため。あの人を捜し出すための一歩。

　ここでウィーゼルや王国同盟に恩を売っておくことには、大きな意味がある。

　王国同盟が彼らをどうするつもりなのか、刃紋は聞いていない。

　でも。

　――大嫌いな地上の人間なんて、どうなったって知ったことではないもの。

　強く、刃紋はそう考えた。まるで自分に言い聞かせるように。
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　図書館迷宮に立ち入ると、イクミの衣装は制服から『ゴス調の女王様』に変へん貌ぼうした。

　チョーカーと、おへそが丸出しのトップス、ホットパンツのようなボトムス。どれも色は黒で、各所がレースやらフリルで飾られており、イクミの白い肌やプラチナ色の髪によく映える。

　制服姿をはじめ、私服姿も何種類か見ている刻馬だったが、この姿がイクミには一番似合うと思っていた。

　加えて、穏やかな雰囲気とグラビアアイドル顔負けのスタイルを併せ持つ美々子と、日本人形のような黒髪雪肌と若武者のような凛り々りしさとを兼ね備えた刃紋。

　埃ほこりの塊が転がる板張りの床や、天井知らずの書架や積み上がった本しか視界に入らない図書館迷宮にあっては、なおさら女性陣の華やかさはありがたい。

　さて、と刻馬は気持ちを切り替えた。

　刃紋があの女の子なのかどうかは確認できないまま今日に至ってしまったが、どのみち実習中に訊きけるはずもない。

「とにかく、四階だな。さっさと行って、さっさと戻ろうぜ」

「はい」

　いつものように、魔法の羅針盤コンパスで方位を確認しておいた美々子が、書物を閉じて真っ先に返事をした。

「刻馬と美々子がいる上に刃紋まで強いのだから、四階ごときは楽勝だな！」

「それほどでも」

　たおやかに微笑ほほえんで、刃紋はもんがイクミの言葉に応こたえた。

「イクミさん、僕は……？」

　一人名前を呼ばれなかった誠十郎せいじゆうろうが寂しそうに訊いた。

「貴様なんぞ知らん」

「あ、あれえ……？」

「そもそも、私は貴様の戦う姿など一度も見たことがないからな」

「じゃあ、今日は目いっぱい僕の活躍を見てもらおうかな！」

「活躍でもなんでも、勝手にすればいい。だが、足だけは引っ張るな」

「うわ、関心薄ッ！　なんか酷ひどいなあ……」

「とにかく、出発しよう。前衛は俺おれと宗近むねちかでいいか？」

「ええ、あたしは構いませんけど」

　しかし、珍しく美々子みみこが異を唱えた。

「あ、あの、前衛は宗近さんよりわたくしが！　宗近さん、今日は日本刀をお持ちではないようですし……」

「あれ、そういえば。使わないの？　手合わせではあんなに凄すごかったのに」

「うふ、ご心配なく」

「もしかして、読書魔法で刀を顕けん現げんさせるパターンか？」

　刃紋は一瞬ぎょっとしたような顔をして、直後に呆あきれ果てたように嘆息した。

「……なんでもお見通しですこと」

「ま、並の日本刀じゃ耐久性に欠けるからな。鋭いってことは薄いってことでもあるから」

「そっか、魔法で出した刀なら欠けても折れても顕現させ直せばいいんだもんね。いや、さすが宗近さん、実に合理的」

「うーむ。となると、やっぱり前衛は宗近の方が向いてる気がするな。美々子は白兵も魔法もオールラウンドにこなすから、後ろにいても戦力としては申し分ないし」

「……」

　なんだか寂しそうに、美々子がしゅんとした。いつもの微笑みに隠れて、刻馬こくまでなかったら見逃してしまいそうな一瞬の表情だった。

「……。悪い、宗近。以上の点を踏まえるとおかしな結論なんだが、前衛は美々子にやってもらっていいか？」

「え？」

　美々子が、驚いたように刻馬を見つめた。

「まあほら、本人の希望でもあるし。四階程度なら、それで困ることもないだろうし」

「ええ、あたしは別に」

「あは、だってさ。よかったね、菱谷ひしやさん」

　意味ありげに、誠十郎せいじゆうろうが笑った。

「刻馬こくま様、ありがとうございます！」

　パッと顔を輝かせて、ほんのりと目を潤ませて、祈るように指さえも組んで、美々子みみこは刻馬に言うのだった。

「いや、別に……ってか、なんでそんなにテンションが上がってるんだ」

「そりゃあ、一緒に前衛ってことはとなり同士で歩くってことだからでしょ」

「だから、それの何がテンションを上げる要素になるんだよ」

　誠十郎は深く溜ため息をついて、やれやれと呟つぶやいて、

「じゃあ、宗近むねちかさんはしんがりかなあ。それでいい？」

「もちろん。みなさんこそ、新参者のあたしに背を向けることになってもいいんですか？」

「はあ？　なんで理由もなしにクラスメイトの裏切りを警戒しなきゃならないんだよ」

「うむ。刃紋はもんの強さはみんな知っているからな。刃紋に背中を守ってもらえるなら、こんなに心強いことはないぞ！」

「……あ、いえ、気にしないならいいんですけど」

　敵の矢面に立つのは基本的に進行方向の先頭、いわゆる前衛である。だから、先頭に立ってパーティを守る前衛は腕っ節が強い者や屈強な者が適任と言える。特に、魔法を使用しない近接戦闘オンリーの刻馬は前衛以外ありえない。

　しかし、背後から敵に襲われた場合のことを考えて、最後尾にも腕の立つ者を配置するのは探索における基本中の基本だった。

　二列縦隊で、前衛に刻馬と美々子、その後ろにイクミと誠十郎が続き、最後尾に刃紋。

　かくして隊列も決まり、一行は進軍を開始した。

「こうして刻馬様と探索で並んで歩くのは、ずいぶん久しぶりですね」

　少し顔を伏せて、美々子は呟くように言った。嬉うれしさが隠しきれない、歩き始めてからずっと、美々子はそんな感じだった。

「そうだな。お前にはしんがりばっかりやってもらってたからな。あー、それを考えると、そりゃたまには別のポジションもやりたくなるか」

「……いえ、そういうことではないのですが」

「え、そうなのか？　まあ、それも四階までだけどな」

「四階まで、というのは？」

　最後尾から、刃紋が訊きいた。

「四階では先生たちが隠したマーカーを探さなきゃいけないからな。だから、そういうのに向いてる誠十郎に前に出てもらわないと」

「そんな特技が？」

　意外そうな顔で、刃紋が誠十郎を見やった。

「ああ。目め聡ざといし、何しろ運がいいからな。金目の書物を探させたりすると、誰だれよりも高値の書物をたくさん集めてくる」

「そこは目利きだって言ってほしいなあ。ちゃんと選別してるんだから」

「なるほど、人間、取り柄というのはあるものなのだな」

「でしょでしょ。って、イクミさん、実は褒ほめてないよね……？」

「そんなことはないぞ？」

「あー、たぶんイクミにはホントに悪気はないぜ。さ、それより、行こう」

　刻馬こくまがまず斬きり込み、大剣を薙ないで敵を駆逐する。刻馬が仕留めきれなかった敵は、一歩後ろの位置で、美々子みみこのグルカナイフが叩たたき斬る。それでほとんどの戦闘は勝負がついてしまった。

　背後からの襲撃には、刃紋はもんが斬り込んで殲せん滅めつする。討ち漏らしがあれば、イクミが槍やりで突き、誠十郎せいじゆうろうが攻撃魔法で援護する。

　そんな調子で難なく戦闘をこなしながら、一行は地下四階へと足を踏み入れた。

　地下六階までは、迷宮の様子はずっと古びた図書館を思わせる空間のままだ。もちろん、四階も例外ではない。上の階よりうろつく敵の数は多いが、その程度の違いしかない。

「さて、いよいよ目的のフロアだな」

「じゃ、ここからは菱谷ひしやさんの代わりに僕が先頭に立つよ。敵が出たら速攻で下がるけど」

「おう、頼む」

「で、どっちへ行くのだ？」

「うーん、隠し場所はノーヒントだからなあ」

　腕を組んで、刻馬はどうしたものかと首を捻ひねった。

「じゃあ、こっちに行くというのはどうかしら？　勘ですけど」

　刃紋はそう言って、書架が織りなす通路の一つを指さした。

「美々子、そっちってどうなってたっけ？」

　地図のノートを開きつつ、美々子は、

「はい、行き止まりになっていますが……最初に潰つぶしてしまうのもいいかもしれません」

「いいんじゃない？　別にダメな理由もないし」

「うむ、そうだな」

「誰だれからも異論が出ないなら、宗近むねちか案で決まりか」

　誠十郎を先頭に変更し、一同は進軍を再開した。誠十郎はキョロキョロと書架の中や積み上げられた書物の陰を覗のぞき込んだりしているが、何も発見できないまま行き止まりに到達してしまった。

「すみません、ハズレだったみたいで」

　そう謝りつつ、刃紋は袋小路の奥に置いてあった一冊の書物を手に取った。

　直後、刻馬こくまたちが立っている床が光を放ち始める。

「なっ、なんだこれは……っ!?」

　イクミが驚いて声を上げた。

「ま、まさか……」

　誠十郎せいじゆうろうの顔も、焦りと恐怖に歪ゆがむ。

「こ……こんなところにナチュラル・トラップが発生していたなんて……！」

　美々子みみこが言った途端、全員の身体からだを強烈な浮遊感が包んだ。光はいっそう輝きを増し、刻馬たちを呑のみ込んでいく。

「くっ、最悪だ。強制テレポート……ッ！」

　その刻馬の言葉を最後に、刻馬たち五人の姿は光とともに掻かき消えた。



「ご名答」

　刻馬たちが罠わなにかかった直後、ウィーゼルは書架の陰から姿を現した。そして罠があった地点の中心まで歩みを進め、罠に使用した大判の書物を拾い上げる。

「行き先もフロア単位でしか指定できないし、最大四フロアしか跳べないし、消耗も大きいし、サイズもこんなでかさばるし、普段は使いにくい書物だけど……まあ、こうやって罠に使う分にはね」

　そして、くるりと踵きびすを返す。

「キング、もう『捜し物』は見つけたかな……。ボクも早く八階に行かなきゃ」

　一人呟つぶやきながら、ウィーゼルは下への碑ひに向かって駆け出していった。
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　テレポートの浮遊感から解放されるなり、刻馬はバランスを崩して地面を転がった。それは全員が同じだったらしく、周囲から「いてて」という声がいくつも上がっている。

　目を開く。

　すると、刻馬の目の前には幾き何か学がく的てきな図形を組み合わせた刻印があった。

　しかも、頬ほおには美々子の膝ひざ枕まくらにも劣らない柔らかい感触が。

　――まさか。

　慌てて跳ね起きると、やんぬるかな、怒りと羞しゆう恥ちで顔を真っ赤に染めたイクミが肩を震わせていた。

「ど、ど、ど……どこに顔を突っ込んでいるのだ――――――ッ！」

「ま、待て！　これは不可抗力……」

　言い終わる前に、イクミの拳こぶしは綺き麗れいに刻馬のテンプルを打ち抜いていた。

「痛ってえ――っ!?」

「ふん、恥を知れ」

「……お前、ベルテの村では膝ひざ枕まくらがどうとか言ってたじゃねえか…………」

「それはそれ。これはこれだ」

　――納得いかねえ。

　そう思って刻馬こくまが殴られたこめかみをさすっていると、

「ここはどこでしょうか……」

　と美々子みみこが呟つぶやく声が耳に入った。

　見回せば、立ち並ぶ苔こけ生むした書架と、鬱うつ蒼そうとした木々。今までいた四階よりは木漏れ日が明るく感じるが、時折聞こえてくる獣の遠とお吠ぼえが身の危険を感じさせる。

　刻馬は慌てて仲間たちを見回した。

「おい、全員いるな!?」

「ええ、どうやら」

　答えたのは刃紋はもんだった。

　そして、呆ぼう然ぜんとして固まっていた誠十郎せいじゆうろうが、頭を抱えて絶叫した。

「うわああああああああ――――っ！　ここどこだよ！　森？　密林？　って、確実に六階より下じゃんか！　死ぬ！　死んじゃうよッ！」

「うるさい黙れ」

　かなり強く言ったイクミだったが、誠十郎は黙るどころか、

「なんでイクミさんはそんなに落ち着いてるの！　僕ら、遭難したんだよ!?　ここがどこかも、帰り道がどっちかもわからないんだよ!?　もう帰れないかもしれないのにッ！　いや、かもじゃなくて、もう帰れないよ！　うあああ、僕ら、ここで凶暴な化け物に食べられちゃうんだあ！　こんなことなら出し惜しみしないで、お昼はコロッケパンじゃなくてロースカツサンドにしておくんだった――――――ッ！」

「黙れと言っている」

　ピタリ、とイクミは槍やりの穂先を誠十郎の眉み間けん数センチのところに突きつけた。

「……は、はい。黙ります……」

「安心しろ、私たちは死なないぞ。こういうときはな、刻馬がなんとかしてくれるのだ」

「へ？」

　ぽかん、と大口を開けたまま、誠十郎はイクミを訝いぶかしげに見返した。

「いや、んなこと言われても」

　困ったように頭を掻かく刻馬だったが、

「まあでも、落ち着くべきではあるな。見たところ、光景自体は七階と大差ない。古びた図書館のエリアが六階まで連続していたことを考えれば、ここは七階の周辺だろう。運良く七階なら、俺おれたちも降りた経験がある。場所さえ特定できれば、集落に向かうことも、帰るための碑ひの場所を目指すこともできるな。仮に八階九階だったとしても、俺おれたちの実力ならまるで歯が立たないってことはないはずだ」

「そ……それより下だったら……？」

「なおさら慎重に立ち回る必要がある。けど、帰還を目標に足あ掻がくことに違いはない」

　そう誠十郎せいじゆうろうに説く刻馬こくまの傍らでは、美々子みみこが読書魔法で“〝羅針盤コンパス”〟を出して方位を確認し、キャンパスノートのまっさらなページに現在地を描き込み始めていた。

　そして、イクミは「どうだ！」と言わんばかりに胸を張り、ふふん、と得意顔だった。

　誠十郎は美々子に近づいて、小声で、

「な……何があったの？　なんか凄すごい信頼ぶりだけど……。確かイクミさんって、刻馬のこと散々軟弱だの軽薄だの言ってたよね……？　ちょっと前まで、サボり癖がイライラするとかって鬼軍曹みたいに勉強させたりしてたのに」

　訊きかれた美々子は苦笑しつつも走らせていたペンを止めもせず、

「まあ、色々です。一緒に何度も探索をしていますし、その際に刻馬様がイクミさんを助けたのは一回や二回じゃありませんから」

「……ふーむ。いや、それにしてもさあ」

　何やら納得できない感じの誠十郎ではあったが、イクミはそんな二人のこそこそ話には気づきもせずに、

「ところで、刻馬。さっきから、『私』の……『断章』の気配を感じるのだが」

　と刻馬に耳打ちをした。

「……マジか」

「うむ。うっすらとではあるが」

　刻馬は少し考え込んで、

「七階では感じなかったんだよな？　針原はりはらが持ってたヤツの気配とか」

「そういえば、ベルテの村で理瑠りるがアレを持って現れたときも、目の前に来るまで感じなかった。……不思議だ」

「こないだ吸収した数ページで能力が拡張したとか？」

　思いつきで刻馬は言ってみたが、イクミは首を傾かしげている。

「そういうことではないと思う。何かこう、もっと変な感じなのだ。なんというか、気配そのものが迷宮に染み込んでいるような、拡散しているような……」

「ＯＫ、わかった。覚えておこう。だが、今は忘れようぜ。今は地上に帰る道を探すのが先決だ。地上に無事戻れたら、また来て探そう」

「……そうだな。うん、そうした方がいい。安全第一だな」

　イクミはうなずいて、そして声のボリュームを普通に戻して、

「それで、刻馬こくま。これからどうするのだ？」

「そうだな……まず、隊列の変更だ。美々子みみこには悪いがこの非常時だ、それぞれが一番実力を発揮できるポジションに就いた方がいい」

「はい。宗近むねちかさん、わたくしがしんがりに下がりますので、前衛をお願いします」

「あたしは別に構いませんけど……よろしいので？」

「ええ。もともと、わたくしのわがままでしたから」

「その隊列で周囲の地図を作成しつつ、水を探そう。みんな、実習で用意された五〇〇ミリペットボトルの飲料水しか持ってないだろ？　さすがにそれだけじゃあ心こころ許もとない。あとは、非常食も温存して、何か食べられそうなものも探すべきだな」

「え？　こんなところのもの、食べられるの……？」

　露骨に嫌悪を示す誠十郎せいじゆうろうに、イクミは何を言っているのだ、と呆あきれ顔をした。

「ツノオオカミのスープは、肉は硬かったが美お味いしかったぞ」

「食料調達なら、ベルテさんからある程度食材の話はお聞きしてメモを取ってありますから、役に立つかもしれません」

「あー、そういや、あのとき料理の話で盛り上がってたな。はは、人生、何が役に立つかわからんもんだなあ」

「はい。まったくです」

　それでも不安そうにしている誠十郎の肩を叩たたいて、刻馬は、

「ま、覚悟を決めるんだな。何日さまようかわからないんだ。贅ぜい沢たく言ってたら生きて帰れないぜ？」

　そう、明るく笑ってみせた。



　抜きざまに振るった刻馬の大剣がうなりを上げて、五本足のダチョウのような奇妙な生物の胴を両断した。

　五本の足には、獲物の肉を引き裂くための鋭い爪つめ。ダチョウのような外見のクセに、どうやらこの奇妙な鳥たちは刻馬たちを狩る気満々らしかった。

「小説『五剣伝』より抜粋、顕けん現げんせよ、“〝三日月宗近クレセント・ムーン”〟」

　刻馬が斬きり込んでいる間に、刃紋はもんは書物を引き抜いて刀を顕現させた。顕現させざま、一歩踏み込んでもう一匹のダチョウのような鳥を袈け裟さ懸がけに斬り捨てる。

　しかし、最後の一匹が五本の足を駆使して跳躍した。刻馬と刃紋の頭上を越え、甲高い鳴き声を上げながら鋭い爪を閃ひらめかせる。

「誠十郎、悪い！　もう一匹がそっちに行ったぞ！」

「うひゃあっ」

　誠十郎は鳥の爪から逃れようと地面を転がった。その誠十郎とイクミを庇かばうように、最後尾から美々子みみこが躍り出た。

「カタログ『魔導器百選』より抜粋、顕現けんげんせよ、“〝携帯用城壁パーソナル・ランパート”〟っ！」

　がいん、と音を立てて、鳥の爪つめが不可視の障壁にぶつかって弾はじかれる。

「この――――――ッ！」

　そのせいで着地後よろめいた鳥に、イクミが槍やりで突きかかった。胴を深く突かれた鳥はもんどり打って倒れ、足をバタつかせて暴れ始めた。転がった誠十郎せいじゆうろうのすぐ脇わきである。

「うわ、うわ……ッ！」

　慌てて逃げようとする誠十郎に、刻馬こくまは叫んだ。

「誠十郎ッ！　頭だッ！　頭を潰つぶせ！」

　その言葉に反応して、誠十郎はサバイバルナイフを抜き、逆手に両手で持って、

「うわああああああ――――――ッ！」

　悲鳴とも雄お叫たけびともつかない叫び声を上げながら、もたげかけたダチョウの禿とく頭とうに刃を振り下ろした。

　頭を貫かれた鳥はびくびくと痙けい攣れんし、やがて動かなくなった。

　誠十郎は肩で息をしながら、半ば放心状態で立ち上がれずにいる。

「よう、親友。大丈夫か」

　誠十郎に、大剣を鞘さやに収めた刻馬は手を差し伸べた。

「う、うん。いやあ、図書館迷宮ではダチョウすら肉食なんだね。見てよ、全体は鳥っぽいのにピラニアみたいなこの牙きば……」

　刻馬の手を借りて立ち上がり、誠十郎は怖々と屠ほふったばかりのダチョウを見下ろした。

「みたいだな。怪け我がはないか？　すまん。まさか、あんなにジャンプ力があるとは思わなかった。前衛が敵に飛び越えられたんじゃ失格だよな」

「何言ってんの。刻馬と宗近むねちかさんだから一匹ですんだんだと思うよ。出会い頭だったし」

「とにかく、全員無事で何よりでした」

　書物を腰のホルスターに収めながら、美々子が言った。

「うふ。ところでこの鳥、食べられるんじゃないでしょうか」

「焼き鳥は美お味いしいから正義だな」

「ベルテさんから教わった食材の中には、この鳥のことはなかったですけど……ダチョウは美味しいと聞きますから、あるいは」

「このまま焼くのか？」

「まさか。丸焼きだと焚たき火びでは火が通りにくいですし。でも、さすがにさばき方とかはわかりませんけど……」

「適当に切り分ければいいのでは？　どうせ一食で一匹も食べきれないでしょうし、なにも綺き麗れいにさばかなくても。保存できるわけでもありませんし」

　ついさっきまで自分たちを食べようとしていた生物が、今や完全に食材になってしまっていた。

「ねえ、刻馬こくま……。女の子って、凄すごいね……」

「まあ、頼もしいと思っておこうぜ」

　刻馬はそう苦笑した。
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　調理に関しては、美々子みみこは絶大な信頼を得ているらしい。

　刃紋はもんもそれとなく自分がやると主張したのだが、結局「じゃあ美々子の手伝いを」という程度までしか切り込めなかった。

　ではどれほどのものか、と見ていれば、火の通りやすさを考えた肉の切り方とか、集めた枝を使っての串くしの打ち方とか、焚たき火びからの位置を調整しながらの焼き方など、いちいち手際がよくて唸うなるしかない。

　――トショカンダチョウのさばき方も知らないわりには、なかなかやるわね。

　味つけは、美々子が常に持ち歩いているという塩コショウのみ。

　しかし、一口囓かじってみれば、

　――う。お、美お味いしい……！

　普段刃紋が味つけに使っている果汁や香草よりも、ずっと素材の味が引き立っているように思えた。

　――くっ、地上の調味料も、侮れない……。

「ふふっ、どうだ、美々子の料理は美味しいだろう」

　焼いた鳥にタルタルソースなる不気味なゲル状の調味料を塗りたくりながら、なぜだか胸を張ってイクミが言った。

「え、ええ。さすがですね」

「うむ。私も美々子の料理は大好きだ。美々子、美味しい料理をありがとう！」

「どういたしまして」

　微笑ほほえんでそう返す美々子の反応に満足したのか、イクミはさらに機嫌よさそうな顔で不気味なソースつきの肉にかぶりついた。

　思わず凝視してしまった刃紋の視線に気づいたのか、イクミは、

「ん？　刃紋も使うか？　タルタルソース」

「あ、いえ……」

「っていうかさ、イクミさん。合う？　タルタルソース」

「何を馬ば鹿かな。万能調味料タルタルソースを甘く見てもらっては困る」

「実習にまで持ってくるほど好きなのは結構だがな、何日さまようかわからないんだ。調子に乗って使いすぎると、あっという間に底をつくぞ」

　刻馬こくまにそう言われて、イクミはハッとした顔をする。

「た……確かに。むう、名な残ごり惜おしいが、今回はこのくらいに……」

　真剣に思い悩んでいるイクミの脇わきで、誠十郎せいじゆうろうは鳥の肉を頬ほおばり、

「いや、でも、なんかもっと壮絶な味を想像してたけど、いけるもんだね。適当なフライドチキンよりよっぽど美お味いしいかも」

「そりゃあ、この広大な森を好き勝手に走り回ってるわけだしな。ブロイラーの鶏よりは健康的だろうさ。まあ、美々子みみこの料理の腕があってこそだとは思うが」

「まあ、そんな」

　美々子が照れて、嬉うれしそうにモジモジし始めた。

「あ、そっか。菱谷ひしやさんの手料理なんだね、これ。もしかして、次は宗近むねちかさんの手料理を食べられるかも!?　そう考えると、遭難も悪いことばっかりじゃないなあ」

　――お気楽なことね。

　わいわいと食事を楽しむ一同の輪の中で、刃紋はもんは次にすべきことを反はん芻すうするように思い返し、確認していた。

　――罠わなの発動後、二四時間を目め処どに合図の魔法を打ち上げて位置を知らせる。

　それでウィーゼルたちに刻馬たちを引き渡せば、任務は終了する。

　任務が終われば、特別研究棟に関する情報をもらえる約束だ。

　あの人を捜すため。あの人に出会うため。

　そう何度自分に言い聞かせても、裏切りのようなこの役目は、無性に苛いらついて不愉快で、刃紋は好きになれなかった。



　一日を通して明るい図書館迷宮の森でも、人間は眠らないわけにはいかない。

　焚たき火びの番と見張りのため、二チームに分けて交代で眠ることに決まった。先に見張りに立つのは名乗りを上げた刻馬と、ならばと志願した美々子の二人。イクミは食事が終わった時点ですでに木にもたれて寝息を立て始めていた。

　誠十郎も書物を枕まくらに横になって、ときおり「むにゃむにゃ」とか言っている。

　それでも、刃紋は油断せず目だけは閉じて、寝た振りに徹していた。

　やがて、美々子が動く気配が感じられた。薄目を開けると、自分も含めた三人が寝入っていることを確認して、刻馬に近寄ったらしい。

「刻馬様」

　囁ささやくような声で、美々子は刻馬に呼びかけた。

「なんだ？」

「宗近むねちかさんのことなのですが」

　さては色っぽい展開にでもなるかと思った刃紋はもんだったが、自分の名前が出たことに驚かされた。何を話すつもりなのか、さらに耳に意識を集中させる。

「宗近さんなら、地上へ出るルートを知っているのではないでしょうか」

「さて、どうだろうな」

「彼女はライブラリ・チルドレンだと思うのですが」

　――え？

　どきり、と刃紋は心臓が跳ねるのを感じた。

「ああ、だろうな。デリケートな話だから誰だれも触れないけど……どう見てもあの剣法は我流だろうし、うちの学校以外であそこまで戦闘技術を磨ける環境ってここ以外思いつかないし。まあ、土日で退学した針原はりはらの代わりと考えるには月曜の編入ってのはあまりに早すぎるから、王国同盟ってことはないと思うが」

「はい。でも、だとしたら、このフロアの地図も持っている可能性が高いのでは」

　――あたしがライブラリ・チルドレンだと気づいている……！

「そりゃ地図を持ってたり地理を知ってたりするかもしれないが、無理矢理訊きき出すわけにもいかないだろ」

「しかし、刻馬こくま様も体調が万全ではないはず。長々迷い続けて消耗するよりは、早いうちに手を打った方が」

「俺おれは焦るべきじゃないと思うけどな。今日だって、それとなくあの鳥が食べられるってことを教えてくれてただろ。協力してくれてないわけじゃないんだから、あんまり博ばく打ちはしない方がいいと思う。もし帰るルートを知ってるなら、それとなく誘導してくれるんじゃないか？」

「それはそうかもしれませんが」

「逆に、焦れば宗近を敵に回しかねないぜ。こんな状況で仲間を一人失う上、図書館迷宮に慣れたライブラリ・チルドレンを敵にするなんてのはリスクが高すぎる」

「……確かに、そうですね。申し訳ありません」

「いいって。ま、信じようぜ。針原にやられた怪け我がなら、だいぶ痛みも引いてる。問題ないさ、気にしなくてもいいから」

　刃紋は静かに、書物へと手を伸ばした。焦りと目まぐるしく回した思考のせいで、後半のやりとりは耳に入っていなかった。

　――王国同盟の要求もあるから、強硬手段は取りたくないけれど……今、学校にいられなくなるのは困るわ。

　殺すしかない。全員を殺して、自分だけが生き残ったのだと言い張るしか……。

　ならば、まず狙ねらうのは一番手て強ごわい九条くじよう刻馬。彼さえ殺してしまえば、多少連携されたところでたかが知れている。

　と、刻馬こくまが立ち上がって、傍らに置いていた大剣を背負った。

「刻馬様、どちらへ？」

「ちょっと小便」

　刻馬が、書架と木々の陰に消えていく。

　――この機を逃せば、彼が孤立するようなチャンスは、きっともうない……！

　そっと手を伸ばした『彦一話集』を引き抜き、刃紋はもんは誰だれにも聞き取られぬよう、口の中で詠唱を開始した。
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　刺すような殺気を背後に感じて、刻馬は立ち止まった。

　振り返ると、微かすかにだが、木々の間にノイズが走る。

「誰だ」

　その誰すい何かに反応してか、木漏れ日が照らす森の中に刃紋が姿を現した。手にした書物を腰のホルスターにねじ込み、別の書物を抜く。

「小説『五剣伝』より抜粋、顕けん現げんせよ、“〝三日月宗近クレセント・ムーン”〟」

　刃紋の白い手の中に、妖あやしく輝く抜き身の日本刀が顕現する。

　そして刻馬を見据えた野良猫のような目には、強烈な殺意。

「……おいおい」

　殺気に思わず反応して、身構えていた。本能が身構えさせた。

　同時に、黒髪を舞わせて刃紋は動いていた。

　迷いのない高速の踏み込み。木漏れ日を反射して、太た刀ち筋すじが白く煌きらめく。

　――うおっ、手合わせのときより数段速いッ！

　反射的に、刻馬は後ろに大きく跳んでいた。

　刻馬が立っていた位置のほど近くで、かなり立派な立木が横よこ薙なぎに両断され、大きな音を立ててその身を森に横たえる。

「げ。なんだその反則気味な切れ味」

　しかし、刃紋は何も答えず、さらなる斬ざん撃げきを見舞おうと地面を蹴けっている。

　――ちッ！

　舌打ちをして、刃紋の上段からの攻撃を受け止めようと背負った大剣を抜いた。

　派手な金属音が森に響き渡る。

　わかりやすい予備動作と素直な攻撃の組み立ては手合わせのときと同じ。ならば、対応自体は不可能ではない。

　刻馬こくまが意図した通り、大剣は刀を受け止めていた。

　が、分厚い剣身のおよそ半分まで、刃紋はもんの刀が食い込んでいた。そしてなおも刃紋の刀は、じりじりと剣身を斬きり裂きながら刻馬に迫ろうとしている。

「う……ウソだろ!?　幻想鉄製の高級品だぞ！　高純度の幻想鉄は鋼の一・七倍硬いって触れ込みなのに！」

　叫びながら、身体からだを横にさばいて日本刀の下から逃げる。ほぼ同時に、刃紋の日本刀は刻馬の大剣の剣身を断ち切った。

　その瞬間に理解する。刃紋の技量がアンバランスな理由。

　あれだけの速度を誇りながら、単調な攻撃パターンの理由。

　それは、この刀の切れ味だ。武器や防具をも斬り裂くこの切れ味を前提に戦闘技術を磨くなら、余計なフェイントや技巧は必要ない。敵を逃さない速ささえあればいい。

　剣身を半分ほど失って軽くなった愛剣を見やって、刻馬はかなり絶望的な気分に陥った。

「お前は国民的怪盗三人組の、毎回つまらぬモノを斬ってしまう人か！」

　刻馬の軽口にも反応せず、刃紋は日本刀を構え直す。

　もう、手の中にある大剣は役に立たない。武器として完全に役立たずではないにせよ、普段使っている状態から重さもバランスも変わってしまっている。

　刃紋ほどの手て練だれを相手に、それで勝機を掴つかめるとは思えなかった。

「宗近むねちか。せめてもの情けで、俺おれはどうして殺されるのか、それだけ教えてくれないか」

　一瞬、刃紋の持つ刀の切っ先が逡しゆん巡じゆんした。

「……あたしは、人を捜しているのよ。だから、まだあの学校から去るわけにはいかないの。あの研究所があった場所から」

　――研究所……！

　ガン、と頭を殴られたような気がした。大剣を真っ二つに斬られた以上の衝撃。

　かつて刻馬がいた研究所のことを口にする、あまりにも彼女に似ている美少女。

「じゃあやっぱり、あれは宗近だったのか。椅い子すに拘束された俺の前に、標的として運ばれてきたライブラリ・チルドレンの女の子は……」

　思わず、刻馬は口走っていた。

「な――」

　刃紋の目が大きく見開かれる。その反応で刻馬は確信した。

「そうか。生きていたのか。……よかった」

　そしてだらりと剣を持つ手を下げ、天を仰いで目を閉じ、覚悟を決めた。

　――捜している人っていうのは、案外俺かもな。復ふく讐しゆうのために。宗近にしてみれば、俺だって加害者だろうからなあ。

　もしかしたら死ななかっただけで、相当痛い目に遭わせてしまったかもしれないのだから。怖い目に遭わせてしまったのかもしれないのだから。

　――いつでも斬きればいい。宗近むねちか、お前にはきっと、その権利がある。

　しかし、いつまで経たっても最期のときは訪れない。

「斬るんじゃないのか」

　問いかけても、返事はなかった。

　不審に思って目を開けると、刃紋はもんは書物さえも放ほうり出して、額ひたいを地面にこすりつけるようにして、刻馬こくまの前で震えながら土下座をしていた。

「な……おい？」

　わけがわからず刻馬がそう声をかけると、

「あたしは……あたしは、なんということを……！　一目会ったらわかるどころか、命の恩人である貴方あなた様さまを殺そうとしたなんて……」

　嗚お咽えつにも近いくぐもった声で、刃紋は言うのだった。

「は？」

　顔を上げた刃紋の瞳ひとみには、今にも零こぼれ落ちそうなほどの涙が溜たまっていた。

「この失態、どのようにお詫わびすれば……」

「えーと……？　今ひとつ、事情が呑のみ込めないんだが。俺おれを斬るために捜していたんじゃないのか？」

「そ、そんな、滅相もない！　あたしは、あのときに命を救って頂いたご恩返しをしたくて、ずっと貴方様を捜しておりました。なのに、その貴方様に刃やいばを向けるなど、なんというご無礼を……！」

「そ、そうなのか。俺はてっきり、復ふく讐しゆうしにきたもんだと」

「なぜあたしが貴方様に復讐など……。貴方様は、あのとき散々苦しい思いをしながらも、あたしには一回も魔法を放たなかったではありませんか！」

「あ、いや、あのときの記憶ってあんまりないんだ。気がついたら病院だったしさ。だから、もしかしたら君を殺してしまったんじゃないかとずっと思ってて」

「そんな……記憶がなくなるまでご自身が傷つきながら……なのに、あたしは……！」

　何を思ったのか、刃紋はブレザーを脱ぎ、リボンタイを外し始めた。

「お、おい、何を……」

「はい。お詫びをしようにも、今差し出せるものはこの身くらいしかありませんゆえ」

　なおも、刃紋はブラウスのボタンを外し始める。真っ白い胸元には、雪景色にも似た美しい谷間。その白さと、はらりと肩から滑り落ちた黒髪が織りなすコントラストが、刻馬の目を強烈に引き寄せようとする。

「ちょ……！　はあッ!?　待て待て、何を考えてるんだ！」

　目のやりどころに困りながらも、刻馬は折れた大剣を放り出して刃紋の両肩を掴つかんだ。

　そのとき。

「刻馬こくま様！　先ほどの音はいったい……！」

「刻馬、無事かッ」

「宗近むねちかさんの姿もないんだよ。一緒なの？　刻馬」

　ガサガサと茂みを掻かき分けながら、自分を捜しにやってきた仲間たちと目が合った。

　三人とも、言葉を失い固まってしまっている。

　そして、刻馬は自分が置かれている状況に気がついた。

　目に涙を浮かべて、胸元をはだけた刃紋はもん。その肩を掴つかんでいる自分。この瞬間だけを切り取れば、まるで自分が刃紋を襲っているように見えるのではないか、と。

「いや待て、違う！　これには事情が！」

　バッと刃紋から離れて、刻馬は弁明を口にした。

「いや、マジで！　頼む、宗近！　事情を説明してやってくれ！」

「はい。あたしが万死に値する失態をしてしまったので、せめてこの身を捧ささげてお詫わびをしようと……」

「違うだろ――――――ッ!?」

　中ほどから断ち切られた大剣や薙なぎ倒された立木を示したりしながら、刻馬はしどろもどに、かつ涙目で、事情を説明させてくれと懇こん願がんしたのだった。
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　着衣を正した刃紋はもんも一緒に焚たき火びの場所まで戻り、イクミたちは刻馬こくまがかいつまんで話す過去に聞き入っていた。

　研究所で読書魔法の実験を強要されていたこと。

　そこで、標的としてライブラリ・チルドレンの女の子が――刃紋が運ばれてきたこと。

　刃紋に魔法を撃てという指示に逆らって、散々電流を流され痛めつけられたこと。

　それで意識を失い、目覚めたら病院のベッドにいて、研究所自体が閉鎖に追い込まれていたこと。

　ずっと、刃紋を殺してしまったのではないかと思い込んでいたこと。

「そんなことが……。それで、刻馬様は読書魔法を嫌っておられたのですね」

「ああ。そりゃ嫌いにもなるだろ」

「それにしても、なんなのだ、その研究所とやらは！　あまりに非道ではないか！」

　自分が魔法を使ってもらうときに見たヴィジョンがそのときの光景だと知れば、イクミとしては憤りたくもなる。まして、その実験とやらがなければ、刻馬は読書魔法嫌いにもならず、もっともっと読んでもらえたはずなのだから。

「っていうか、何そのシリアスな過去。なんか刻馬が遠いところに行っちゃったなあ」

「あ。ではもしかして、昨日ずっと刻馬様が宗近むねちかさんに近づこうとなさっていたのは、そのことを確認しようと……？」

「ああ、あまりにも似てたんでな」

　――なんだ、あれは刻馬が刃紋にキ、キスをしたかったからではないのか。

　ホッと、安心感がイクミの胸に満ちる。

　同様に、美々子みみこも胸を撫なで下ろしているようだった。

「申し訳ございません」

　また、刃紋が深々と頭を下げた。

「恩人である貴方あなた様さまに気づいて頂いておきながら、あたしは……あたしは……！　やはり、せめてこの身体からだで……！」

　バッと顔を上げ、また刃紋は服を脱ごうとリボンタイに手をかけた。

「やめ――ッ！　だから気にしないでくれってば！」

　刻馬が叫ぶと同時に、美々子が刃紋を押さえにかかる。

「でも、だったら私たちなど気にせず訊きけばよかったではないか」

「そうもいかないだろ。その話に触れれば、話さないわけにもいかなくなるじゃないか。自分が人殺しかもしれないとか」

「それはそうですが……でも、わたくしはそれを聞いたからといって刻馬こくま様のことを嫌いになど絶対になりません」

「私だってそうだ！」

　刻馬は照れくさそうに鼻の頭を掻かいて、

「そりゃあ、そうだろうとは思ってるよ。でも、だからこそ言いにくくてさ」

　――きっと、そこが刻馬の優しいところなのだろうな。

　美々子みみこは、その研究所とかから刻馬が守ってくれたのだ、と言っていた。そして美々子がそれに気づいていたように、刻馬も美々子が気づいていることを察知していたのだろう。それを言えば、美々子はもっと気に病むことになる、と考えていたのだ。

　だから、刻馬はずっと言わなかったのだ。イクミにはそう思えた。

「あたしは、その研究所からジドウヨウゴなんとかという場所に移されたのですが、地上の人間が信用できなくてすぐに逃げ出して図書館迷宮に戻りました」

　美々子になだめられて服を脱ぐことは断念した刃紋はもんが、リボンタイを直しながら言った。

「それで、恩人である刻馬様を捜すためにわたくしたちの学校に来たんですね」

「はい。せめてご恩返しに、お仕えさせて頂こうと。これまで、その一念で剣を磨いて参りましたので」

　刻馬は苦笑して、

「いや、恩返しとか、別にいいから。俺おれは宗近むねちかが生きててくれただけで充分嬉うれしいんだよ。だから宗近も、もうそんなことにこだわらないで、生きたいように生きた方がいいぜ」

「はい、ありがたき幸せ。お許しを頂いたからには、今後は全身全霊を以もつてお館やかた様さまのために尽くさせて頂きます！」

「待て。いつ誰だれが許した。ってか、お館様ってなんだ。俺のことか？」

「は、たった今、生きたいように生きろ、とお館様は仰おつしやいました」

「いや、だからそれは」

「あたしの望む生き方は、お館様にお仕えすることのみです」

「宗近、前後の文脈を無視しないでくれ」

「刃紋とお呼び下さい。その名字は偽名ですので」

「あ、そうなのか……じゃなくて！」

「そ、そして、その……」

　刃紋は頬ほおを朱に染めて、もじもじしながら、

「高望みはいたしませんので、側室の末席にでも加えて頂ければと……」

「前後無視の上に、またおかしなこと言い出した――――――ッ!?　なんだその、もうすでに俺が正妻を娶めとっているかのような物言いはっ！」

「え？」

　刃紋はもんは首を傾かしげて、美々子みみこを指さし、

「奥方様と」

　次いでイクミを指さし、

「側室の方なのでは？」

　奥方などと言われた美々子は、盛大に顔を赤くしてうつむいた。

　イクミは頭上にはてなマークをたくさん浮かべて、

「そくしつ？　美々子、そくしつとはなんだ？」

　と尋たずねた。

「……そう見えるよね。なんかむかつくなあ」

　拗すねたように、誠十郎せいじゆうろうは書架に寄りかかって刻馬こくまに白い目を向ける。

「ま、いいんじゃないのー？　そう言ってもらえるのは、男にとっては都合がいいよね」

「お前まで、まるで人を最低野郎みたいに……！」

　しかし、刃紋は刻馬の抗議を遮って、ぐっと拳こぶしを握り、

「そう、それです！　あたしは、お館やかた様さまにとってもっとも都合のいい女でありたいと思います！」

「待て――ッ！　ダメだろそれは！　ってか、ますます俺おれがダメなヤツみたいになっていくじゃねえか！」

　結局、平行線というか、まったく噛かみ合わないままに話は続いた。

　そして、美々子は「そくしつ」の意味をイクミに教えてはくれなかった。

　ただ、イクミにも刃紋が刻馬に対して好意を示し始めたことだけははっきりと感じ取れていた。

　――つまり、刃紋も刻馬とキ、キ、キスがしたいということなのだろうか。

　美々子も刃紋も、書物ではない。だから、刻馬の唯一の書物でありたいと願うイクミにとって、ライバルとはなり得ないはずだ。しかし、それでも、美々子や刃紋が刻馬とキスをすることを想像するだに、なぜか胸が苦しくなる。

　由ゆ々ゆしき事態は、少しばかり様相を変えたが、まだまだ続いているようだった。
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　朝――という概念は、明るさが一定に保たれる図書館迷宮内では希薄ではあるが、刻馬が目覚めると、焚たき火びはほとんど消えかかっていた。

　硬い地面に寝たせいで強こわばった身体からだを起こし、周囲を見れば、美々子もイクミも誠十郎も寝入ってしまっている。刃紋の件で大騒ぎした結果、火の番も何もうやむやになって全員で寝てしまったらしい。

　ゾッと、背筋に冷たいものが走る。

　――もし、こんなところを怪物に襲われでもしていたら……！

　その瞬間、背後でガサリと茂みが音を立てた。

　反射で身構え、大剣に手を伸ばし――その軽さの頼りなさに舌打ちをした。

　元々長さも重さも過剰な得物だったので、半分になっても武器としては使えるだろう。しかし、今まで通りの戦い方ができるはずもない。

　焦りのせいで、剣を握る手に汗が滲にじむ。

　しかし、茂みから現れたのは刃紋はもんだった。両手いっぱいにラグビーボールくらいはありそうな大きな果実をいくつも抱えていた。

「なんだ、宗近むねちかか……」

　剣を下ろして、ホッと安あん堵どする。

「昨日も申し上げましたが、刃紋とお呼び下さい、お館やかた様さま」

「あ、ああ。それは……？」

　刻馬こくまが、刃紋が抱えているものを指さすと、

「はい。食料を調達して参りました」

　刃紋は跪ひざまずいて、戦果を誇示するように持ってきた果実を並べてみせる。そして、何か期待に満ちた目で刻馬を見上げた。

　そう、まるで、ボールを取ってきた子犬が、飼い主が褒ほめてくれるのを待つような瞳ひとみで。

　そんなキラキラした瞳でジッと見つめられて、刻馬はかなり戸惑い、困り果てながらも、

「いや、その……なんだ。でかした」

「はいっ」

　刃紋が嬉うれしそうに返事をする。

　――尻尾しつぽが……千切れんばかりにパタパタと振られる尻尾が見えるようだ……。

　しかも、褒められて喜ぶ顔はなんだかとても無邪気に輝いていて、そして可愛かわいらしく見える。

「すぐにお食事の支度をいたしますのでっ！」

　刃紋は上機嫌で消えかかっていた焚たき火びに枯れ枝をくべた。同時進行で、どこから持ってきたのか大きな葉を敷いて、その上で大きな果物の解体を始める。

「わたくしのグルカナイフ、お貸ししましょうか？」

　いつ起きたのか、美々子みみこがその作業を覗のぞき込みながら訊きいた。

「確かに、皮が硬そうだな。鉈なたに近いグルカナイフの方が向いてるか」

「うふ、ご心配なく。刃を入れる場所さえ間違えなければ、この通り」

　さほど力を入れたように見えないのに、刃紋の脇わき差ざしはストンと容た易やすく果物を割ってしまった。

「へえ……」

　刃紋はもんは割った果実から乳白色の果肉を切り出し、一口サイズに切っていく。その手際は鮮やかで、美々子みみこの調理技術と比べても遜そん色しよくはなさそうだった。

「これ、もしかしてカヴァロの実ですね？　炙あぶると美お味いしいと聞いていますが、どういう調理をするんですか？」

　好奇心丸出しで、美々子が刃紋に尋たずねる。

　食材を前にした二人を後ろから眺めつつ、刻馬こくまは苦笑してしまった。

　――料理好きだもんなあ、美々子は。ベルテにも色々訊きいてたし、地上では手に入らない食材の調理法とくれば、こんなときでも興味を持たないわけがないか。

「普通に炙るとせっかくの果汁が落ちてしまうので、アレを使おうかと」

　刃紋が示した先には、おそらく刻馬たちが寝ている間に回収してきたのであろう、折れた刻馬の剣の先端半分が置いてあった。

　それを見てピンときたらしい美々子が「なるほど」と手を打った。

「では、わたくしはそちらの準備をしますから、宗近むねちかさん……は偽名でしたね。刃紋さんは、果物の処理を続けて下さいな」

「はい、奥方様」

「お、奥方様はやめて下さい。今の日本は一夫一妻制です。側室とかはないんですよ」

　顔を真っ赤にして美々子は説明するが、しかし、刃紋はキョトンとして首を傾かしげるのみ。

「しかし、優れた殿方の子孫を後世に残すには、その方がいいのでは？」

「ですから……ああもう、後でちゃんと説明しないと……」

　とりあえずその話はそれで中断して、美々子と刃紋はそれぞれの仕事を再開した。

　美々子は焚たき火びの両りよう脇わきに手近な書架から拝借してきた書物を積み上げて、炎の真上に折れた大剣の先端半分を渡した。

「なるほど、折れた剣を鉄板代わりにして焼こうってわけか」

　二人は、揃そろってにっこりと笑った。

　刻馬はまだ寝ているイクミと誠十郎せいじゆうろうに歩み寄って、二人を揺さぶる。

「おい、起きろ。メシの時間だとさ」

　愛剣の、先端半分の最後の仕事。

　軽く焼いたその果肉は、チーズのような濃厚な味わいだった。中はもっちりと溶けかけていて、焼いた面はカリカリになっている。溶け出した果汁が焦げて立ち上る香ばしさが食欲を刺激した。

　そして刻馬が「旨うまい」という度に、まるで尻尾しつぽを振るように、刃紋は嬉うれしそうに誇らしげに微笑ほほえむのだった。
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　丸一日うろついたおかげで今いる場所がなんとなく把握できた、と刃紋はもんは刻馬こくまに申し出てきた。もちろん、申し出た時点で「褒ほめて」の瞳ひとみはキラキラと輝いていた。

　刃紋が言うには水場も近いということだったので、刻馬たちはまず水を補給してから帰るルートへ向かうことを決め、刃紋の案内で小さな泉にたどり着いた。

　遭難二日目の正午近くのことである。

　澄んだ水の底には、開かれた一冊の書物。どうやら、その書物から水が湧わき出しているらしい。

　そこで、美々子みみこから一つの提案がなされた。

　安全を考えれば水浴びは無理でも、せめて身体からだを拭ふくくらいはしたい、と。

　かくして刻馬と誠十郎せいじゆうろうは、書架の裏側――声は届くが姿は見えない、という位置に隔離され、所在なく立ち尽くしているのだった。

「おおッ、大きさは美々子の方が圧倒的だが、刃紋のおっぱいは……なんというか、綺き麗れいだな」

「そうですね、凄すごく形がいいですね」

「そ、そうかしら……？」

「刃紋、触ってもいいか？」

「え……？」

「イクミさん！　もう、刃紋さんが困ってるじゃないですか！」

「ちょっとだけ！　ちょっとだけだ！」

「つまり、お館やかた様さまに捧ささげる前に検分する必要がある、と？　そういうことなら……」

「うむ、なんだかよくわからないがその通りだッ！」

「イクミさん！　何サラッと乗っかってウソをついてるんですか！」

「あはははは、触ってしまえばこっちのものだ！　えーい！」

「……あんっ」

「おおおっ、極上！　極上だ！　美々子とは違うが、これはこれで素晴らしい……ッ！」

「もう、ごめんなさい！　イクミさんッ！　少しは遠慮ってものを……！」

　ごくり、ととなりの誠十郎が生なま唾つばを飲み込む音が聞こえた。

「……ねえ、刻馬」

「なんだ」

「これって、生殺しだよね……」

「まあ、な。でも、覗のぞこうとか考えるなよ？」

「えー。いつから刻馬はそんな真ま面じ目めになったの！」

「馬ば鹿か野郎、刃紋はもんのおかげで帰りのルートはわかりそうだが、一応はまだ遭難中なんだぞ。チーム内の男女間で亀き裂れつが入るとか、最悪だろ」

「でもさ……」

「我慢しろって。せめて、生還してからやってくれ」

「……そりゃあさ、刻馬こくまはいいよね。菱谷ひしやさんは甲か斐い甲が斐いしく世話を焼いてくれるし、イクミさんとも急接近中だし、刃紋さんまで猛アタックを開始したし」

「どうだかな」

　刻馬は小さく一つ嘆息して、

「恵まれてるとは思うが……でも、お前が思ってるほどじゃねえよ。美々子みみこが俺おれに尽くしてくれてるのは、家柄とかのせいだし」

「家柄？」

「ああ。何代前からか知らないけど、なんか俺の家に仕える家系なんだとさ。このご時世、そんなことに縛られる必要はないだろ、って何度も言ってるんだがな。あいつ、くそ真面目だから」

「……それ、本気で言ってんの？」

「本気も何も、事実だよ。イクミだって――」

　書物として、自分が唯一使用できる書物使いだから。

　そう言いかけて、刻馬は言葉を呑のみ込んだ。

「イクミさんだって……何？」

「いや。……あいつの場合は、面倒を見てくれる近所のお兄さん、くらいの感覚だろうさ。中身は全然お子様だし、あんまり男として見られてるって気はしねえな。

　刃紋に至っては、恩義ありきだろ。恩があるから従います、なんてのは恋愛以前じゃねえか。それを真に受けちまったら、なんていうか、ダメだろ。人として」

「はあ、こりゃまた……」

　呆あきれて、誠十郎せいじゆうろうが肩を竦すくめた。

「なんだよ」

「別にー？　ちょっと自分を過小評価しすぎなんじゃないかと思っただけだよ」

「……嫌いなもんから逃げ回ってたこんな馬鹿の何を評価するんだよ」

「さあねえ。でもさ、案外完かん璧ぺきな人間より、弱いとこ持ってるヤツの方がモテたりするんじゃん？」

　茶ちや化かした調子で言って、誠十郎はニヤッと笑う。

「フォローのつもりか。そりゃ、結局俺がダメなヤツだってことじゃねえか」

　イクミに散々怒られて、猛勉強させられたことを思い出し、刻馬は自じ嘲ちようした。

　――実際、情けねえよなあ、俺おれ。

　女性陣のはしゃぐ声は、まだ聞こえている。

　見たい、という衝動はなくはないものの、むしろ楽しそうでいいな、と刻馬こくまは思った。



「ここは八階で間違いないんだな？」

　泉のほとりで、地図を広げ、刻馬は確認の意味で刃紋はもんに訊きいた。

　刃紋は力強くうなずいた。

「この辺りにはよく狩りに来るので、間違いようがありませんもの」

「七階への碑ひはどのあたりか、目星はつくか？」

「はい。このあたりかと。普通に歩けば二時間くらいです」

　地図の白紙の部分を、刃紋の白く細い指が示した。

「なるほど。帰れる目め処ども立ったんだ、ついでだからマッピングをしながら進もう。また来るときにはずいぶん楽になるしな」

「では、倍の四時間を見て、……となると、やっぱり七階ではベルテさんの村に寄って、一度休憩を取った方がよさそうですね」

「ああ、そうだな」

　そんな話をしているところに、ずいっとイクミが顔を突っ込んできた。

「刻馬、ここはなぜ空白なのだ？」

　そう言って、地図の一点を指さす。そこは、強制テレポートで飛ばされた地点にほど近い一画だった。手探り状態で歩き回っただけではあるが、確かに言われてみれば、不自然にぽっかりと穴が空いたように何も描き込まれていない。

「……ここ、何があった？　崖がけや岩場なんてこのフロアでは見なかったよな。じゃあ、何で区切られてたっけ？」

「書架と木によって壁のようになっていたかもしれません」

　図書館迷宮は、コンピュータ・ゲームのダンジョンとは違う。必ずすべての区画に立ち入れるようにデザインされているわけではない。

　しかし、切り立った岩や底なし沼で阻はばまれているならともかく、森のようなエリアで特に何もないのに立ち入れない、というのは妙な話だった。地図を描く以上、茂みの中や書架の内容まである程度確認するのは必ひつ須す事項なのだから。

　刻馬と美々子みみこは、ほぼ同時に刃紋を見やった。

「さあ。そこにはあまり近寄りませんもの。でも、おそらくその場所は、ずいぶん前から書架と木々が複雑に絡み合って壁のようになっていたはずです」

「そんな場所、他ほかにはなかったよな？」

「はい。気になるようでしたら、帰る前に立ち寄ってみますか？」

「うーん。いや、ここはやめておくべきだろ。調べるにしても、一度帰ってから万全を期した方がいい」

「うむ、安全第一だな！」

　と、そこへ、近くの書架でごそごそやっていた誠十郎せいじゆうろうが、

「あーッ！　刻馬こくま！　見てよ、これ！　凄すごい書物を見つけちゃった！　凄すご腕うでハッカーの小説！　魔力も申し分ないし、これ、上う手まく使えばネット上を自由自在に……」

　そう叫び、全員の冷たい視線にたじろいでもにょもにょと言葉の尻尾しつぽを呑のみ込んだ。

「自由だな、貴様。刻馬たちが真ま面じ目めな話をしているというのに」

「書物探しも結構だが、ほどほどにしておけよ。荷物を重くすると、その分体力も消耗するぞ」

「いやその、あはは。ごめん。僕が悪かったよ」

　しかし、その誠十郎に対して、突如、刻馬、美々子みみこ、イクミの三人が武器に手をかけて身構えた。

「なッ!?　ちょ、まっ、悪かったってば！　何もそこまで……」

　慌てる誠十郎の背後で、刻馬たちの険しい視線を集めている人物が囁ささやく。

「探索中、大声で騒ぐのは感心しないよ。肉食の怪物を呼び寄せるから。まあ、おかげでボクはキミたちを見つけることができたけど」

「ひっ」

　驚いて、誠十郎が転がるように刻馬の足元にまで逃げてきた。そして振り返って、再度驚きよう愕がくに目を見開いた。

「は……針原はりはらさん!?」

　刻馬が折れた大剣を抜いて、その切っ先を黒マント姿のウィーゼルに向ける。

「ちょ、刻馬、なんで剣なんか抜いてるの!?　針原さんも、どうしてこんなところに……」

　刻馬はその質問には答えず、

「さすがに今日は可愛かわいいねとも言ってやれないぜ。何をしにきた、針原」

　低く、静かに訊きいた。

「……どうしたの、その剣。ずいぶん短くなっちゃって」

「うるせえ、大きなお世話だ」

「あ、先輩。あたし、王国同盟辞めますので」

　突如言い放った刃紋はもんの言葉に、ウィーゼルのみならす、刻馬も美々子もイクミも、揃そろってポカンと大口を開けた。

「ちょ……約束の時間になっても合図してこないと思ったら、いったい何!?　キミ、情報が手に入らなくてもいいの!?」

「うふ、もう必要なくなりましたので」

　ちらり、と刃紋はもんが刻馬こくまを見やる。

「……え、捜してた恩人って九条くじよう君だったの……？」

「ってか、お前、王国同盟だったのかよ!?」

「はい。新入りも新入りでしたけど。王国同盟の目的が達成されれば、お館やかた様さまを捜すのにも動きやすくなると思ったものですから」

「目的って、図書館迷宮を広げる話か!?　ダメだぞ、刃紋！　それは絶対にダメだ！」

　イクミの剣幕に驚いて、刃紋は指示を仰ぐような顔で刻馬を見た。

「ああ、ダメだ」

「あたしはもう必要ありませんし。うふふ、では、お館様とイクミ先輩がそう仰おつしやるのでしたら、阻止いたしましょう」

　獲物を見るような酷薄さで、刃紋は大きな目を細めて腰の書物に手をやった。

「悪く思わないで下さいね、先輩。これも愛いとしいお館様のためですので」

「ぐ……この女は……！　ってか、今日はボクにやり合う気はないの！　折れてるとはいえ、その物騒なものはしまってほしいな。あと、そこの殺気立った女をなんとかして」

　と、ウィーゼルはホールドアップする。

「こっちもお前とやり合いたくなんかないが……一度殺されかけた身としては、素直に武器も下ろせねえだろ」

「こ、殺されかけた!?　ちょ、え？　え――――――ッ!?」

「梶原かじわら君、うるさいよ、ちょっと黙ってて。っていうか、ボクがその気なら、もう二、三人死んでると思わない？」

　う、と刻馬は言葉に詰まった。

　確かに、少なくとも誠十郎せいじゆうろうは死んでいただろう。近づかれたことに、刻馬たちはまったく気づけなかったのだから。

「少し、話がしたいんだ。会わせたい人もいる。タダでとは言わないよ、来てくれたら、帰り道を教えてあげる」

「帰り道なら、あたしが案内するつもりでいますけど？」

　一瞬、ウィーゼルは言葉を失って、

「き、キミってヤツは――――――ッ！」

「諦あきらめろ、理瑠りる！　私は理瑠たちには協力しないと言ったはずだ！　貴様たちがやろうとしていることは――」

　刻馬は折れた剣を下ろし、イクミの言葉を手で制した。

　協力できない。その点については、刻馬ももちろん同意見だ。

　でも。

　説得が簡単だとは思わない。

　それでも。

「わかった。その話し合い、応じてやらんでもない」

　刻馬こくまはそう言って、剣を鞘さやに収めた。

「え……？」

　その反応に驚いて息を呑のんだのは、刃紋はもんだった。

「いや、わかるぜ。刃紋がこっち側についてくれたことで、帰り道という交渉のカードを針原はりはらは失ってるしな。確かに、乗ってやるメリットはこちらにはない。せっかく刃紋がつくってくれたアドバンテージは無駄にすることになっちまう」

「……ボクもびっくりしたよ」

「平和的な話し合いなんだろ？」

「もちろん」

　ウィーゼルの目を、刻馬はまっすぐに睨にらみつけた。

「針原。その言葉、お前の殺されたっていう仲間たちに誓えるな？」

　ウィーゼルは一瞬ハッとして、直後、小さく笑った。

「なるほど。いいよ、誓う。ボクの仲間たちの名誉に。……ボクの一番大切なものに誓わせたんだから、今さら嫌だとは言わせないよ」

　刻馬はうなずいて、仲間たちに、

「すまん。これは俺おれのわがままだが……付き合ってくれ。針原とは、話し合う機会がほしいんだ。話が聞きたいんだ」

　頭を下げた刻馬に、まず美々子みみこがにっこりと微笑ほほえんだ。

「……わたくしも信じます。信じられると思います。あのときの、理瑠りるさんの言葉に嘘うそがあるとは思えませんでしたから」

　次いで、イクミも少しきまり悪そうにしながらも納得し、槍やりの構えを解いた。

「むう。……まあ、確かに協力はありえないが、理瑠は友達だからな」

　誠十郎せいじゆうろうも転がった際についた土や埃ほこりを払いつつ、

「……もう何がなんだか。ちゃんとわかるように説明してよね」

　最後に刃紋も、

「お館やかた様さまがそう仰おつしやるのでしたら」

「じゃあ、ついてきて」

　ウィーゼルが踵きびすを返す。

　翻ひるがえるマントの背中、白い十字架を追って、刻馬たちは進み始めた。



    

  
    
      


第四章　王国滅亡譚





　その男はやはり黒マントを纏まとって、数冊重ねた書物を椅い子す代わりに座っていた。

　刻馬こくまたちが跳ばされてきた地点のほど近く、奇くしくもイクミが興味を示した空白のエリアのすぐ側そばだった。

「キング、連れてきたよ」

　ウィーゼルはその男に駆け寄り、

「この人は、キング。ボクたちのリーダー。キング、彼が九条くじよう刻馬。そして、人化した異空密儀教典、イクミと、菱谷ひしや美々子みみこ。それと、ついさっき王国同盟を辞める宣言をしたお馬ば鹿かさんと、その他一名」

　怪け訝げんな顔で、キングが刃紋はもんに視線を向けた。

「辞める？　捜しているという恩人が見つかったのか？」

「うふ、ええ。すみません、ボス」

「仕方ないさ。元々目的が達するまでという約束だ。むしろおめでとうと言うべきだろう」

「捜してた人は九条君だったんだって」

「それはまた……。図書館迷宮などという異世界が連結したというのに、世間というヤツは狭いままだな」

「っていうかさ、その他って、扱い酷ひどくない……？」

　抗議しかけた誠十郎せいじゆうろうだったが、ウィーゼルに睨にらまれて身を竦すくめ、黙り込んだ。

「キング、とはご大層なのが出てきたな」

　刻馬が呟つぶやくと、キングは微笑して立ち上がった。

　やや刻馬より背が高く、すらりとした印象だった。とても、過酷な環境で戦い抜いてきた屈強な戦士という感じには見えない。そして実際、武器は一つも帯びていないことに刻馬は気がついた。

「もちろん、あだ名だよ。私自身が名乗ったわけでも、そう呼ぶよう強要しているわけでもない」

　と、キングがマントのフードを背中の方へと押しやった。

　耳を隠し、目にかかる癖のない髪。涼しげな目元には、どこか哀かなしそうな影がある。

「初めまして。成り行き上、王国同盟を率いている者だ。名は、九条マルクト」

「九条……だと!?」

　イクミが驚いて目を見開いた。他ほかの者も、ウィーゼルさえも驚きを隠せずにいた。

「そう、九条刻馬。貴方あなたの腹違いの弟だよ、兄さん」

「お、弟!?　どういうこと!?　そ、そんな話、ボクは聞いてないよ！」

　ウィーゼルは叫ぶが、キングは落ち着いたまま、

「ん？　そうだったか」

「そうだよ！　ボクが聞いてるのは、魔術結社『ダァト』を率いている一族が九条くじようで、それに仕えているのが菱谷ひしやだってことだけで……！」

「……すまない。なかなか言いにくくてね。何しろ私の父がこんな迷宮を顕けん現げんさせなければ、みんな苦労をする必要も、地上を目指す必要もなかったわけだから」

「そんなこと……！　別に、それを知ったからって、キングのことを恨んだりなんかするはずないじゃないかッ」

「そうだな。その謝罪は、後でゆっくりしよう。今は、彼らと話させてほしい」

「う……うん」

　ウィーゼルがもじもじと黙り込む。

　刻馬こくまの周りでも、

「よもや、刻馬の血縁者とはな。言われれば、確かに目元なんかは似ているように見える」

「にしても、変な名前だね。マルクトって」

　などと、イクミや誠十郎せいじゆうろうが言い始めていた。

「ダァト……マルクト……。あ！」

　ハッと、何かに思い至ったように美々子みみこが声を上げた。



    

  
    
      



    

  
    
      「カバラ……！　生命の樹セフィロトですね。ダァトは知識と訳される隠されたセフィラ。マルクトは王国と訳される第一〇のセフィラ……」

「その通り。父は、結社の有力な構成員に生命の樹からとった名を与えていた。菱谷ひしやのご息女、貴女あなたのご両親もそうした名を持っていたはずだ。そして、さらには……息子にまでね。兄さんの場合は地上で生まれていたからまだしも気を遣ったようだが、図書館迷宮で生まれた私の場合は身もフタもない」

「俺おれの名前……？」

「刻馬こくま様。生命の樹の第二番目、叡えい智ちのセフィラはコクマーといいます」

　くらくらしそうになる頭を押さえて、刻馬はげんなりとうなだれた。

「俺の名前、由来はそんなんか……。なんか悲しくなってきた」

「まったく同感だ。が、この図書館迷宮では、そんなでも親からもらった名があるだけでも恵まれている。兄さんたちを案内してきた彼女も含めて、私の仲間の大半はそれすら持っていない。親の顔など、知らない者がほとんどだった」

「……恵まれてるって言われちゃ返す言葉もねえな」

「別に責めているわけではないがね。順を追って話そう。父から聞いている話も含めて。

とにかく、端的に言えば、自分の目的のために息子である私と兄さんを利用しようとしたのが父だった」

「すると、お前、“〝無数の仮面”〟か」

　刻馬の言葉に、今度はキングが驚いて息を呑のんだ。

「知っていたのか……！」

「確証はなかった。半分は勘だ。自分が“〝無限の杯”〟かも、って思ってたら消去法でそうなるだろ。くそ、外れてほしかったけどな」

「刻馬様。それはいったい、どういう……？」

　美々子みみこが遠慮がちに訊きいた。

「俺たちの親父おやじは、俺とそいつの才能を操作したのさ。生まれる前に、母親の胎内に宿る前に、何やらゴチャゴチャと秘術を施してな」

「そう。異空密儀教典の莫ばく大だいな魔力を受け止める底なしの魔術の素養、“〝無限の杯”〟という才能を兄さんに――」

「そして、いくつもの魔法が交錯する複雑な儀式を一人で制御するための才能、“〝無数の仮面”〟をそいつに施して、俺たちを使って図書館迷宮の顕けん現げんを実現しようとした。図書館迷宮に眠る知識を、膨大な書物を手にするために。そうだろ？」

「ああ。ダァト、つまり知識というその名前からもわかるように、父の魔術結社はこの図書館迷宮の書物を求める一団だったのだ。そして、ダァトではずっと何代も前から、そのための手法として一冊の書物を研究し、解読しようと試みてきた」

「やっぱりか」

「それが分割されて『断章』になる前の書物、異空密儀教典だ」

　名を呼ばれ、イクミがビクッと身を震わせる。

「え……？　え――――――ッ!?　い、い、イクミさんって『断章』だったの!?」

「うるさいヤツだな」

　迷惑そうに、イクミが誠十郎せいじゆうろうを白い目で見る。

「いや、だって……！」

「あー、誠十郎。驚くのは無理もないが、実はその話は今さらなんだ」

「今さらって……」

「それより、刻馬こくま」

　今度は、イクミが割って入った。

「それは――その、赤子に才能を与える秘術というのは、まさか私に書いてあったのか？」

　まっすぐに見つめるイクミの眼まな差ざしに逡しゆん巡じゆんしつつも、刻馬は「ああ」とうなずいた。

「九八ページだな？」

「そうだ。その記述を解読して、親父おやじは実行したんだろうな」

　イクミはうつむいて、怒りとも悲しみともつかない感情を顔に出して、肩を震わせながら槍やりを強く握りしめていた。

「うう……すまない、刻馬……。そのような非道なことが……私に……」

「なんでお前が謝るんだよ。お前に何が書かれていようがお前の責任じゃない、って前に言っただろ。ましてや当時から人化していてお前が指示したわけでもなし。全部、実行した馬ば鹿か親父が悪いんだ。気にするな」

「それはそうだが……」

　刻馬は「くそ親父め」と口の中で吐き捨てるように呟つぶやいた。

「……あの」

　話に聞き入り、考え込んでいた美々子みみこがキングに声をかけた。

「貴方あなたは、図書館迷宮で生まれたと言っていたのでは？　刻馬様も、生まれたのは図書館迷宮顕けん現げんの直前です。その儀式がどのような内容かはわかりませんが、図書館迷宮顕現の時点で執り行えたとは思えないのですが」

「鋭いな。その通り、私たちのつくられた才能は、その目的のためには使用されなかった。父は、私たちが育つまで待ちきれず、小規模な実験を行おうとしらしい。ほんの数冊の書物を取り出せる程度の図書館迷宮の顕現を、儀式を規模縮小して行うことで予行にするつもりだったそうだ。兄さんの代役には一〇人以上の魔術師が脳が焼き切れる覚悟で臨み、私の代役には同様に何人もの魔術師が一人一魔法態勢でタイミングを合わせたらしい。その一人一人に、異空密儀教典をバラし、必要な記述のある部分を持たせてね」

「な……では、私は図書館迷宮発現の余波で砕けたのではなかったのか……！」

「そうだ。君は、父の手によってバラバラにされた。もちろん、その儀式終了後にきちんと元通りに修繕する手はずだったようだが」

「なるほど、それが失敗して、紛失した箇所が多すぎたから、白紙の紙で無理矢理形だけ整えたわけか。いや、失敗させられて、だっけな」

「失敗させられて？」

　キングが首を傾かしげた。

「さすがに親父おやじからは聞いてないか。あるいは、気づいてさえいなかったのかもな。その儀式に使われたイクミがそう言ってるのさ」

　と、刻馬こくまはイクミを見やった。キングもイクミを見て、

「それは本当なのか」

　しかしイクミはつーんとそっぽを向いた。

「そう思った、それだけだ。記憶が曖あい昧まいすぎてはっきりとはわからない。知りたければ、貴様らが持っている『断章』を返せ」

　キングは苦笑して、

「なるほど、そうきたか。もちろん、君が我々に協力してくれるなら喜んで渡すさ。だが、それを拒否されている現状ではうなずくわけにはいかんな」

　ふん、とイクミは鼻を鳴らした。

「協力など、しないと言っている」

　その脇わきで、誠十郎せいじゆうろうがぽつりと、

「……もう何がなんだか。話が大きくなりすぎてピンとこないなあ。イクミさんが『断章』とかさあ」

「そうね……。まさか、そんなふうに図書館迷宮が出現したなんて……」

　刃紋はもんもうなずいた。

「まあ、その失敗の話が真実かどうか、そして父がそれに気づいていたかどうかはさておき、父にとってそんなことはどうでもよかったのだろう。何しろ、念願叶かなって膨大な書物を読み耽ふける生活を手に入れたのだから」

「念願叶って、ねえ……」

「私の名前、マルクトは一〇番目、最後のセフィラだ。一番目の王冠のケテル、つまり父から始まって最後に至る王国、マルクト。二番目の兄さんからは、ずいぶん間が空いている。私が思うに、私の名は『目的は達した』という意味でつけられたのだろう。まあ、たまたま欠番が一〇番目だけだったのかもしれないが。

　すべてではないにせよ、魔術師の目的の多くは魂の精錬や自己の昇華だというじゃないか。そのために天使や精霊の召喚にまで及ぶというのだから、知識の探求を目指していた父もまた、典型的な魔術師だったのだろう」

「あの、度々すみません、やっぱりおかしいと思うんですが。一見理は通っているようですが、イクミさんは書物でしょう。書物は図書館迷宮にあるものなはずです。図書館迷宮顕けん現げんのために書物が必要なんて、矛盾しています」

「そう、確かに。その点については、私もわからない。おそらく、父も先代から受け継いだだけで知らなかったのだろう。いつの世にか誰だれかが召喚したのか、自らこの世界に渡ってきたのか……少なくとも何百年、ややもすれば千年単位で、この世界の……あるいは、別の世界も含めた魔術師たちの手を数えきれないほど渡り歩いてきたのではないか、と父は言っていたよ」

「イクミさんって、そんなに凄すごい書物だったんだ……」

　誠十郎せいじゆうろうの呟つぶやきに、ウィーゼルは、

「そりゃあ凄いよ。何しろ、何百メートル四方の森を地面ごと消し飛ばしたんだから。帰りに七階の集落に立ち寄ってみたら？　その爪つめ痕あとが見られるよ」

「何百メートル……って、マジで……？　え、でも、確かイクミさんは菱谷ひしやさんにも使えなくて、ってことは、まさか刻馬こくまが!?」

「ああ。針原はりはらとやり合ったときにな」

「無限のなんとかとはいえ、刻馬が魔法を、ねえ……。ってか、針原さん、そんな威力の魔法使われて、よく助かったね」

「優しい誰かさんが外してくれたからね」

　面白くなさそうに、ウィーゼルは吐き捨てた。

「外したのではない。刻馬は、狙ねらいを一ミリも外していないぞ。最初から理瑠りるに当てないよう狙って撃ったのだ」

　ち、と舌打ちをして、刻馬は照れてそっぽを向いた。

「私の仲間を殺さないでくれたことには、礼を言う。志を違えて別れるというなら仕方ないが、さすがにこれ以上死に別れるというのは辛つらい」

「……」

　礼を言うキングの態度は優しげで、心から仲間のことを思いやっているのだと刻馬には感じられた。

　やりにくいな、と思う。

　弟だなどと言われてもピンとはこないし、正直、だからどうした、としか思わない。会ったこともない人間に血縁だと主張されたところで、いきなり情など湧わくはずもない。

　しかし、仲間を思いやるような人間性は、見せられれば共感してしまう。ましてや、思いやっている仲間が知り合い――理瑠であるならなおさらだ。

　――敵の親玉なんてヤツは、非人道的な悪だくみばっかりして高笑いでもしててくれた方がずっと叩たたきのめしやすいんだがな……。

「さて、少し前置きが長くなってしまったが、私の……我々のことを話そう」

　一度言葉を句切り、キングは一瞬遠い目をした。そして、淡々と語り始めた。

「結社を率いていた私の父と、結社の構成員だった私の母は、その儀式がもたらした事故によって図書館迷宮のかなり深くへと呑のみ込まれた。とある事件で下層の地図は失われてしまったので正確ではないが、おそらく二五階前後だと思う。

　私は父と母に文字の読み書きや地上の知識、読書魔法のイロハを教わりながら、生き抜くのも困難なそのフロアで育った」

「二五階……！」

　その誠十郎せいじゆうろうの声は、悲鳴に近かった。

　刻馬こくま自身、とんでもない話だと思う。地下八階のこの森でさえ、たった一泊で大騒ぎしていたのだ。さらに倍以上も深い階層での生活など、刻馬には想像すらできない。

「そんなフロアでも、結構な数の人間がいてね。同じように事故に巻き込まれた人たちや、人化した書物たちが。もっとも、人が死んでいくのが当たり前の環境だ。何人かの結社の人間が読書魔法を用いて人々を守っても、なお死んでいく人間は後を絶たないような場所だった。

　しかし、そんな場所でも生まれてくる命はある。子どもの生存率はさらに低かったがね。それでも、私も含めて、同年代の子たちもそれなりの数が存在していた。その中に、ラスクという名の女の子がいた」

「ラスク……？」

「そう。その子の親の好物だったらしい。ラスクというお菓子がね。それで、そんな名をつけたんだそうだ」

　やりきれないな、と刻馬はうつむいた。

　その子の親も、きっと地上に帰りたい、と思っていたのだろう。理不尽な事故に巻き込まれて、恐ろしい環境に投げ込まれて、昔の生活に焦がれながらその名を娘につけたのだろう。

　――つくづく罪深いな、クソ親父おやじ……！

「とても優しくて、世話好きな女の子だったよ。仲間たちの誰だれからも慕われていた。そのラスクが、地上を目指そうと言い出した。両親が怪物に殺された数日後にね。地上に出て、自分の名の由来になったお菓子を食べてみたい。理由は、たったそれだけだった」

「でも、お前は乗ったんだな」

「ああ。というか、今にして思えば、私は地上にはさほど興味はなかった。ただ、彼女を守りたかったんだ。その一心で彼女とともに行くことを決め、何人かの仲間を集めた。

　そして地上への過程で、一緒に地上を目指したいという子どもたちがどんどん仲間に加わっていった。当時の私たちより幼い子どももね。足手まといになる、という意見も出たが、そのすべてをラスクは論破したよ。いや……ふふ、彼女は『でも、可か哀わい相そう』を繰り返していただけで、論破という言い方には語ご弊へいがあるかもしれないな。かくいうウィーゼルも、そうして途中から仲間に加わった一人だ」

「ウィーゼル？」

　刻馬こくまが首を傾かしげると、ウィーゼル本人が、

「ボクの名前だよ。針原はりはら理瑠りるは、地上で偽にせの戸籍を用立てたときに作った偽名。ボクだって、親の顔なんか知らないからね」

「そうだったんですか……」

　寂しげな、同情の目を美々子みみこがウィーゼルに向ける。ふん、とウィーゼルは美々子から目を逸そらした。

「やめてよ。そんな憐あわれむみたいな目で見られるの、すっごいむかつく」

「そ、そんな……。わたくし、そんなつもりじゃ……」

「うん、知ってる。でもね、やめて」

「ウィーゼル、そんな言い方はないだろう」

「……でもさ」

　キングに窘たしなめられてウィーゼルはむくれたように唇を尖とがらせる。なんだか、その様子は本当の兄きよう妹だいのように見えた。

「すまなかったね、菱谷ひしやのお嬢さん。

　で、だ。我々の一行は、一五階到達時で四〇人近くになっていた。そこで、その頃ころには戦闘要員、探索要員で固めた少数の先行隊と、戦闘力の高くない子どもたちの残る本隊、つまりベースキャンプとに分け、先行隊が安全を確保しては本隊を移動させる、というやり方を取るようになっていた。先行隊を率いるのが私で、本隊の方はラスクに任せることにしてね。彼女は、私に対してクィーンなどと呼ばれるようになっていた」

「クィーンはね、優しい人だったよ」

　ウィーゼルが懐かしそうな目をして、言った。

「ボクは親なんか知らないけど、きっとこんな感じなんだろうな、ってずっと思ってた。歳としもほとんど変わらなかったけど、とっても優しくて、厳しくて、温かい人だった。みんなで地上に行ってラスクを食べようね、って、口癖のように言ってたんだ。ボクも、みんなも、その日がくるのをとっても楽しみにしてた。ラスクっていうのがどんなものか知らなかったけど、きっと美お味いしいんだろうなって」

　だった、という過去形。

　刻馬は無言のままうつむいた。

　――だんだん、聞くのが辛つらくなってきたな……。

　刻馬こくまは、理瑠りるの――ウィーゼルの言葉を覚えている。忘れることなど、できはしない。

　その先、そのラスクという少女をはじめとする仲間たちがどんな運命をたどるのか、もう見当がついてしまっている。

　美々子みみこやイクミも同じだったのだろう。彼女たちもうつむきがちになっていた。

　それを知らない刃紋はもんと誠十郎せいじゆうろうが、そんな刻馬たちの様子に首を傾かしげていた。

「今思えば、それは私のエゴだった。私が彼女にベースキャンプを任せたのは、その方が彼女が安全だと思ったからだ。常に複数の見張りを立てる態勢を取らせたし、修行中とはいえ戦える者もたくさん残した。手探りの探索組よりは、ずっと安全なはずだった。正直、反対者が出なくてホッとしたよ。単なる身勝手だ、リーダーがするべき判断ではない」

　一度自じ嘲ちようして、キングは真剣な顔に戻り、言葉を続けた。

「一二階で、本隊と遭遇した一団があった。地上の企業の調査団だった」

「ボクたちは、彼らを歓迎したよ。初めて接触した地上の人たちだったからね。地上への情報が得られるかもしれない、地上に連れて行ってもらえるかもしれない、そう思って大喜びだった。何であのとき、ボクはあんなに浮かれてたんだろうね。まったく……！」

「当時、まだ先行隊に加わっていなかったウィーゼルが、その報を伝えにやってきた。それで、我々は本隊へ引き返した。そしたら――」

　ウィーゼルがうつむいて、拳こぶしを固く握りしめていた。

　キングは逆に、すべての感情を押し殺しているのか、静かに告げた。

「血の海になっていた」

　え、と誠十郎が声を上げる。対照的に、刃紋は黙り込んだままだった。

「一人残らず殺されていたよ。ラスクもかなりの腕利きだったが、さすがに幼い仲間たちを守りながらの上に多勢に無勢では分が悪かったのだろう。三人ほどの調査団の死体の前でズタズタになっていた。氷の刃やいばでも浴びたのか、傷口が凍りかけていた」

「小さい子どもたちまで全員が武器を手に死んでたよ。逃げようとして殺されたふうに見える子は一人もいなかった。臆おく病びようで泣き虫だったラビまで、剣をギュッと握ってた。いつもは逃げ回るばっかりで、使い方だってまだろくに知らなかったクセに……！」

「おそらく、みんなを守ろうとしたラスクが真っ先に殺されたのだと思う。それで、彼女を慕っていた他ほかの全員は逆上してしまったんだ」

「どうして……」

　呻うめくように、誠十郎が訊きいた。

「本隊で保管していた、我々がそれまでに手に入れた書物が目当てだったのだそうだ。追いかけてその調査団のメンバーを痛めつけたら、そう白状して命いのち乞ごいをしていた」

「そんな……。で、でも、普通、そういう場合にはライブラリ・チルドレンも人化した書物も保護を優先することが義務づけられているはず……」

　誠十郎せいじゆうろうの言葉は、正しい。かなり以前から、そうした取り決めができているのは刻馬こくまもよく知っていた。その義務に違反すれば刑法に問われる。戸籍がなかろうと、殺せば殺人罪が適用される。当たり前の話だ。もちろん、立証されれば、だが。

「子どもなんか保護しても手柄にはならない。保護したところで、ボクらが見つけた書物の所有権はボクらにあることになってしまう。だから、殺したんだってさ。図書館迷宮の奥底で戸籍もないライブラリ・チルドレンを殺したところで、明るみには出ないから。証拠もなければ、犯罪にはならないから……ッ！」

　誠十郎は、言葉を失ってしまった。

「そんな理由で……！」

　美々子みみこもそう呟つぶやいて、絶句する。

「刻馬！　地上には、裁判とかいう犯罪者を裁くシステムがあるのだろう!?　それで、その極悪人どもの企業とやらに思い知らせることはできないのかっ!?」

「……それができるなら、針原はりはらがとっくにやってるだろ。せめて、明確な証拠があれば話は別だが……でも、たぶん、ちょっとくらい証拠があっても、大きな企業が相手じゃあ、オールスターみたいな豪華弁護士チームを揃そろえて押し切られちまうんだろうな」

「そっ、そんなの、おかしいではないかッ！」

「俺おれだってそう思うよッ！」

　つい、刻馬も声を荒らげてしまった。それに気け圧おされて、イクミが怯ひるむ。

「……悪い、大きな声出して。でも、それが現実だから、こいつらもこんな話をしてるんだろ」

　同じだ、と思う。かつて、刻馬もそういう不条理に踏みつけられたのだ。

　刻馬の場合は、いや、刻馬と刃紋はもんの場合は、ギリギリのところで誰だれも死なずにすんだ。しかし、それは奇跡的なまでに幸運だったのかもしれない。

　――くそ……っ！

「背中の十字架は、喪章というわけか」

　打ち震えてしまうほどの感情を抑え込みつつ、刻馬は訊きいた。

「そうだよ。みんなの墓標だ。一緒に戦うための。復ふく讐しゆうの意志を忘れないための。ボクたちは忘れない。ヤツらが着けていた、Ｌを三つ象かたどったエンブレムを」

「な……ＬＬＬスリーエルだっていうの!?」

　また、誠十郎が声を荒らげる。ＬＬＬ、それは国立図書館迷宮探索訓練学校にも関かかわりが深い企業であり、生徒たちにとっては最有力の就職先だった。

「そうか。それで、針原は学校に……」

　ウィーゼルはうなずき、

「ボクらはあのあと、調査団を追いかけて皆殺しにした。でも、あれで全員じゃない。一番偉そうだったヤツも含めて、先に帰還したっていう何人かを仕留めてないんだ！　いや、ヤツらだけじゃない。ヤツらを飼っていた、企業そのものを皆殺しにしなければ、とてもじゃなけど気がすまない……ッ！」

「だが、企業の警備は厳重だ。銃じゆうも合法化されつつある今、まともに攻め入っても数で劣る我々に勝ち目はない。だからせめて、銃器だけでも無効化したい」

「それで、図書館迷宮で世界を包む、なんて言ってるわけか」

　刻馬こくまはうつむいて、拳こぶしを痛いくらいに握りしめながら瞑めい目もくした。

「九条くじよう君。復ふく讐しゆうなんて虚むなしくなるだけだからやめろ、なんて綺き麗れい事ごとを言い出したらぶっとばすからね」

「……言わねえよ。一方の主張だけを鵜う呑のみにする危険性を差っ引いても、そういうことをやりかねないのが連中だってことは腹が立つほど知ってるからな。っていうか、俺おれもその調査団にはかなりむかつき始めてる」

「なっ、こ、刻馬!?　ま、まさか協力するなんて言い出すのではないだろうなッ！」

「言うわけねえだろ。気持ちはわかるって話だよ。俺だって……お前や美々子みみこが殺されたら、同じように考えるかもしれないしな」

「……僕は？」

「あー、じゃあ加えとくか」

「ぞんざいだね、親友……」

　そんな誠十郎せいじゆうろうの声は黙殺しつつ、

「だいたいの話はわかった」

　刻馬は腕を組んで少し考え込んだ。気持ちはわかる。だからこそ、どう言えば説得できるのかがわからない。少し迷った末、刻馬は考えるのをやめた。

　平行線を覚悟で、言いたいことを言うしかない、と腹をくくったのだ。

「やっぱり、やめろとは言いにくいんだよな。でも、無関係な人間を巻き込むってのはどうなんだ？」

「他ほかに方法がないのならやむをえない」

「本当にそうか？　それ、ＬＬＬスリーエルの連中と同じ論法に聞こえるんだが。利益のためなら殺さつ戮りくもやむをえない、ってのとどう違う？」

「それは……」

　ウィーゼルが呻うめいた。キングは黙り込んだままだが、表情には迷いは窺うかがえなかった。

「坊主憎けりゃ袈け裟さまで憎いってのはわかるが、ＬＬＬだって全社員が事情を知ってるわけでも荷担してるわけでもないはずだ。おそらく、闇やみに葬ほうむれるなんて言ってたってことは、そのチームの暴走だろ。ましてや、世界中を図書館迷宮で包み込んで、ＬＬＬとさえ関係ない犠牲者を出すことも厭いとわないなんてのは論外だ。狂ってるとしか言いようがない」

「……そうだな。我々は、とっくに狂っているのかもしれない」

「認めてんじゃねえよ。お前が逆の立場ならどうなんだ？　お前が死んだ側なら、生き残った仲間が復ふく讐しゆうに狂って血まみれになっていくのを見て嬉うれしいか？　無念を晴らしてほしいとは思っても、幸せになってほしいとも思うだろッ!?　それとも、お前らの仲間はそう思ってくれないような冷血な連中なのか!?」

　刻馬こくまが言い終えるかどうかという時点で、ウィーゼルが勢いよく駆け寄って刻馬の胸ぐらを掴つかんだ。

「ボクのことは、狂ってるとでも何とでも言えばいい。でも、死んだ仲間たちの侮辱をするっていうなら――」

「よく聞けよ、侮辱なんかしてないだろ。むしろ、俺おれはお前の必死になる様子を見て、今の話を聞いて、お前らの仲間たちはすげえいいヤツらなんだろうと思った。俺も、そのチームの連中を見つけ出してタコ殴りにしてやりたいって衝動が盛大に湧わいてきてるくらいにな。でも」

　刻馬は胸ぐらを掴まれたまま、ウィーゼルを睨にらみつけた。

「でも、だからこそ、その連中が今のお前を見て、無関係なヤツも余裕で殺すとか言ってるお前を見てどう思うかを考えろって言ってるんだよ！」

「う――――――」

　胸ぐらを掴んだウィーゼルの手が、緩む。

「せめて、その先に帰還したって連中くらいにしておけよ。それなら、世界を図書館迷宮に、とかやらなくてもやりようはあるんじゃないのか？　こっちとしては、イクミにちょっかいを出さないなら王国同盟と争う理由なんかないんだ。できれば、俺はことを構えたくないんだよ。美々子みみこやイクミだってそうだと思うぜ。元クラスメイトと殺し合うなんて、気持ちいいもんじゃないだろ」

「九条くじよう君……」

　力なく、胸ぐらからウィーゼルの手が離れた。

「確かに、我々が異空密儀教典を欲したのは、復讐の手段としてだ。別の方法で目的さえ達することができるのであれば、我々としても無用な揉もめごとは避けたい」

「わかってくれたなら何よりだ」

「いや」

　すっと手を出して、キングは刻馬の言葉を制した。

「すぐに結論を出す気はない。もとより、ここにいない仲間もいる」

「そうかい。じゃあ、キッパリ言っておく。イクミを使って図書館迷宮を広げるというやり方が捨てられないなら、こちらからできる譲歩はないぜ」

「うむ、刻馬、よく言った！」

「今までの話からすれば、その儀式にはイクミさんのみならず“〝無限の杯”〟である刻馬こくま様も必要なはずです。その刻馬様も反対されているのです。諦あきらめて下さい。わたくしは、復ふく讐しゆうそのものをやめてほしいと思っていますが……刻馬様がその点は見逃すと仰おつしやるのであれば、何も言いません」

「わかった。兄さんたちの言葉を仲間たちにも伝えて、もう一度話し合うとしよう。まあ、兄さんたちもそう結論を急がないで。まったく違う環境で育ったんだ、一度会っただけでわかり合えるはずもない。どうだろう、親しん睦ぼくの意味もかねて、一緒に異空密儀教典の欠片かけらを……『断章』を狩るというのは」

「『断章』を……狩る？」

　鸚おう鵡む返がえしに、イクミが訊きいた。

「そう。『断章』はその魔力ゆえに、迷宮さえも歪ゆがめてしまう。経験上、『断章』があるところにはここのように立ち入りにくくなっていたり、守護者気取りの怪物が我がもの顔で居座っていたりする」

　そう言って、キングは書架と木が複雑に絡み合ってできた壁の方を向き、腰から『断章』を引き抜いた。

「魔導書『異空密儀教典・五章第三節』より抜粋、顕けん現げんせよ、“〝異空の扉アニヒレイシヨン・スフィア”〟」

　現れた直径数メートルの黒い球体を、キングはその壁にぶつけた。球体に触れた書架や木々が空間ごと切り取られ、消失する。

「……しかし、イクミって金太郎飴あめみたいだな」

「キンタロウアメだと？」

「おう。どこを切り取っても同じ魔法の記述があるっていう意味で。針原はりはらが使ったのもあの魔法だったしな」

「刻馬」

　眉まゆ根ねを寄せて、イクミは刻馬を真っ正面から見据えた。

　あ、もしかして怒ったか、と思った刻馬だったが、

「キンタロウアメとはなんだ？」

「そこからかよ！」

「そういう名前の、どこを切っても同じ絵が出てくるお菓子があるんですよ」

　美々子みみこの説明に、イクミが目をキラキラと光らせる。そして、期待に満ちた目を刻馬に向けた。

「わかったわかった、帰ったら買ってやるから。しかし、あんなクラシックなお菓子、近くだとどこに売ってるかな……？」

「刻馬、ありがとう！」

　イクミの顔がパッと綻ほころんだ。

「では、さっさと用事をすませて帰ろうではないか！」

「やれやれ……」

「確かに、異空密儀教典には“〝異空の扉アニヒレイシヨン・スフィア”〟の記述が頻出する。我々が回収した『断章』にも、例外なく記述が存在している」

　自らが開けた壁の穴から振り返り、キングが言った。

「基礎にして奥義、らしいからな」

「そういうことだ。儀式のすべては、“〝異空の扉”〟をどう使うか、という一点に集約する」

「なるほどねえ……」

「さあ、お喋しやべりはこのくらいにして、行こう。この穴の先に『断章』がある」



    

  
    
      


第五章　桜色の闇





　キングが開けた壁の穴をくぐると、そこは木々も書架もほとんどない、だだっ広い空間だった。書架と木々の織りなす壁にぐるりとかこまれているせいで、コロシアムのようにも見える。

　そして、その奥には、狂ったように咲き誇る桜の巨木がそびえていた。

　遥はるか上方へと伸びた幹は先端が霞かすむほど高く、軽く一〇〇メートルを超えているように見える。幹もそれに見合うだけ太く、屋や久く島しまの縄じよう文もん杉すぎを数倍以上も太くしたような厳いかつさだった。

　その開けた空間全体に、風もないというのに、はらはらと花びらが舞っている。

「な……なんだ、この木は……」

　イクミが見上げながら呻うめいた。

「でかッ！」

　誠十郎せいじゆうろうも、馬ば鹿かみたいな大口を開けて桜のてっぺんを見上げている。

「綺き麗れいというよりは……怖いですね」

「ああ。なんというか、圧倒的すぎてな」

　美々子みみこの呟つぶやきに、刻馬こくまもうなずく。

「キング、あそこ」

　ウィーゼルが、桜の巨木の根元を指さした。

　その先には、数十ページはあろうかという羊皮紙の束が、桜の花びらに埋もれるようにして開かれていた。

「あれだ！　私が感じた気配！　私の一部！」

　そう叫んで、イクミが駆け出そうとする。

　しかし、その腕を刃紋はもんが掴つかんだ。

「刃紋、何をする！」

　そう問われた刃紋は、真ま面じ目めな顔で首を横に振った。

「……ダメよ。イヤな気配がするわ」

　その瞬間、桜が揺らめいた。

　桜の花で埋め尽くされた梢こずえから、鱗うろこの代わりに木目を身に纏まとった竜の頭が顔を出す。

「ドラゴン!?」

　悲鳴のような声で、ウィーゼルが叫んだ。

　舌打ちをしつつ、キングが腰から書物を引き抜く。

「脚本『非常識酒場』より抜粋、顕けん現げんせよ、“〝念動制御トワイライト・ヘツド”〟」

　唱えると同時に、キングが腰に携えていた一〇冊近い書物がひとりでに浮かび上がり、キングの周囲でバサバサと勝手にページを開き始めた。

　桜の竜は一気にその首をろくろ首のようににゅーっと伸ばし、キングに向かって膨大な桜の花びらを吐き出した。

　が、庇かばうようにウィーゼルが割って入る。

「魔導書『ダイアン・フォーチュンの日記』より抜粋、顕現せよ、“〝風が住まう回廊エアリアル・ブラスト”〟ッ！」

　ウィーゼルの魔法が風を巻き起こした。その風は一点に集中し、すさまじい衝撃となって、その桜吹雪を散らした。

「すまない」

「キングが一手遅れるのはいつものことでしょ」

　ウィーゼルが肩越しに振り返り、笑う。

「……さては、美々子の家の壁をぶっ壊したのはその魔法か！」

「ご名答」

　ウィーゼルがその笑みを刻馬に向けた。

　キングは指一本さえ触れずに周囲に浮かんだ書物を操り、何冊かに視線を走らせる。

「さあ、今度はこちらの番だ。“〝念動制御”〟は継続維持、叙事詩『猛犬の物語』及び神話『十二柱の神々』より抜粋、顕現せよ、“〝足投げの槍ゲイ・ボルグ”〟、“〝天空神の怒りコール・ライトニング”〟」

　空中に出現した巨大な槍やりが、桜の竜の頭目がけて解き放たれる。その途中で、どこから発生したのか、轟とどろく雷鳴とともに閃せん光こうが槍を直撃した。

　槍は砕けて無数の電撃を纏まとった破片となって降り注ぎ、竜の頭に当たる度にバチバチと放電の火花を散らせた。堪たまらず竜は首をうねらせ、悲鳴のような吠ほえ声を響かせる。

「す、凄すごい……。複数の魔法を、いっぺんに……！」

　呆あつ気けにとられて、うわごとのように誠十郎せいじゆうろうが言った。

「ふふん、これがキングの『多重魔法マルチプル・キヤスト』だよ」

　我がことのように、ウィーゼルが胸を張る。

「ちっ、さすがにしぶといな。では、こいつで決めてやろう。魔導書『異空密儀教典・五章第三節』より抜粋、顕けん現げんせよ、“〝異空の扉アニヒレイシヨン・スフィア”〟ッ」

　キングの頭上に、漆黒の球体が顕現した。

　しかし、その瞬間。

　咲き誇る桜を食い破るようにして、さらなる竜の首が姿を現した。

「な……ッ」

　誰だれもが驚きよう愕がくする中、新しい竜の首は一直線にイクミと、その腕を掴つかんだままの刃紋はもんに向かって突進に近い勢いで向かってくる。

「くっ」

　刃紋は腕に力を込め、イクミを投げ飛ばすようにぐいっと引いた。

　よろめきながらもたたらを踏んで、イクミは刃紋から数メートル離れる。

　竜の首は、刃紋に向かって桜吹雪のブレスを吐き出した。

「危ねえ――――――ッ！」

　理屈ではなく、身体からだが勝手に動くように。

　刻馬こくまは飛び出していた。そして、刃紋を突き飛ばす。

　その直後、刻馬の視界は桜一色に染め尽くされ、そして――意識が暗転した。
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　刻馬は、椅い子すに拘束された幼い自分の姿を見つめていることに気がついた。

　――え？

　幼い刻馬は、何度も電流を浴びた後なのだろう。頬ほおには涙の跡が見て取れる。その目はもはや焦点さえも失って、無表情のままぐったりとしていた。

『五番の書物を読んで、撃ちなさい』

　どこからともなく、声が響いてくる。

　ハッとして刻馬が幼い自分の前に意識を向けると、そこには黒髪の女の子がぺたんと座り込んでいた。

「……ハイ」

　感情の欠片かけらさえ残っていない疲れきった声で、幼い刻馬こくまは返事をする。

　――待て。何をする気だ……！

　幼い刻馬は指示に従い、炎の魔法を放った。

　火球が女の子の肩を直撃する。

　女の子が悲鳴を上げた。まっすぐな黒髪ごと肩が焼け、爛ただれていく。

『どうした、まだ生きているじゃないか』

「……ハイ」

　幼い刻馬が、再びアームに固定された書物に目を走らせる。

　――やめろッ！　やめてくれッ！

　刻馬はやめさせようと幼い自分に掴つかみかかったが、すり抜けるばかりで触れることはできなかった。

　刻馬の懇こん願がんなどまるで無視して、幼い刻馬はただ機械的に魔法を放つ。女の子の身体からだがまた炎に包まれ、悲鳴が上がる。その繰り返し。

　やがて悲鳴は聞こえなくなり、女の子は消し炭に変わった。

　――そんな……。

『では、次』

　コンベヤが動いて、また、同じ女の子が運ばれてくる。

　野良猫のような大きな目が、怯おびえた目が、許しを請うように刻馬を見つめる。

　目を閉じようとしても、目の前で繰り広げられる一方的な殺さつ戮りくの光景は一向に消えない。

　耳を塞ふさいでも、女の子の悲鳴は刻馬の鼓膜に直接響く。

　二人目の女の子が焼け死に、三人目が運ばれてくる。

『五番で撃ちなさい』

　幼い刻馬は、諾だく々だくと指示通りに女の子を燃やし続ける。

　――違う。俺おれは、俺は殺していないッ！

　刃紋はもんは、生きて目の前に現れたじゃないか。

　殺すことを拒み続けた自分を恩人だと言ってくれたではないか。

　それでも、ウソだとわかっていても、その光景を見せつけられれば平静でなどいられなかった。

　もう何年も苦しみ続けた傷は、心に深く刻まれている。

　殺していない。その事実は確かに特効薬かもしれないが、傷そのものをいきなり全部消してはくれない。

　痛みの記憶までは、苦しみの記憶までは、消し去ってはくれない。

　――もう、やめてくれ。

　焼かれていく女の子に、殺してしまったと思い込んでいた女の子に懇こん願がんする。

　――助けてくれ。

『では、次』

　運ばれてきたのは、イクミと美々子みみこだった。

　刻馬こくまの顔が、驚きよう愕がくで歪ゆがむ。

「刻馬、なぜこんな酷ひどいことを……」

「刻馬様、お止やめ下さい。お許し下さい」

　怯おびえた顔で。軽けい蔑べつするような目で。

　二人が、刻馬を凝視する。

『五番を読んで、撃ちなさい』

「……ハイ」

　――やめろ。頼む、やめてくれえぇ――――――――――――ッ！

　血が出るような絶叫も、その幻に届くことはない。
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　刻馬が桜吹雪のブレスを浴びる様を見て、ウィーゼルは舌打ちをしていた。

　刻馬の動きは、完全に止まってしまっていた。倒れてこそいないが、棒立ちで、その目に意志の光は感じられない。

　――何をやっているの、九条くじよう君も、刃紋はもんも！

「刻馬様！」

　美々子が立ち尽くす刻馬に駆け寄った。

「カタログ『魔導器百選』より抜粋、顕けん現げんせよ、“〝携帯用城壁パーソナル・ランパート”〟ッ！」

　そして、刻馬を守るべく防御用の魔法を展開して、噛かみつこうとする竜の首の攻撃を受け止める。

　どうやら、刻馬に外傷はない。しかし、立ち尽くした刻馬は何かに怯えるように身を震わせ始めていた。

「刻馬ッ！　大丈夫か、刻馬ッ！」

　イクミも槍やりを放ほうり出して駆け寄り、美々子の後ろで刻馬の肩を掴つかんで揺さぶり始めた。しかし、反応はない。

「精神攻撃か……！」

　キングが小さく言って、頭上に顕現させた“〝異空の扉アニヒレイシヨン・スフィア”〟を放つ。

　漆黒の球体は狙ねらいを違わず美々子に襲いかかっていた竜の首に直撃し、明滅とともにその頭を消滅させた。

「やった！　さすがキング！」

　が、頭部を失って痙けい攣れんしながら暴れ回っていた首から、ずるりと音を立ててさらなる頭が生えてきた。

「なっ、さ、再生しただとッ!?」

　それどころか、驚きよう愕がくしたキング目がけて、咲き誇る花の影から五つ、六つと竜の首が伸びてくる。

「い、いったいいくつ首があるんだよおっ！」

　誠十郎せいじゆうろうが逃げ惑いながら悲鳴を上げた。

　迫る首に、慌てて魔法を展開しようとしたキングだったが、タッチの差で間に合いそうにない。キングに迫った竜の首は、すでにブレスを吐こうと大口を開けていた。

「キング――――――ッ！」

　ウィーゼルは走り始めていた。魔法の発動では間に合わない。そう、直感的に判断して。

　小柄なウィーゼルは、その体たい躯くゆえに体力や筋力では劣る場合が多い。だが、その代わり素早さや瞬発力になら自信がある。

　だから走って――そして、身を投じた。

　キングの前に。

　――お願いだッ、間に合って……！

　ウィーゼルの小柄な身体からだでも、一瞬だけ、ブレスを受け止めることができた。

「く……ッ！　神話『十二柱の神々』より抜粋、顕現せよ、“〝春風の護りペルセポネ・ブリーズ”〟！」

　一瞬を稼いでくれたウィーゼルの身体を抱き止め、キングは魔法を発動させた。

　柔らかい風がキングとウィーゼルを包み、桜吹雪を受け止めて散らしていく。

　しかし、ウィーゼルの意識は間に合ったかどうかさえ知ることなく、桜色の闇やみに呑のみ込まれていった。
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　空よりもなお赤く、大地が染まっていた。

　――ああ。

　ウィーゼルはこの光景を知っている。

　ベタ塗りのような赤い空。立ち並ぶ奇岩と書架。散乱する生活道具と、武器や書物。

　そして。

　もう動くことのない、仲間たちの身体。

　全身に切り傷を負った、優しかったクィーン。

　身体からだの半分が焼け焦げた、策士気取りのキョウ。

　そのキョウに覆い被かぶさるように、書物のシェラが肩口を斬きられて倒れていた。

　腕を競い合ったスズネは、上半身と下半身が鋭利な刃物で分断されていた。

　そして、弱虫のラビは、剣を握りしめたまま血の海に突っ伏していた。

　仲間のすべてが、焼かれ、斬られ、刺され、血を流して力尽きている。

　誰だれ一人、もう動かない。

　せめて、自分がこの場にいれば。

　もう少し早く、キングたちを連れて帰れれば。

　そもそも、地上から来た連中なんか信用しなければ。

　――ごめん、みんな。

　血が出るほど強く、唇を噛かみしめる。

　――まだ、みんなの仇かたきを討ててないんだ。でも、絶対にみんなの無念は晴らしてみせるから。絶対に……！

　そのとき。

　ぴくり、と視界の中で動くものがあった。

　――え？

　クィーンの指が、今、確かに動いた。

　――まさか、生きてる!?

　慌てて駆け寄ると、クィーンは血まみれのその上体を起こし、ウィーゼルの方を見た。

　ウィーゼルが息を呑のむ。

　ズタズタのその身体は、生きているはずなどないほどに損壊していた。傷口は霜でも降りたかのように白く煌きらめいている。その傷のいくつかは、確実に臓器に達している。

　それでも。

　クィーンは身を起こし、

「ウィーゼル。……貴女あなたは無事なのね」

　はっきりと、そう言った。

　まさか、生きている……!?

　ありえないと知りつつも、胸にほんの微かすかな希望が灯ともった。

　――クィーン、動かないで。今、手当てを……。

　が。

「どうして、貴女だけが生きているの？」

　クィーンは、恨みがましい目でウィーゼルを睨にらみつけた。

　――なっ……!?

　振り返れば、スズネの上半身がにじり寄ってきていた。

「あたしたちは、こんな目に遭ったのに……」

　キョウとシェラが、お互いを支え合うように立ち上がっていた。

「どうしてウィーゼルさんだけ」

「どうしてウィーゼルだけ」

　まるで、責めるように。

　――ボクは……。

　何も、言えなかった。

　押し黙ったウィーゼルを囲むように、仲間たちが包囲を狭めてくる。

「「「「どうして、生きているんだ」」」」

　むくりと、剣を杖つえのようにして小さな身体からだを支えながら、ラビも起き上がった。

　――やめて。お願いだから……それだけは。ラビだけは。

　そして、血まみれのあどけない顔を苦痛と憎悪に歪ゆがめて、

「うぃぜねえも、しねばよかったのに」

　何かが、身体の奥底から――心の奥底から、こみ上げてくる。

　――うわあああああああああああああああああああああああああああああああッ！

　ウィーゼルは絶叫していた。

　しかし、それは悲鳴ではなく――怒りに満ちた、咆ほう吼こうだった。
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　刃紋はもんは唇を強く噛かんだ。

　――まただわ。また、あたしを守って……！

　ようやく見つけ出した恩人を、今度は自分が守ろうと。

　恩を、少しずつでも返そうと。

　そのために、刃紋は愛いとしい人の側そばにやってきたはずなのに。

　仕えるべき主あるじは、刃紋の代わりに桜吹雪を浴びて、意識を失い立ち尽くしている。

「刻馬こくま！　しっかりしろ、刻馬ッ！」

　駆け寄ったイクミが肩を掴つかんで揺さぶりながら、必死で呼びかけていた。

　その二人を、美々子みみこが読書魔法の障壁でガードしている。が、増えた竜の首の猛攻は防ぐだけで手いっぱいのようだった。

　――恩人にすべてを捧ささげるなどと言いながら刃やいばを向け、今度は庇かばわれて……あたしは、何をやっているの……！

　ウィーゼルも桜吹雪のブレスを浴びて、キングの腕の中で動かなくなっている。キングは魔法を駆使しながら防御に徹しているが、ウィーゼルを抱えたままではいずれ身動きが取れなくなるだろう。

　――お館やかた様さまが、もし目覚めなかったとしたら。

　自分のせいで。

　胸を掻かきむしりたくなるほどの、自責。

　――お館様が目覚めたとしても、失態ばかりのあたしなど、もう要らないと仰おつしやるかもしれない……。

　もう、褒ほめてはもらえないかもしれない。

　そう考えて泣きそうになって、

　――違う。

　と気づいた。

　――それは、あたしの願望だわ。そんなものは、本来二の次ではないの？　あたしの望みは、お館様に喜んで頂くこと。だとしたら、嫌われても、要らないと言われても、できることはまだあるはず……！

　優しい刃紋はもんの主あるじは、目覚めたときに仲間が死んでいたらどう思うだろうか。仲間が傷ついていたらどう思うだろうか。

　――きっと、お嘆きになるわ。

　それだけは、避けなければ。

　自然と、刃紋は気持ちを切り替えていた。

　――逆に、喜びましょう。お館様が、あのときとまったく変わらない優しさをお持ちだったことを。返すべき恩が増えたということは、それだけまた尽くすことができるということだもの。

　ならば、やるべきことはただ一つ。

　野良猫のような目を細めて、刃紋は書物を開く。

「小説『五剣伝』より抜粋、顕けん現げんせよ、“〝三日月宗近クレセント・ムーン”〟」

　右手に顕現した刀。

　その異名の由来になった美しい刃やいばの文もんが、まばゆく煌きらめいた。

　――お館様は、必ずお目覚めになるわ。だって、あのときも、あれだけ電流を流されて痛めつけられてもご無事だったんだもの。

　だから、今回だって。

　だとしたら、そのときまでは……、

「せめて――、お館様が大切になさっているものは、あたしがお守りしなければッ！」

　地面を蹴ける。

　美々子みみこを挟み込もうと側面から迫っていた竜の首を、刃紋は一刀のもとに斬きり落とした。切断された大きな頭が地面を転がり、瞬時に朽ち果てていった。すでに首からは新しい頭が生えてきている。

　が、気にしない。

　再生するというのなら、何度でも斬きって捨てるのみ。

　返す刀で、別の首から吹きかけられた桜吹雪を斬り裂いた。剣風が、モーゼが渡った海のように桜の花びらを巻き上げ、割っていく。

「は、刃紋はもんさん……!?」

　驚く美々子みみこを振り返りさえせず、刃紋は、

「敵はあたしが引きつけます。奥方様とイクミ先輩は、お館やかた様さまをお願いしますッ！」

　誘うように長い黒髪を舞わせ、降りしきる花びらの中へ――竜の首たちの真ん中へと飛び込んでいく。

　――誰だれも死なせないわ。あたしを守ってくれた、お館様のように。

　何度も死線はくぐり抜けてきているはずなのに。刀を振るうことなど日常茶飯事だったはずなのに。

　これまでと今は、何かが完全に違っている。

　尽くすべき主君のため。そう考えるだけで、身体からだの奥で熱い何かが燃え盛る。

　刃紋は刀を正眼に構え、牙きばを剥むく竜の首たちを睨にらみつけた。

「来なさい、化け物。その花がすべて散るまで、斬り刻み続けてあげるわ」
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「刻馬こくまっ！　しっかりしろ、刻馬ッッ！」

　イクミに揺さぶられて、刻馬は我に返った。

「刻馬様！　ああ……、よかった……！」

　目の前にあるイクミの顔が、自分を振り返る美々子みみこの顔が、怯おびえていないことに小さな安あん堵どを覚える。

「俺おれは――」

「あの竜の桜吹雪に呑のみ込まれて、気を失っていたのだ！　大丈夫か、刻馬。顔が真っ青だぞ……」

「ああ……嫌な夢を見ていた」

　くそ、と刻馬は頭を振った。

　夢の後味が抜けない。ややもすれば、こうして目覚めた意識にまで、悪夢が浸食してこようとしているようだった。

　と、ウィーゼルがキングの腕の中で絶叫した。

　そして、弾はじかれたようにキングの腕から飛び出そうとする。腰から抜いたサバイバルナイフ一本を手に。

「うわああああああああああ――ッ！　殺してやるっ！　殺してやる――――――ッ！」

　その豹ひよう変へんぶりに驚きながらも、キングが慌ててウィーゼルを押さえ込んだ。

「なっ、何を考えている!?　そんなナイフ一本でどうにかなる相手ではないだろう！」

「放して！　キング、放してッ！　あいつは、みんなを侮辱したんだ！　言うはずないのに……！　ボクも死ねばよかったなんて、みんなは絶対に言うはずないのに！　あいつは、ボクの中に入り込んで、みんなにそんなことを言わせたんだッ！」

「な……っ」

「殺してやる！　あいつだけは……、絶対に殺してやる――――――ッ！」

「しかしッ、みすみす君を行かせることなんかできるわけないだろう！　みんなの仇かたきを討つ前に、無駄に命を落としてどうするのだッ！」

「でも……でも……ッ！」

　ウィーゼルは悔しそうに剥むき出しにした歯を食いしばった。その目から、大粒の涙がボロボロと零こぼれ落ちる。

　その目が、刻馬に向けられた。そして、何かに気づいたように、大きく見開かれる。

「九条くじよう君ッ！　イクミちゃんッ！　お願い……お願い！　あいつを……あいつを消し飛ばしてッ！　ボクの仲間たちを冒ぼう涜とくしたあいつに、思い知らせてやって……ッ！」

「え……？」

「お願いだよ……！　ボクにはその力がない。でも……でも、キミたちなら……あの魔法なら、あいつを跡形なく消し飛ばせるはずだ……ッ！　あの、広大な森を呑のみ込んだキミたちの魔法なら……ッ！」

　懇こん願がんするウィーゼルの目からは、なおも大粒の涙が流れ落ちている。

「確かに、本体ごとまとめて呑み込める刻馬こくま様の魔法なら、再生も関係ない……それは道理ですけど、でも」

　心配そうな眼まな差ざしで、美々子みみこが刻馬を振り返る。

「わかった」

　刻馬は、迷わず言った。

　桜吹雪に呑まれて悪夢を見せられた刻馬には、ウィーゼルが見せられたものがおおよそ想像できる。

　王国同盟の事情を知っている今、刻馬自身もこの桜の化け物のやり口には激しい怒りを覚えていた。

「だ、大丈夫なのか、刻馬……」

　不安そうにイクミが刻馬を見上げるが、

「どのみち、やるしかないだろ。ヤツを倒さなきゃ、『断章』は取り戻せない」

「それはそうだが……」

「頼む。俺おれも、ヤツが許せない。魔法を使わせてくれ」

「無論、刻馬がそう言うなら私は拒みはしないが……」

「助かる」

　そう答えて、刻馬は桜の巨木を睨にらみつけた。

　イクミに触れていない今の段階でも、かなり胸が重くむかつくような気分の悪さがある。

　しかし、それでも。

　――一緒に、夢とはいえ俺に美々子とイクミを殺させた報いも受けてもらう。

　刻馬は、退くわけにはいかなかった。
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　――刻馬。大丈夫なのだろうか……？

　顔色が悪い。まるで、病人のように真っ青だった。

　しかも、足元もふらついているように見える。

　人体や病気に関する知識などまるで持っていないイクミの目にも、刻馬の不調は明らかだった。

　読んでもらえる、使ってもらえる。それは、ずっと望んでいたことなのに――なのに、ちっとも嬉うれしいと思えない。

　――『断章』など、別に今急いで手に入れなくとも構わない。それより、刻馬こくまが……刻馬が倒れたのでは、意味などないではないか。

　しかし、『断章』を取り戻したいと言ったのも、探索をしたいと言ったのもイクミなのだ。この上、ここでやはり要らないなどというわがままは言えるはずがない。

　ましてや、今は刻馬自身が自分の魔法を欲しているのだ。

　所有者の意志に逆らうなど、道具がすべきことではない。

「美々子みみこ。すまないが、引き続き俺おれたちのガードを頼む。イクミの魔法は発動まで少し時間がかかる」

「はい。……でも」

　心配そうな美々子の目を、しかし刻馬は撥はね除のけた。

「大丈夫さ。お願いだ」

「……わかりました。刻馬様がそう仰おつしやるなら、指一本触れさせません」

「針原はりはら！　頼みがある。キングでもいい！　このままの位置だと、『断章』まで巻き込んじまう！　魔法が完成するまでに、なんとか回収してくれ！」

「兄さん……了解した、それは私とウィーゼルで引き受けよう。できるな、ウィーゼル」

「もちろん」

　ウィーゼルはキングの腕から離れ、袖そでで涙を拭ぬぐってサバイバルナイフを鞘さやに収めた。

「足には自信があるから、任せて。ボクは『断章』に専念するから、他ほかのことはみんなよろしく。……特に九条くじよう君とイクミちゃん。頼むよ」

「おう、頼まれた」

「う、……うむ」

「私が魔法で援護する。ウィーゼルは『断章』だけを見て駆け抜けろ」

　と、そう言ったキングに襲いかかろうとした竜の首を、

「あなたの相手は！　あたしがするって言ってるでしょ――――――ッ！」

　刃紋はもんが刀を一いつ閃せんして叩たたき落とした。そして隙すきなく構え、竜の首たちに睨にらみを利かせつつ刻馬をチラリと振り返り、目に涙を浮かべて、

「ああ、お館やかた様さま……！　必ずお目覚めになると、信じておりました」

「すまん、手間をかけた。引き続き、遊撃を頼む。特に、『断章』に専念しているあの二人を守ってやってくれ」

「はい。……うふふ、お任せ下さい。お館様のご命令とあれば、一命に代えましても」

「そんなに張り切るなよ。特に、命なんか簡単に賭かけないでくれ。お前が死んだら、勝っても全然嬉しくないんだからな」

　刻馬こくまの言葉に、刃紋はもんはその白い頬ほおを紅潮させた。

「うふ、なんてもったいないお言葉。お館やかた様さまに拾って頂いたこの命は、お館様の御意のままに。死ぬなと仰おおせなら、一命に代えましてもそういたしましょう」

「いや、だから……」

　やれやれ、と嘆息し、ちらりと刻馬が振り返る。つられてイクミもそちらを見やると、入ってきた穴に身を隠して、ガタガタと震えながら戦いを見守っている誠十郎せいじゆうろうがいた。

「……ま、いいか」

　刻馬は小さく苦笑して、

「じゃ、行くぜ、イクミ」

「う、うむ」

　もたれるようにイクミが背を預けると、刻馬の手が太ふと股ももの刻印へと伸びてくる。

　刻馬の手が、刻印に触れる。触れるなり、莫ばく大だいな魔力の要求が始まった。

「行けッ、ウィーゼル！」

　キングの声を合図に、ウィーゼルが疾走を開始する。文字どおり、『断章』に向かって一直線に。

　同時に、キングの周囲に浮遊する書物群が目まぐるしく位置を入れ替え、キングの目がそれらのページを追っていく。

「小説『海底よりの呼び声』、神話『十二柱の神々』、魔導書『異空密儀教典・五章第三節』より抜粋、顕現せよ、“〝海神招来ディープ・テンタクルズ”〟“〝天空神の怒りコール・ライトニング”〟“〝異空の扉アニヒレイシヨン・スフィア”〟ッ」

　巨木にまっすぐ向かうウィーゼルに殺さつ到とうしようとする竜の首三本を、突如地面から生えてきた巨大な触手が絡め取った。もがく竜の首の動きを、タコのそれのような触手は完全に封じ込んでいる。さらに、別方向から迫る首たちを飛来した雷が焼き、漆黒の球体が次元の狭はざ間まへと引きずり込む。

　その真下を、一切の迷いも躊ちゆう躇ちよも見せずにウィーゼルは駆け抜けていく。

　魔法を発動しようとしている刻馬とイクミに襲いかかる竜の首を、美々子みみこが透明な障壁で阻はばんだ。

　ウィーゼルの援護に専念するキングを、日本刀を閃ひらめかせて刃紋が守る。

　激しい攻防はギリギリの綱渡りだったが、即席の連携は確実に機能していた。

　――みんなが頑張っている。私も、気持ちを切り替えなければ……。

　刻馬のことは心配だが、そもそも敵に殺されたのでは意味がない。

　――大丈夫だ。刻馬が魔法を使って気持ち悪くなるのは、刃紋を殺したと思い込んでいたからだ。だったら、もう刻馬を苦しめるものはなくなっているはず……！

　強く、そう自分に言い聞かせた。

　イクミの中の書物に、刻馬が手を伸ばした。

　二人の周囲に、魔力によって形成される文字が整然と列をなしていく。その文字はどんどん増え続けて、十と重え二十重はたえにイクミと刻馬こくまを取り巻いていく。

　そして、イクミも前回のように、刻馬の心の中の男の子への接触を試みる。魔法を使うときは側そばにいると、幼い刻馬に約束したから。また幼い刻馬が泣くようなら、もう一度抱きしめてあげるために。

　しかし。

　前回同様、椅い子すに拘束された男の子が見え始めた。

　そして、気づいた。

　――あの男の子が、泣いていない……？

　遠目に見える男の子は、もはや泣くことにさえ疲れ果てたように憔しよう悴すいし、闇やみが発する声に従って――目の前の幼い刃紋はもんを魔法で焼き続けていた。

　その様を、高校生の刻馬が、やはり虚うつろな目で見つめている。

　――な……!?

　刻馬が要求する魔力の量が、がくんと減少した。

　――どうした、刻馬!?

　この感じには覚えがあった。一番最初の魔法発動、刻馬が山や羊ぎ頭の怪物相手に発動しようとしたとき。あのときの、失敗したときの感触にそっくりだった。

　周囲を取り巻く魔力の文字が、薄くなっていく。輝きを弱めていく。

　――刻馬ッ！　やめろ！　やめてくれッ！　刻馬、貴様は殺していないのだぞ！

　イクミは、幼い刻馬を見つめる刻馬の前に立ち塞ふさがった。

　――見るな、刻馬！　こんなものは幻だ！　刃紋は生きている！

　虚ろな刻馬の目は、何も反応を示さない。

　――刻馬。まだ魔法が嫌いなのか。

『そりゃあな』

　ぽつり、と、虚ろなままで刻馬が言う。

『傷が治ったって、痛みに対する恐怖心は残るだろ。それに、もしかしたら――いつか、この幻が現実になってしまうかもしれない。俺おれは、それが怖い……』

　――大丈夫だ。刻馬は、そんなことは絶対にしない！

『どうしてそう言いきれる……？』

　――決まっている。それは、刻馬が刻馬だからだ！　刻馬は、魔法を使ってベルテの村を守ったではないか！　刻馬は、そういう魔法の使い方をする男だ！

『……』

　――魔法など使わなくても、刻馬はずっと守り続けてきたのではないのか!?　槍やりの練習では、私を何度も守ってくれたではないか。刃紋にも、自分が苦しいのを承知で魔法を撃たなかった。美々子みみこのことだって、研究所とやらに行かせないために、ずっと刻馬こくまは守ってきたのだろう？

『……』

　――胸を張れ、刻馬。貴様は間違っていない。だから、美々子はずっと刻馬を側そばで支えてきたのだ。刃紋はもんは、ずっと刻馬を捜し続けていたのだ。それは何より、刻馬が間違っていなかった証明ではないか。

　さらに歩み寄って、イクミは刻馬の肩に触れた。

　――少なくとも、私は誇りに思っている。刻馬に使ってもらえることを。刻馬の魔導書であることを。もし刻馬が間違いそうになったら、私が絶対に止める。だから！

『……』

　――今も、目の前に守るべきものがあるのだぞ。理瑠りるが、一番大切な仲間を貶おとしめられて泣いていた。理瑠は友達なのだ、放ほうってはおけないだろう。さあ、刻馬。私にも手伝わせてくれ。一緒に、理瑠の大切なものを守ろうではないか！

　ぽろりと一筋、虚うつろな刻馬が涙を零した。

「……………………っくしょう」

　それは、現実の刻馬の声だった。

　――え？

「チクショウッ！　針原はりはらが……友達が、何よりも大切なものを踏みにじられて泣いてんのに！　それをやった張本人が目の前にいるのに……なのに、何を情けなくウジウジやってんだ、俺おれはよおぉぉぉ――――――ッッッッッ！」

　鼓膜がどうにかなるのではないか。

　そう思えるほどの、空気がビリビリと震えるほどの、大音声だった。

『すまん。面倒をかけたな』

　魔力が再び要求され始めた。今までより強く、いっそう激しく。

　――うぅ……。くっ、あ、熱い……っ！

　思わず、身体からだがびくんと痙けい攣れんしてしまうほどに、激しく魔力が吸い上げられていく。

　そして、周囲の文字列が、どんどん輝きを取り戻してく。

　――そ、そうだ……！　そうこなくては！　さあ、いくらでも持っていくがいい。魔導書『異空密儀教典』の名にかけて、刻馬が求めるだけの魔力は捻ねん出しゆつしてみせようッ！

　激流のような魔力が、刻馬の脳を通して、一点に集約する。

「魔導書『異空密儀教典』より抜粋ッ、顕けん現げんせよ、“〝異空の扉アニヒレイシヨン・スフィア”〟――ッ！」

　頭上に顕現する黒球は、以前よりもなお大きく、優に直径一キロを超えていた。それが、空を覆い尽くす。まるで、日が暮れないはずの森に夜が訪れたように、それは一帯に広大な影を落としていた。

「話には聞いていたが……これは、なんという……」

　その漆黒の球体のあまりの規模に、キングが呟つぶやく。

　刃紋はもんも、一瞬だが上空を見上げて足を止め、息を呑のんでいた。

　ウィーゼルが巨木の根元にたどり着き、『断章』を拾い上げた。そのまま巨木の幹を蹴けって、三角跳びの要領で方向転換する。

　その背に襲いかかる竜の首を、キングの雷撃が牽けん制せいした。

「今だ、兄さん！」

「おうよッ！」

「ちょ、ま、ま、ま、ま――――――ッ！」

　ウィーゼルが待ってとなかなか言えずに、しかしそれでも巻き込まれる範囲から一刻も早く逃れようと全力疾走する。

「大丈夫だ、針原はりはら！　もうその位置なら、ギリギリだが巻き込まれないはずだッ！」

「ギリギリは嫌だ――――――ッ！」

　とはいえ、戦線を維持する連携はいつ崩されてもおかしくない危うさなのだ。長々と待ってもいられない。

「食らいやがれッ！」

　漆黒の球体が、巨木に向かって放たれる。

「理瑠りるを泣かせる貴様なんか、消え去ってしまえ――ッ！」

　イクミも、思わず叫んでしまっていた。

　巨木よりもさらに巨大な黒い球体は、竜の首を次々に呑み込みながら桜の本体へと進んで行った。

　桜の巨木は、狂ったように、断末魔のように、激しく花びらを散らせた。

　散らせながら、“〝異界の扉”〟に呑まれていく。

　刻馬こくまとイクミがつくり出した漆黒の球体はやがて巨木を根から梢こずえまで完全に覆い尽くし、そして数回明滅して、地面に大きな穴を残して消えた。

「思い知ったか、コノヤロウ……！」

　ウィーゼルは新たに“〝異空の扉アニヒレイシヨン・スフィア”〟が穿うがった穴の際一〇センチのところでヘナヘナとへたり込み、振り返って断だん崖がいを目にすると、あわあわと四つん這ばいでそこから退避を始めた。

「い、い、嫌だって言ったのに――っ！　またこんなんかっ、ボクは！　キングまで、今だとかって……」

「すまない。しかし、そろそろ私の魔法も打ち止めが近かったのでね」

「……同時に複数の魔法を行使するということは、それだけ消耗も早い――ということかしら？」

　書物を閉じて日本刀を消しつつ訊きいた刃紋はもんに、キングは「ああ」とうなずいた。

「それはまあ、相応でしょうね。あれだけ強力な魔法を連発すれば……」

　美々子みみこも納得気味にうなずいている。

「まあ、勝てたからいいけどさ」

　立ち上がって、ウィーゼルは回収してきた『断章』を「はい」とイクミに差し出した。

　イクミはそのウィーゼルの態度に驚いて、

「い、いいのか？　理瑠りるたちも『断章』を集めているのだろう」

「いいよ。ボクの仲間の名誉を守ってくれたお礼にね。……いいでしょ、キング？」

「ああ。そもそも、それを守護する怪物を倒したのは兄さんと君だ」

「そ、そうか。ありがとう」

　イクミは、素直に『断章』を受け取る。ウィーゼルはにこりと笑った。

「それより、刻馬こくま様、大丈夫ですか」

　美々子が、心配そうに振り返る。

「ああ。イクミに気合いを入れろって叱しつ咤たしてもらったおかげでな」

「え？　いや、私は何も……」

「いや、かなり助かった。今回は、美々子にも刃紋にも助けられっぱなしだったな。まったく……あ、いや。針原はりはらのときも思えばそうだったか。情けねえなあ」

「何を仰おつしやいます。お館やかた様さまはまたあたしを守って下さいました。情けないなどと、誰だれも思ってはおりません。そのように思う礼儀知らずは、あたしがお館様に代わりまして無礼討ちにして参ります」

「刃紋さん、それはちょっと……。ともかく、刻馬様の魔法なしでは勝ちはなかったわけですし」

「うむ。情けないというなら、あの男だろう」

　イクミが指さした方向に全員の視線が集中する。隠れていた穴から、ひょっこりと誠十郎せいじゆうろうが顔を出した。

「いや、正しかったんじゃないのか？　おそらく、フォローに回る余裕は誰にもなかっただろうしな」

　確かに、と全員が苦笑をしながらもうなずく中、当の誠十郎だけが「え、何？」と首を傾かしげていた。
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　隠れていた穴から出てきて歩み寄ってきた誠十郎せいじゆうろうは戦いが終わって安心したのか、あるいは隠れていたバツの悪さからか、逆ギレ的に騒ぎ始めた。

「あーもう、なんなんだ、アンタら。全員化け物かっ！　針原はりはらさんも、同じくらいの成績だと思ってたのに、全然強いじゃんかーっ！」

　ウィーゼルは白い目で、かつ呆あきれ気味に、

「っていうか、キミが弱すぎるんだよ。ボクなんか、たいして強いわけじゃないし」

「がーん！」

「そんなことより、九条くじよう君、ありがとう。考えてみれば、九条君もあの桜吹雪を浴びてたんだよね。無理させちゃったみたいで」

「関係ねえよ。どのみち、やるしかなかったんだから」

　刻馬こくまは照れた顔をウィーゼルから逸そらした。

「あのさ、お礼言ってるんだから、そこは素直になってもいいんじゃないの？」

「まあまあ、理瑠りるさん。刻馬様は昔からそういう人ですから」

　ウィーゼルは「まあね」と小さく笑って、

「偽名だって言ったでしょ。ボクはウィーゼル。王国同盟の……生粋きつすいのライブラリ・チルドレンの、ウィーゼルだよ」

　美々子みみこは、首を横に振った。

「そんなのは関係ありません。貴女あなたはわたくしたちのクラスメイトで、お友達です。そのことに変わりはないでしょう？」

「……」

「そうだぞ、理瑠。私たちは友達だ。仲間だ。だから私は、また理瑠と一緒にケーキに行きたい」

　ウィーゼルはしばしうつむいて沈黙し、そして、

「……うん。でも――、みんなの仇かたき討ちが、終わったらね」

　少し照れくさそうに、そう答えた。

　その様子を見て小さく笑みを浮かべて、

「さて――」

　と、刻馬は誠十郎が隠れていた入り口の穴を見やった。

「さっさと帰ろうぜ。学校でも心配してるだろうし、早いところ家で一眠りしたい」

　そして刻馬はキングへと真ま面じ目めな視線を向けた。

「キング。お願いだから、早まった真ま似ねはしてくれるなよ。兄貴ヅラするガラじゃないが、弟を名乗る人間に死なれちゃ寝覚めが悪い。ましてや、針原はりはらの命を預かってるならなおのことな」

「ああ。わかっているよ、兄さん」

「約束だぜ。じゃあ、またな」

　そう言って、刻馬こくまは返事も待たずにキングとウィーゼルに背を向けた。それに倣ならって、仲間たちも口々に別れの言葉を告げる。

「ああ。また、いずれ」

「気をつけてね」

　キングたちの別れの言葉を背に、刻馬たちは一路、地上を目指して歩き始めた。
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　刻馬たちが去った桜の巨木のテリトリーで、ウィーゼルはキングが数少ない書架を物色する姿をぼんやりと眺めていた。

「どうした？　何か考えごとか？」

　ふいに、キングに問われる。

「別に……」

　しかし、キングはウィーゼルの心を見透かしたように、

「兄さんたちなら、心配は要らないだろう。刃紋はもんもいるし、菱谷ひしやのお嬢さんもそれなりに使えるようだ。何より、兄さんの魔法がデタラメに強い。七階やそれより上でなら、よほどの不運に見舞われない限り問題はないだろう」

「うん。……ねえ、キング。どうするの？　九条くじよう君は、世界を図書館迷宮で覆うのは止やめろって言ってたけど。ミンユィンは、目上の人に従うのが吉だって言ってたよね。九条君がキングのお兄さんなら、目上の人って……」

「そうだろうな。少なくとも、私はそう思ったからこそ彼に会う気になった」

「じゃあ、従うの？」

「さてな。だが、兄さんの考えは所しよ詮せん綺き麗れい事ごとだ。確かにあの殺さつ戮りくはチームの独断かもしれないが、そうさせるだけの体質が企業そのものにあったとも考えられる。それに、そのおかげで発展したのだとしたら、やはり許せるものではない」

「……」

「なんにせよ、私の一存では決められないさ。ウィーゼルはどう思う？」

「……。ボクは――、」

　今までは、ＬＬＬスリーエルに関係するものなどこの世から消え去ってしまえばいいと思っていた。企業そのものや研究所はもちろん、少しでも関かかわりがあるものは何もかも切り刻んでやりたいと思っていた。

　でも。

　それをやったとして、ラビは、クィーンは、みんなはどう思うだろうか。

　――だからこそ、その連中が今のお前を見て、無関係なヤツも余裕で殺すとか言ってるお前を見てどう思うかを考えろって言ってるんだよ！

　刻馬こくまの言葉が、耳の中で蘇よみがえる。

　それで仲間たちは、本当に喜ぶのだろうか。

「ボクは、わからない。でも、できれば、九条くじよう君たちとは戦いたくない……」

　刻馬は、仲間たちのために憤ってくれた。

　美々子みみこは、一度本気で殺し合ってもなお、友達だと言ってくれた。

　イクミは、また一緒にケーキを食べに行こうと誘ってくれた。

　今の方針を継続するということは、彼らをどういう形でか支配下に置き、嫌がる刻馬やイクミに魔法の行使を強しいるということだ。

　そうまでして作戦を実行して、刻馬たちに意に添わぬことをさせて、たくさんの無関係の人を次元の狭はざ間まに突き落として、それでラビやクィーンたちは喜ぶのだろうか。この胸の憎悪は晴れるのだろうか。

「そうだな。ライブラリ・チルドレンをゴミのように思っている差別主義者なら、泣こうが喚わめこうが気にもならないのだが……」

「……みんな、凄すごくいいヤツらだよ」

「ああ。兄さんに率いられるパーティは幸せだ、と思ったよ。ここでの戦いを見ただけでもわかる。精神攻撃から回復しきっていないのに、冷静に状況を見極め、的確に指示を出していた。判断も速い。何より、いざとなれば身を挺ていしてでも仲間を庇かばう。さぞ、信頼も厚いことだろうな」

「キングだって負けてないよ」

　しかしキングは自じ嘲ちようして、首を横に振った。

「言っただろう。私はリーダーとしては失格だ、と。私がラスクをベースキャンプのリーダーになど推さなければ……いや、そもそも、ベースキャンプ方式など言い出さなければ、あんなことにはならなかった……」

「違う！　キングは悪くないよ！　大事な人を守りたいって思って何が悪いの!?　それに、誰だれも反対しなかったんだから！　みんなが反対してそれを押し切ったならリーダー失格かもしれないけど……」

「それは結果論だ。結局、全員のことより自分のことを優先したことに変わりはない」

「キング……」

「辛気くさくなるばかりだな。こんな話はやめにしよう。……にしても、竜、か。ミンユィンも上う手まいことを言ったものだ。確かに、あの強大な魔法は竜と呼ぶにふさわしい」

「う……うん。竜が竜を呑のみ込む……っていうのもその通りになったね。九条くじよう君を竜に見立てるなら、あの桜の竜は一呑みにされちゃったわけだし」

「それは……どうだろうな」

「え？」

「ミンユィンの言葉は、ほとんどが暗あん喩ゆだ。直接的にあの守護者を竜と言っていたとは、私には思えないのだが」

「……じゃあ、それは何か別のことを？」

「さて、どうだろうな。いずれにせよ、もう一度、他ほかのみんなにも今日のことを報告して今後のことを話し合おう。ウィーゼルも、そのときに自分の気持ちを言うといい」

「うん……」

　そのときに、何をどう言えばいいのだろう。

　自分の気持ちのぐらつきに、ウィーゼルは戸惑うばかりだった。

　と、話しつつも書架を見ていたキングの手が止まった。

　一冊の書物を手に取り、パラパラと中身を確認し始める。かなりの大判だが、強い魔力が秘められていそうな重厚さを持った書物だった。

「キング。その書物は？」

「ん？　いや、これだけ強力な守護者がいた場所だ。もしかしたら、何か面白いものがあるんじゃないかと思って探していたのだが……」

　キングはその書物の中身を目で追いながら、

「これは、凄すごい書物のようだ。怪奇小説のようだが……これに登場する魔物は弱点も多いらしいが、様々な特殊能力を持っている」

「へえ……なんて書物？」

「タイトルか？　『闇やみの貴族』だ。……む、これは……！」

「え？　何？」

「人の心を支配する魔眼の記述……」

「……！　まさか、キング、それを九条君とイクミちゃんに使う気っ!?」

　キングは黙り込んで、険しい顔で書物を睨にらんでいた。

「ねえ、キング！」

　瞬間的に、ウィーゼルはおかしいと思った。何日か前までは、刻馬こくまや美々子みみこを捕らえ、脅迫という形でイクミを従わせようとしていたというのに。

　でも。

　仲間のために怒ってくれた刻馬の心を、仲間を侮辱されて泣く自分のために奮起してくれた刻馬の心を、魔法で縛りつける。その発想そのものが、間接的にとはいえ、仲間たちへの裏切りになるように思えた。

「この書物があれば、私なら兄さんと異空密儀教典の両方を支配下に置ける。儀式に臨むに当たっては負担が少々増えるが、下へ手たに交渉したり脅すよりはずっと確実だ」

「で、でも！　二人とも、ボクたちの仲間のために怒ってくれたんだよ!?」

「怒っただけだろう。そんなものは、安い同情となんら変わらないさ」

「そんな……」

「関係ない人を巻き込むな、か。やはり綺き麗れい事ごとだよ。ベースキャンプにあった書物に、どんなものがあったか覚えているか？　レアメタルを錬成する錬金術について記した本の技術など、今の日本にはなくてはならないものだ。我々の仲間を殺して奪った本の知識がもたらす恩恵を享受しておいて、関係ないと言えるのだろうか。連中の今の生活は、ラスクやラビの血の上に成り立っているのに」

「……」

「だからといって、別段地上の世界を滅ぼそうなどとは思わない。だが、どうにでもなればいい、というのが正直なところだ」

　違う。

　ぎゅっと拳こぶしを握りしめて、ウィーゼルは思った。

　――そんなの、違うよ……！

　確かに、ウィーゼルもそう思っていた。目的のためなら手段を選ばない、そういうやり方で計画を進めてきた。

　しかし、目的さえ果たせばいいというものではない、と今は思い始めている。

　殺された仲間たちのため、という理由があるのだ。ならば、その仲間たちを裏切るようなやり方で目的を達しても、意味などないではないか。

　――みんなは……優しいクィーンやラビは、そんなの喜ばないよ……！

　そう、確信できた。

　だから。

「キング、決めた。ボクは九条くじよう君の意見に賛同する。仲間の死を悼いたんでくれる人たちを傷つけるような方法でしかやれないなら、図書館迷宮を広げる作戦は破棄すべきだよ」

　相手がキングだから――敬愛する人だからこそ、目をまっすぐに見て、きっぱりとウィーゼルは胸の中に芽生えたものをぶつけていく。

「もし、その魔法で九条君たちの心を支配するのが総意になるのなら、ボクは――」

　言葉を句切り、自らの気持ちを確認するようにもう一度強くキングの目を見据えて、覚悟を心に刻みつけた。

「ボクは、もう一緒には行けない」
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　一度ベルテの村で休憩を取り、図書館迷宮から出たときには、すでに夜になっていた。改札の警備に詰めていた自衛官たちは行方不明になっていた刻馬こくまたちの身元を確認すると、驚いて学校関係者へと連絡を回してくれた。

　いずれにしても、事情聴取などがあるにしても明日ということで、刻馬たちはそれぞれに帰途へとついたのだった。



　リビングで美々子みみこが淹いれてくれたお茶を飲んで、刻馬はようやく人心地ついた気がした。

「はー、やっぱり我が家が一番落ち着くな、刻馬」

　ほうじ茶をすすって、しみじみとイクミが言った。

　それを聞いてくすくすと笑いながら、美々子はお盆を手に立ち上がり、

「すぐに晩ご飯の用意をいたしますから」

「いやいや、今日くらいはいいんじゃないのか？　美々子も疲れてるだろ。ファミレスにでも食べに行くか、ピザでも取れば」

「いえ、パスタくらいならすぐにできますから」

　と、その瞬間、どんどんとドアが叩たたかれる音が派手に響いてきた。

「……誰だれでしょう、こんな夜更けに」

「ってか、チャイムくらい鳴らせばいいのにな」

　キッチンへは向かわず、美々子が玄関の方へと歩いていった。万が一にも美々子が後おくれを取るとは思えないものの、おかしな客だとまずいかな、と思って刻馬も玄関へと出向く。イクミも、刻馬の後ろからくっついてきた。

「はいはい、今開けますから。え、刃紋はもんさん……？」

　美々子がドアを開けると、そこにいたのは刃紋だった。一昔前の泥棒よろしく、大きな風ふ呂ろ敷しき包みを背負っている。

「どうしたんだ、っていうか、よくここを知ってたな」

　美々子の後ろで刻馬が言うと、

「はい、ウィーゼル先輩にお館やかた様さまたちを監視せよと言いつけられていましたので、何度か尾行させて頂いたりしました」

「……洒しや落れにならんだろ、それ」

　頭を掻かいて、刻馬はぼやいた。

「で、どうしたのだ？　刃紋も疲れているだろうに」

　美々子の背後から、イクミがそう尋たずねた。

「は。お仕えする以上、常時お館やかた様さまのお側そばに控えるべきかと思いまして」

「……え」

　美々子みみこの身体からだが強こわばるのが、後ろからでもはっきりとわかった。

「つまり、この家に住まわせろ、と……？」

「うふ。はい、奥方様。土間の片隅で構いませんので、是非に」

「ちょ、でも、そんないきなり……。そ、そうだわ、今お住まいの部屋だって、急に解約というわけにはいかないでしょう？」

「と言われましても。ただの廃ビルですから、契約も何もありませんが」

「え。……で、では、た、例えば学校の寮に入るとか……」

「それを言い出すと、お前やイクミもそうなんだけどな」

　苦笑して言った刻馬こくまを、愕がく然ぜんとした顔で美々子が振り返る。

「な……!?　刻馬様はどういうおつもりでそんな……！　刃紋はもんさんを住まわせるおつもりなんですか!?」

「まあ、ちょっと感覚が麻ま痺ひしてる気はするけど、でも、二人も三人も一緒だろ。まさか女の子に廃ビルに戻れとは言えないし」

「さすがお館様、ありがたき幸せ。では、早速今こ宵よいから身の回りのお世話などを……」

「それはわたくしの仕事です！」



    

  
    
      



    

  
    
      「で、では……その」

　刃紋はもんは頬ほおを真っ赤に染めて、その頬に両手を添えつつうつむき加減で、

「よ、夜よ伽とぎなどを……」

「なっ……！」

　刃紋に負けないくらいに、美々子みみこの顔も一瞬にして真っ赤に染まった。

「も、もっとダメですッッッッッッッッ！」

「刻馬こくま。よとぎとはなんだ？」

「……イクミは知らなくていい」

「むう。私だけ仲間はずれか」

「いや、そういうことじゃなくてな……」

「もう、なんなんですか、その戦国時代みたいな頭の中身は！」

「しかし、奥方様。英雄は色を好むものだと聞き及んでいるのですが」

「今はそういう時代じゃありません！」

　赤い顔のまま焦って珍しく微笑ほほえみを崩した美々子をよそに、イクミはちょっとはにかみながら刻馬の服の裾すそを引っ張って、

「刻馬。もうよとぎとかはどうでもいいから、仲良しの二人のことはそっとしておいて、私を読んでくれ」

「は？　なんでいきなり」

「刃紋を見て思い出した。刻馬の魔法嫌いの原因は解決したのだから、もっともっと刻馬は魔法に慣れた方がいい。さあ、刻馬、これからはもっとガンガン読んでくれ。とりあえず、今とか」

「ちょ、イクミさんまで何を抜け駆けしようとしてるんですか!?」

「抜け駆けとは心外な。私は刻馬の書物としてだな……」

「確かに、奥方様を差し置いて夜伽などと、出すぎたことを申しました。では、湯ゆ殿どのでお背中を流すくらいで……」

「それもダメですッ！　もう、刃紋さんはもう少し慎みを……！」

　困ったように頭を掻かきながら、刻馬は溜ため息をついた。

「とりあえずさ、刃紋は中に入れ。で、ドアを閉めようぜ。ご近所の迷惑になるから」

　そして、長いことたった一人で住んでいたこの家も賑にぎやかになったもんだなあ、などと他人事のように考えて苦笑いを浮かべるのだった。



    

  
    
      
あとがき



　どうも、以前テレビで見たカチョカバロというチーズが忘れられないおかざきです。真剣にお取り寄せを考えているのは秘密です。

　どーでもいいですね。ともかく、ダンジョン探索系ラブコメの第二弾でございます。

　さて。先日の、母との電話でのやりとり。

母「あんたの新しい本、お祖ば母あちゃんに送っておいたよ」

私「は？　いや、中高生に楽しんでもらおうと書いてる本だから、お祖母ちゃんが読んでも面白いとは……」

母「大丈夫大丈夫、あのお祖母ちゃんなら」

　そう言われて思い出したのは、小学生の頃ころの記憶。当時は夏休みに祖母の家を訪ねては母が昔読んでいた本や祖母が読み終えた本をもらって来るのがとても楽しみでした。血ですかねえ、母も祖母も大変な読書家なのです。

　祖母のお下がりのほとんどは探偵ものや冒険ものだったのですが、物色していて『二〇〇一年宇宙の旅』を見つけて「ＳＦかよ！　お祖母ちゃん、若ッ！」と思ったものでした。

　そして、その下から出てきた本は。

『ダーティペアの大冒険』

　表紙を飾る露出度の高い美女二名と、その二人を乗せた大きなネコ科的生命体。

　若い人は知らないかなあ？　アニメ化もされた超名作です。

　当時、祖母は御年六十ウン歳。いやはや、なんというか……。

　今思えば、アレが私のライトノベルの原体験というか、ルーツでした。まだライトノベルなんて名称さえもなかった頃の話ですが。祖母からあの本をもらわなければ、今の私はなかったかもしれません。

　うん、アレを読んでたお祖母ちゃんなら問題ないかな、と思わず納得してしまったのでした。いえ、いつもニコニコ微笑ほほえんでいる、とっても穏やかな人なんですけどね。

　では、謝辞を。前巻に引き続き素敵なイラストを描いて下さったちゅ先生、ありがとうございました。担当のＳ様、毎回毎回ご苦労ばかりおかけして申し訳ありません。なんででしょう、今回ほどの難産はもうあるまい、と毎回思いながら、次には必ずさらなる難産が待っているという……。そして難産になればなるほどご迷惑をかけてしまうという。ごめんなさい。編集長様、編集部の皆さま、会社の同僚の皆さま、あらゆる形でこの本に関かかわって下さった皆さま、そして何よりこの本を手に取って下さったあなた様、ありがとうございました！　では、また次巻でお会いしましょう。

おかざき登のぼる
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